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番外編１　新世界からの女

　　　　　Extra Story - part.1



　　　　　１



　夏の終わりを間近に控え、されども未いまだ眩まばゆい陽光が降る昼ひる日ひ中なか。

　そこは遮しや蔽へい物ぶつのない広大な平原である。草木は日ひ射ざしを受けてぬくぬくと温まり、自由気ままに吹き渡る涼やかな風がその熱をさらっていく。青空を何ど処こまでも遠く見渡すことができるその平原を、一本の道路が横切り、一台の幌ほろ馬車が緩やかな速度で進んでいた。

　馬車の座席──

　燃えるように赤い髪が、風を受け、それこそ炎のようにはためいている。

「うん、いい風だ」

















　同じく燃えるように赤い瞳を細め、セシリーは心ここ地ち好よく呟つぶやいた。

　袖そでをまくった白いシャツにスカートといった身軽な格好。風にひるがえる髪を押さえる左手──その薬指では銀の指輪が日ひ射ざしを反射してきらきらと光を瞬かせている。

「ええ、実に気持ちのいい風です」

　同意したのは、御者台で馬の手綱を引いていたリサだ。

　隻せき眼がんの少女である。灰にくすんだブロンドの短髪に小柄な体たい躯く、左の眼がん窩かに蓋をするは黒革の眼帯。いつもは鍛か冶じ場ば仕事に勤いそしんでいるため作業着を普段着としていたが、この日に限っては余よ所そ行ゆき用の私服姿である。昔、彼女が自分の親方に買ってもらった衣服。

　リサはのほほんとした口調で続ける。

「新婚旅行の幕開けにはうってつけのお天気ですね」

「…………え？」

　馬車の座席から彼女の背中を眺めていたセシリーは、目を瞬かせた。

「リ、リサ？　君は何か勘違いをしているようだが」

「勘違いなんてしてませんよ」

　あっけらかんと口にする。

「私たちの目的は『聖剣』の材料となる“〝隕いん鉄てつ”〟を手に入れること。最初に向かうは軍国の首都です。軍国領で観測された流星群の情報を求めて、ゼノビアさんの許もとを訪ねます」

「なんだ、わかっているじゃないか」

「おふたりの新婚旅行を兼ねて」

「なんだ、わかってないじゃないか！」

　大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』との決戦からおよそ二か月。

　戦いで負った傷も大方癒いえてきた時期。戦場となった独立交易都市は未いまだ復興の途上にあったが、それでも一時期より落ち着きを取り戻しつつある。セシリーはこれを頃ころ合あいと見て、かねてから計画していたことを実行するために都市を出しゆつ立たつ──“〝隕鉄”〟の収集を目的とした旅に出た。

　ヴァルバニルを封印した聖剣『アリア』。彼女をその役目から解放するためには、彼女に代わる新たな聖剣を鍛錬しなければならない。そしてその新たな聖剣を鍛錬するためには、隕いん石せきから採集される“〝隕鉄”〟という特殊な物質が必要となる。

　肝心の隕石だが、先のヴァルバニル戦における異常気象の影響によって大陸全土で流星群が観測されている。希少だったはずの“〝隕鉄”〟が今ならば山ほど手に入れられるのだ。

　リサが言った通り、差し当たっての目的地は軍国の首都。軍国領に落下した隕石を調査する、その許可を得るため、セシリーたちは軍国を統すべる最高責任者『総席』、またの名を『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターの許に向かっていた。

　つまりこの旅は行楽目的のそれではない。

「アリアを取り戻すための旅なんだ。浮かれている場合じゃない」

「でもルーシーさんもフィオさんも、そのつもりで見送ってくれたんだと思いますよ」

「……まさか。ふたりには何度も説明したはずだ」

　しかしリサは小さく笑う。

「お土産が楽しみ、とおっしゃってましたよ」

「……」

　独立交易都市の市民たちは避難先として軍国に移住していたが、決戦が終結した今ではそのほとんどが都市に戻ってきている。人々が故郷に帰ってきてまず始めたことは、自分たちの家を直すこと。戦いの爪つめ痕あとが残る市街地の修繕作業に日々追われ、それはセシリーの母親であるルーシー・キャンベルや家政婦のフィオ・アトキンズも例外ではなかった。

　そのような慌ただしさにも最近ようやく一息ついたところ。腰を据えて平和を満喫できる、と思っていた矢先に嫁いだばかりの娘が大陸を放浪すると言うのだ。フィオはともかく、ルーシーからは小言のひとつも言われるに違いないと覚悟していたのだが。

「道理で反対らしい反対がなかったわけだ……」

　セシリーは嘆息し、横に座る彼に同意を求めた。

「早とちりにもほどがある。なあ？」

「いや、悪くない」

「あれ!?」

　隣の座席に腰かけていたのは黒髪の青年、ルーク・エインズワースである。

　私服を兼ねた作業着姿。ルークは荷台の縁に肘を載せて頬ほお杖づえをつき、こちらに眠たげな横顔を向けていた。先の決戦を経て以来、その頬は少し痩せたように見える。無理もないとセシリーは思う。だって彼はこの一年の間に多くのものを犠牲にして戦ってきたのだ。

　右目はほぼ視力を失い、片や左目は人間のそれではなく悪魔が擬態したもの。ルークは後者の『魔眼』によってようやく視界を得ている状態だ。左腕に至っては肩から先が消失している。服の余った袖そでは丈を詰めて結ばれ、馬車の振動でゆらゆらと揺れていた。

　無論、代償は目に見えない形でも残されている。決戦の直後などは寝たきりの生活を強しいられ、ルークが自分の足で立って歩けるようになったのもつい最近の話だった。

　ただし当の本人はそんな己の状態を苦にした様子はこれっぽっちもない。以前よりも肉体はボロボロなのに、以前よりも表情が柔らかく、雰囲気もゆったりとして見えた。

「今まで数え切れないほど死にかけたんだ」

　頬杖をついたまま、ルークは左目──『魔眼』の視線をこちらに向けてくる。

　その口くち許もとは薄く笑っていた。

「たまに羽を伸ばしても罰ばちは当たらないだろう？」

「それは、そうだけど……」

「嫌なのか？　新婚旅行」

「い、嫌じゃない」

　嫌なわけがない。

「なら決まりだ。安心しろ、隕いん鉄てつ探しもちゃんとやるさ」

　つまり──“〝新婚旅行を兼ねた隕鉄探し”〟。

　セシリーはなんだか心が追いつかなかった。この旅は前々から計画していたものだったので、気負っていた分、肩透かしを食らった心地になる。

　リサと目が合い、恐る恐る彼女に確認した。

「……いい、のかな？」

「いいんです！」

　彼女の笑顔に釣られ、セシリーもふっと噴き出すように口くち許もとを綻ほころばせた。

　──確かに“〝悪くない”〟かもしれない。

　幌ほろ馬車から青空を見上げて思う。今日はこんなに天気が良くて、時間がゆっくりで、心が温かく穏やかで──リサが口にしていたように絶好の新婚旅行日和と言える。

　現金な話だけれど、そう考えるとみるみる胸がときめいてきた。

「あ、もちろん私のことは召使いみたいに扱こき使つかってくださって構いませんので。不肖ながらこのリサ、全力でおふたりのハネムーンをサポートいたします！」

「何を言うんだ」

　セシリーは片眉を上げる。彼女の献身的な姿勢には頭が下がる思いだが。

「君を扱き使うだなんてとんでもない。楽しむなら三人一緒で、だ」

「……い、いいんですか？　私、お邪魔じゃないですか」

「もちろんだとも。よし、それじゃあこの旅は慰安旅行も兼ねるとしよう。さっきルークも言っていたが、私たちはこの一年間頑張ってきた。羽を伸ばすのならば今しかない」

　つまり──“〝新婚旅行と慰安旅行を兼ねた隕鉄探し”〟。

「ルークも異存はないだろう？」

「ああ」

　むしろ始めからそのつもりだったらしい。一も二もなく頷うなずいてくれた。

　こちらを肩越しに振り返っていたリサは「えへへ」とはにかむ。

「実はそう言ってもらえるんじゃないかと期待してました。でも道中の御者役は私に任せてくださいね！」

「うん。世話になる」

　むしろ世話になりっ放しだ。セシリーは感慨深く思う。

　振り返れば自分たちはいつも彼女の存在に助けられてきた。『聖剣』の鍛錬はもちろんのこと、ルークの視力を取り戻してくれた『魔眼』だったり、ヴァルバニルを無力化させる決め手となった『魔剣精製』だったり……どれもこれもリサがいなければ為なし得えなかったことだった。真の意味で大陸を救った存在。

　──誰だれよりもリサに楽しんでもらいたい。この旅を。

「しかし慰安旅行というのは何となくわかるが」

　はたと気付いて首を傾かしげた。

「一口に新婚旅行と言っても、具体的に何をすればいいのかわからないな」

「簡単ですよ」

「へ」

　前方に視線を戻したリサは、その背中で当たり前のように述べた。

「いちゃいちゃしてください」



　　　　　２



　日が暮れ始めた頃、一行の馬車は最初の駅うまやに到着した。

　セシリーは駅舎に隣接した宿場を見上げ、そういえば、と呟つぶやく。

「ヒルダと出会ったのはこんな駅だったな」

　脇わきで御者台から馬を外していたルークが、呆あきれたような顔で訂正した。

「襲われた、の間違いだろうが」

「そうとも言う」

　去年の秋くらいだったか。独立交易都市の『刀鍛冶ブラツクスミス』と軍国の『聖剣師』、両者の技術交換を行うため、今回のように軍国に向かったことがあった。

　セシリーが当時まだ群集列国の奴隷戦士だったヒルダ・キャヴェンディッシュに命を狙われたのは、その道中。現場はこことは別の駅だったが、外観が似通っているせいか自然と記憶が思い起こされた。

　あれから一年も経たっていないのに、なんだか遠い昔の出来事のように感じられる。

　──そういえばヒルダも群集列国に行くようなことを言っていたな。

　聞けば何かの調査のためらしい。彼女の故郷では悪あしき慣習──奴隷制度が未いまだに採用されている。調査というのだからあまり無む茶ちやなことはしないと思うが、少し心配だった。

「では宿泊の手続きを──」

「あ、その、私がしてきます！」

　何やら慌てふためいた様子で、リサが宿場に駆け込んでいく。以前の道どう程ていでは慢性的な車酔いに悩まされていた彼女だが、今回は特に体調を崩すようなことはなかったらしい。

　──しかし何をあんなに慌てているんだ？

　セシリーは首を捻ひねりつつも、馬車から一泊分の荷物を下ろした。

　その後、駅舎に馬と馬車を預け、折よく手続きを終えて戻ってきたリサと合流。宿場内の食堂に移動すると、そこは小さいながら賑にぎわっていた。セシリーたちは空いていた卓を囲んで給仕にあれこれと料理の注文。料理が運ばれるのを待つだけになったとき──

　こちらの卓にふらりと近寄ってくる男がいた。

　ひと目で傭よう兵へいとわかる風体と強こわ面もて。男はぎろりと睨にらみつけるように、三人の中でも取り分けセシリーのほうに注目しているらしかった。

　なあ、と低い声で話しかけてくる。

「あんたたちに訊たずねたいんだが」

　警戒して腰を上げようとするルークを手で制し、セシリーは男に応じた。

「何だ？」

「あんたたち、ひょっとして独立交易都市のほうから来たのか」

「如い何かにもそうだが」

「じゃ、じゃあ、その炎みたいな赤髪と赤目……あんたはセシリー・キャンベルか？」

　突然の名指しに意表を突かれる。

「どうして私の名前を？」

　途端、男の瞳が輝いた。威圧感のあった顔面に人懐っこさが生まれる。

「やっぱり！」

「やっぱり？」

「オイお前ら！　噂うわさの『聖剣の騎士』様がここにいるぞ!!」

　どよめきが起こった。食堂にいた人々が一斉に席を立ち、あれよあれよという間に自分たちの卓を囲んでしまう。波のように押し寄せてくる男たち──どうやら彼らは一個の傭兵団だったらしい。誰だれもが等しく興奮を露あらわにし、陽気にこちらの背中を叩たたいてくる。

「あんたが大陸の英雄、噂の騎士様か！　いやぁ、やってくれたな！」

「お前さんのおかげでみんなが救われた！　大陸を代表して感謝するぞ！」

「というかそちらさんはもしかして『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』の師弟じゃないかッ？」

「隻せき腕わんと隻せき眼がん！　間違いねえ！　うおおお、今日はなんて目め出で度たい日なんだ!!」

　セシリーは目を白黒させるばかりだった。他のふたりの様子を窺うかがうと、リサは手放しの称賛に「いやー、うふふふ」とこそばゆそうに笑い、ルークは無愛想な表情ながらも傭兵たちが突き出してくる拳に己の拳を当てて応えてやっている。

　彼らが鼻息荒く教えてくれたのによれば、自分たちは大陸を救った英雄として今まさに世間に名が広まりつつあるとのことだった。出どころは不明だが、容姿の特徴を強調した人相書きまでもが出回っているらしい。思わぬ事実にセシリーは戸惑うよりなかった。

「ま、待ってくれ」

　とにもかくにも弁解しなくてはいけない。

「ヴァルバニルを再封印することができたのは皆の尽力があってのことなんだ。私個人が英雄などと称たたえられるなんて大それたこと、とてもおこがましい──」

「なんと、大陸の救世主がこの宿に!?」

　まるで計ったかのようなタイミングで宿場の主人が食堂に転がり込んできた。件くだんの人相書きで容姿は記憶していたのだろう、こちらを見つけた彼は感極まったように皆に叫ぶ。

「今日は私の奢おごりだ！　好きなだけ飲んでくれ!!」

　粋いきな計らいに傭よう兵へいたちが歓声をあげて各々のコップを突き上げる。こうなるともはや当人の意志など無関係に等しい。乾杯の音頭にすっかり包囲されたセシリーたちは、そのまま酒宴に巻き込まれるしかなかった。





　どんちゃん騒ぎから解放されたのは深夜を大きく回った頃。

　有り体に言うとセシリーは酒の類たぐいに滅法弱い。幸いにも前に飲んだときほど悪酔いはしなかったが、どうにも足あし許もとが覚おぼ束つかず、二階の客室まで行くにもルークに肩を借りなければいけなかった。

「すまん……意識ははっきりしているのだけど……力が入らない……」

「気にするな。ただ、お前は断るということを覚えろ」

「だってあんなに楽しそうにお酒を勧められたら断れない……」

　半ば引きずられるようにしながら階段を上り、二階にたどり着く。脱力するセシリーはうつむいてただただ板張りの床を見つめるばかりだった。

　ルークとリサのやりとりが聞こえてくる。

「リサ、俺おれたちの部屋はどれだ？」

「あちらです」

「あれか」

「ハイ。そしてこちらが私の部屋です」

「……あ？」

　何やら不穏な気配。伏していた面をのろのろと持ち上げると、ちょうどリサが客室に滑り込んでいくところだった。彼女は扉の隙間から顔を覗のぞかせ、じと目で告げてくる。

「今日一日、おふたりの動向を御者台から背中で見張っておりました」

「見張る？」

「私の知る限り、おふたりは全然いちゃいちゃしてくれませんでした」

「お前は何を言ってるんだ」

「こちらのセリフです。ルーク、あなたは何をしているんですか」

　リサはまったく物もの怖おじせずにぴしゃりと告げた。

「とっとといちゃいちゃしてください」

　その言葉を最後に頭が引っ込む。速やかに閉められる扉。

　セシリーとルークは廊下に取り残される形となった──

「ちなみに」

　かと思うとまた扉が開いて頭が突き出る。

「ルーシーさんたちが言う『お土産』は、たぶんそういう意味ですよ」

　捨すて台詞ぜりふを残し、今度こそリサの姿が扉の向こうに消えた。

　しん、と静寂が訪れる。

「…………」

「…………」

　セシリーは事態を理解し、急激に酔いから醒さめていった。

「ど、どうしようルーク？」

　深いため息が返ってくる。……そう、単なるため息にすぎない。でも自分は肩を借りていたから間近に彼の顔があって、その吐息はくすぐるようにこちらの頬ほおを撫なでかすっていく。そんな些さ細さいな感触に、どうしてかこのときに限ってひどく羞しゆう恥ち心しんを刺激された。

　これから待ち受けているかもしれない未来に、予感に、心臓が早鐘を打ち始めている。

「……ぁ」

　預けた身体からだを無言で引かれた。戸惑う心とは裏腹に、足はルークの導きに従ってたたらを踏むように前に進む。そのままリサが入ったのとは別の客室に連れ込まれた。

　部屋は狭く、調度品の類たぐいは卓がひとつと寝台がふたつあるだけ。ルークはこちらを片方の寝台に座らせ、自身はその左隣に腰かけた。互いの肩が触れるか触れないかの距離感。

　セシリーは膝ひざの上で拳を握り、それだけをじっと見つめる。とても顔を上げられない。

　わずかな沈黙を経てから、ルークが口火を切った。

「あー……」

　近い声に、びくんと肩が跳ねる。

「やろうと思えば、だが」

「ヤル!?」

「……ちゃんと聞け、そっちの意味じゃない。やろうと思えば、だ──今すぐにでもリサのところに乗り込んで、強引に部屋割りを変えさせることもできないわけじゃない」

「あ……うん」

「だから俺おれはお前に無む理り強じいをしない」

　安あん堵どしかけてすぐ、それが早とちりだということに気付いた。

　だって今の一言には彼の真意が透けて見えたのだ。

「御お膳ぜん立だてをされたことは癪しやくに障るが、いつまでも先延ばしにしたいとも思わない。決戦の傷もようやく癒いえてきたところでもあるし、俺おれはお前が嫌でなければ──」

「ヤ」

　膝ひざの上の拳を凝視したまま、生唾を呑のみ込む。

「ヤルのか？」

「…………あのな」

　呆あきれたような声音。

「頼むから言葉を選んでくれ。こっちはこれでも必死なんだ」

「ご、ごめん」

　反射的に謝ってから、はっとして呼吸を止めた。弾はじかれたように横を振り向く。真正面にルークの顔がある──今にも鼻やら唇やらが接触してしまいそうなほどに近い間合い。

　右の義眼と左の『魔眼』と真っ向から見つめ合った。

「必死なのか？」

　バツが悪そうな表情で、ルークは心持ち仰のけ反ぞりつつ答える。

「……必死だ」

　彼が離れた分、顔を寄せてやる。

「必死なんだ？」

「そう言ってるだろ。……なんで笑ってるんだ」

「嬉うれしいから」

　好きな人が自分のことを想おもって必死になってくれる──これ以上に嬉しいことはない。

　セシリーはルークの胸にそっと手を押し当てた。

　銀の指輪をはめた左手で、彼の体温と心臓の音を感じ取る。

「なぁルーク」

「……なんだ」

「あなたの命はあとどれくらい続く？」

　掌てのひらに伝わる心臓の音が、少し速くなった。

　幾度となく越えた死線。『魔剣精製』や『魔眼』の酷使。それらは確実にルークの魂を削り、今もその肉体を蝕むしばんでいる。自分の命は長くない、と彼自身もかつて口にしていた。

　ルークが死ぬ。自分よりも先に。

　そのことを想像する度、胸が軋きしんでたまらなくなる。

「あとどれくらいの間、私たちは一緒にいられる……？」

「わからない」

「もし、もしも今、し、したら──満足して死んじゃったりしない？」

「するか！」

　顔面に唾が飛んできた。自分でも至極もっともな反応だと思う。

　ったく、とこぼしながらもルークはこちらの顔を服の袖そでで拭いてくれる。セシリーは目を瞑つぶって子どものように身を任せた。

「……さっきはああ言ったが、実のところ焦ってはいないんだ」

　不意に言われ、ぱちりと目ま蓋ぶたを開く。

　ルークが穏やかな微笑ほほえみを浮かべていた。

「今日明日の話でもないだろうが、それでも俺おれに残された寿命が少ないことは確かだ。だからもっと焦ると思っていた。手遅れになることを恐れて、だ。なのに不思議だな、想像していたよりもずっと気分は落ち着いている」

「……どうして？」

「足りてるんだ」

　優しくこちらの頬ほおに触れて。

「お前とこうしていられるだけで、俺は大体足りてる」

「…………うん」

　セシリーは頬を撫なでる手に自分の手を重ね、また目を瞑った。

　そうやって彼の体温と声に浸ひたる。

「俺は少しも焦っていないし、そもそもあっさり死んでやるつもりもない。せいぜい、しぶとく生き長らえるとするさ。だからお前も急ぐ必要はない。ゆっくりでいい」

「ゆっくりで、いいの？」

「ああ。……いや、違うな。ゆっくりがいいんだ」

　悪戯いたずらっぽく笑う声。

「一度に全部叶かなえてしまうのはもったいないだろう？」

　あぁ、とセシリーはため息をつく。

　──好き。

　愛いとしくて愛しくて仕方がない。思わず口を尖とがらせてぼやいた。

「なんだか悔しい」

「なんで」

「結婚してから、あなたには引っ張ってもらってばかりだから」

　前よりも迷いがなくて、前よりも大人びていて──

　前よりもずっと、かっこよくなった。

「さっきも言っただろ」

　唇に温かな感触。囁ささやきがそれを追う。

「こっちも必死だって」





　数日後の朝、別の駅にて。

「首尾は如何いかがなものですか」

　リサが訊たずねると、セシリーは恥ずかしげにしながらも正直に打ち明けた。

「初日の夜は手をつないで一緒に寝たよ」

「……なるほど。そして？」

　ルークが宿泊代の支払いをしに席を外した、その隙を狙ってのやり取りである。

「二日目は腕枕をしてもらった」

「なるほど。そして？」

「三日目はたくさんぎゅっと抱き締めてくれた」

「なるほど。そして？」

「昨夜はなんと──私が眠りに就くまでの間、ずっと頭を撫なでてもらえた！」

「ええと…………なるほど」

　──基本的に寝かしつけられる形なんですね……。

　初々しいというか焦じれったいというか、傍そばで見ていてもどかしく感じはするけれど。

　惚気のろけるセシリーさんがカワイイからいいや、と思うリサだった。
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　道中、セシリーたちはしばしば見知らぬ他人から声をかけられた。

　巷ちまたに出回っているという人相書きは相当に出来がよいらしい。行く先々で初めて出会うはずの人々に話しかけられ、そしてその都度彼らが開く酒宴に招かれた。自分たちを歓迎してくれるのはありがたいことではあったけれど、こうも酒の席が続くと身体からだのほうがもたない。旅の疲労も重なって、軍国に着いたときには三人ともくたくたになっていた。

　大変でした、とセシリーは少女王に愚痴をこぼす。

「まったく……一体何ど処この誰だれが人相書きなど広めたのやら」

「吾われだ」

「あなたですかッ！」

　軍国首都、主城──謁見の間である。

　セシリーたちの前には、玉座に腰かけてにやにやと笑う少女がいた。幼い肢体に華やかで可愛かわいらしいドレスをまとい、頭には今にもずり落ちそうな王冠を戴いただいている。

　当然のことながら玉座は成人が座することを想定して作られているため、小さな彼女が片方の肘掛けにもたれるともう片方の空間が大いに余る。しかしながらその居住まいに滑稽さはいささかも感じられない。彼女が肘掛けに頬ほお杖づえをついてゆったりと玉座に寛くつろぐ様子には、あるべきものがあるべき場所にある──そう思わせるだけの風格があった。

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　軍国を統すべる最高責任者『総席』、そして『少女王』の愛称を持つ御仁だ。

「ゼノビア様、どうしてそのようなことを……」

「そなたらは大陸中に胸を張って然しかるべき偉業を成し遂げたのだぞ」

　こちらの抗議など物ともせず、ゼノビアは堂々と告げてきた。

「大陸に住まうすべての人間が、自分たちが誰に救われたのかを知っておくべきだ」

「しかしヴァルバニルの再封印は私たちの力だけで成し遂げたことではありません」

　独立交易都市の自衛騎士団や軍国兵、帝国の貴族騎士──

　魔剣『アリア』と魔剣『銘めい無なし』、先代の聖剣と聖剣『アリア』──

　多くの人々が立ち向かった結果の“〝偉業”〟だ。

「なのに特定の人物だけが称賛されるのは納得できない。いえ、『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』としてルークやリサの名前が広く伝えられるのはわかりますが、いち騎士の私まで何な故ぜ……」

　待て待て、とゼノビアは苦笑し、こちらの言葉を遮った。

「そなたの自己評価の低さは相変わらずだな。“〝聖剣の使い手”〟であるということだけで十二分に称賛に値すると思うのだが──まあ、それはいい。もっと利について考えろ。あの人相書きのおかげで、そなたらは偉業の恩恵を得られる」

「恩恵、ですか？」

「これから大陸中を巡って『隕いん鉄てつ』を集めるつもりなのだろう？　軍国だけでなく群集列国や帝国にも赴くというわけだ。承知済みだとは思うが、初めて訪れる土地で我が国のように他者から協力が得られる保証はないぞ。だからこその人相書きだ。顔が知られているということは思っている以上に役に立つ。しかも大陸を救った人物として、なのだ。何ど処こへ行こうとも人々は喜んでそなたらの助けになってくれるに違いない」

「……むぅ」

　反論の余地がなく、セシリーは口を噤つぐむしかなかった。

　現にここまでの道のりだけでも少なくない数の人々に受け入れられてきた。同じことが大陸の各地でも言えるのならば、今後の『隕鉄』の収集はかなり捗はかどるはずだ。……もっとも、他人の好意を当てにするみたいで手放しには認められないけれど。

　横目で仲間たちの反応を窺うかがう。あまり目立つことを好まないルークは憮ぶ然ぜんとした顔をしていたが、ゼノビアの述べる“〝恩恵”〟については取り立てて異論がないようだった。

　リサも感心したように呟つぶやく。

「確かに一理あります」

「ふふふ、そうであろう？　遠慮なく吾われを褒め称たたえるがよい」

「あまりこのじゃじゃ馬を調子に乗らせないでくれ」

　と水を差したのは、玉座の脇わきに控えていた人物。

　金髪に青い瞳、使用人の格好をした少女──シャーロット・フィーロビッシャーだ。

　彼女は帝国出身の人間だが、縁あって現在はゼノビア専属の世話役を務めている。

「先の決戦に参加できなかったことが余程悔しかったらしい。もっともらしい理由をつけてはいるが、あなたたちの人相書きはそのちょっとした腹いせのようなものに過ぎない」

「う、裏切るのかシャーロット!?」

「人聞きが悪いことを言うな。私は忠告したはずだろう？　今のように抗議されることは目に見えているのだから、まずは本人たちに許可を得てからにしろと」

　うぐぐ、と唸うなるゼノビア。

　ふたりのやり取りは傍はたから見ると姉妹間のそれを思わせた。姉のシャーロットに説教される妹のゼノビア──もちろん彼女たちに血縁関係はない。互いに生まれた土地も違う。

　けれど“〝家族”〟と呼ぶに相応ふさわしい空気が、シャーロットとゼノビアの間にはあった。

　セシリーは今までの抗議も忘れ、微笑ほほえましくふたりの様子を見守ってしまう。

「と、とにかくだ！」

　ゼノビアは気を取り直すように咳せき払ばらいをした。

「吾が人相書きをばらまかずとも、遠からずそなたらの名声は広がっていただろう。何せ大陸史上最悪の人外を封じ、大陸を救った立役者なのだ。……改めて言わせてほしい」

　不意に玉座から立ち上がって歩み寄ってくる。

　面食らうセシリーの手を取り、しぼり出すようにそれを発した。

「────ありがとう」

　実にシンプルな感謝の言葉。だが一方でとてつもなく重い。それはいち個人としてではなく大国を背負う王として向けられた一言であり、故ゆえにこそ深くこちらの胸に沁しみた。

　セシリーは実感する──否、させられる。

　自分たちは確かに大陸を救う一翼を担ったのだと。

「…………はい」

　思わず頷うなずいてしまう。

　ゼノビアはにっこりと笑い、次いでルークとリサのほうを見やった。

「ルーク殿、リサ殿。ふたりにも礼を言わねばならない。本当にありがとう」

「い、いえ、とんでもないです！」

　リサは慌てて恐縮するが、片やルークはそんな彼女の頭に手を載せて言う。

「もっと褒めてやってくれ。こいつがいなければ俺おれたちに勝ちはなかった」

「ルーク!?」

「本当のことだ」

　助けを求めるようにこちらを見てきたが、セシリーは微笑ほほえんで追随した。

「同感だな。リサがいてくれたからこそ、私たちは今ここに立っていられる」

「セ、セシリーさんまで！」

「往生際が悪いぞ。観念せよ」

　とゼノビアはセシリーから手を離し、今度はリサの手を取る。

「どうか吾われの感謝を受け取ってくれ」

　リサは顔を真まっ赤かにしてうつむいた。遅れて「ハイ」と蚊の鳴くような声で呟つぶやく。

　次いでゼノビアはルークのほうに向き直った。

「……払った代償は大きいな」

　彼の空っぽの左ひだり袖そでを見、眉間に皺しわを寄せる。

「大陸史を紐ひも解といてみても、ルーク殿が有していた技術は比類なきものだった。それが失われたということはつまり大陸全体の損失と言っても過言ではない。決戦を生き残ったことこそ喜べども、吾はやはりそのことが残念に思えてならない」

　深刻な口調で述べるゼノビアに対し、ルークは軽く肩をすくめた。

「腕を買ってもらえるのは結構だが、杞き憂ゆうだ」

「何？」

「俺が今まで培ってきた技術は失われちゃいない」

　首を傾かしげるゼノビアは、しかしすぐに彼の意図するところを察する。

「これも──リサ殿か」

「ああ。リサが引き継ぎ、俺おれの子孫に伝える。弟子は優秀だ、何も心配はしていない」

「それは吾われにとって、いや大陸にとっての朗報だな」

　唐突にリサが駆け出し、セシリーの背後に回った。

　顔を埋うずめて隠すように、腰の裏にぎゅっと抱きついてくる。

　──我慢できなくなったか。

　愛うい少女だ。セシリーはそっと彼女の頭を撫なでてやった。

「それにしても、ルーク殿は会わないうちにずいぶんと表情が柔らかくなったな」

　しみじみと言うシャーロットに、ゼノビアも「うむ」と同調する。

「少し痩せたみたいだが、それを差し引いても雰囲気が穏やかになったように見える。前よりも気を張っていないというか、刺とげ々とげしさがなくなったというか」

　ルークが少し顔をしかめた。今度は俺か、とでも言いたげに。

「これからまた新しい『聖剣』を打つために色々と課題が山積みだが、とりあえずはヴァルバニルを再封印したことで一いつ旦たんの区切りがついたんだ。俺だって落ち着きもする」

「ふむ。所帯を持ったことも大きいのではないか？」

　ゼノビアの視線が自分に向いていることに気付き、セシリーは目を瞬く。

「え。私ですか？」

「そなた以外に誰だれがいる。そうだろう、ルーク殿よ」

「……まあ、賑にぎやかになったのは本当だ」

　ルークは何ど処こか諦めたふうに応じた。

「少し前までは鍛か冶じ場ばにこもりきりの生活をしていたからな。母親は物心つく頃にはもういなかったし、親父おやじとリーザが死んでからはまともに話す相手と言えば口うるさい弟子くらいだった。それが今じゃ、やたらと態度のでかい家政婦に妙に威圧感のある義母、そこいらの男よりもよっぽど男らしい嫁がいて騒々しいったらありゃしない」

「口うるさいって」

「男らしいって」

　じと目で呟つぶやくセシリーとリサに、ルークは忍び笑いを漏らす。

「悪くないがな」

　幸せそうで何よりだ、とゼノビアが高笑いをあげた。

　──ルークには後で一言いってやろう。

　そう心に決めつつ、セシリーは「そういえば」とシャーロットを振り返った。

「できればドリスたちにも挨拶していきたいのだけど」

　ドリス、マーゴット、ペネロペ。かつてシャーロットに仕えていた従者たちである。主であるシャーロットとともに軍国に移り住んでからは、ドリスは軍人職に就き、マーゴットとペネロペは使用人として軍国首都の主城で働いている。

　残念だが、とシャーロットは答えた。

「三人とも不在だ。今は群集列国にいる」

「群集列国に？」

　そうだ、と応じたのはゼノビアである。

「決戦後に帝政列集国が解体され、大陸が以前の三国分割状態に戻ったのは記憶に新しいだろう。帝国は今まで実権を握っていた帝国騎士団総団長のオーガスタス・アーサーが投獄されたことにより、皇帝派が息を吹き返し、政権機能の立て直しを行っている真っ最中だ。こちらは遅からずまとまるだろうが──問題は群集列国のほうだ。小国家間で戦犯の押し付け合いが始まっている」

「押し付け合い……ということは、まさか群集列国では内紛が起こっているのですか？」

「内紛と呼べるほどの騒動にまでは至っていない。だがそれも時間の問題だろうな」

　セシリーは眉をひそめずにはいられなかった。同僚のヒルダ・キャヴェンディッシュが彼女の故郷──件くだんの群集列国に赴く予定であったことを思い出したからだ。

「帝政列集国時代、群集列国側の代表としてシーグフリード・ハウスマンに与くみしていた人物がランスロット・ダグラス。その彼が中心的に束ねていたのが、奴隷制度を採用していた小国家たちだ。ダグラスは奴隷という人材を旧帝国側に提供することで、帝政列集国における己の地位を保持していた。……もうわかるだろう？　戦犯の押し付け合いは主にダグラスが係かかわった小国家──俗に“〝奴隷国家”〟と呼ばれる国々の間で起こっている」

　近々開催が決められている『三国一都市会議』。

　この会議では各大陸国家と独立交易都市の代表者が一堂に会し、戦後処理を行う。

　中でも争点となるのが“〝賠償”〟について。

　これまで帝政列集国が重ねてきた悪行は今や大陸中の人々が知るところとなっている。悪魔とも見み紛まがう人外兵器の量産、非人道極まる人体実験の数々、禁呪とされているはずの悪魔契約の使用、そしてヴァルバニルを巡る先の決戦。実権を握っていた要人らが死亡または投獄されたことにより、帝国と群集列国はヴァルバニル戦の直後に同盟を解消していたが──両国が決戦の戦犯として、敗戦国としてするべき償いはこれだけに止とどまるはずがなかった。

　一連の事件を通し、独立交易都市、軍国、さらには当時帝国との同盟に非協力的だった群集列国の小国家たちが被った損害。次回の会議で予定されている戦後処理とは、それらの賠償を戦犯国に正式に要求することだった。

　両国が賠償に応じるかどうかは当日の交渉次第だが、少なくとも帝国のほうは内政の立て直しを行っている段階であり、しばらくの間は他国と事を構えるのは避けたいはずだ。全面的にではないにせよ、ある程度の要求は呑のむだろうことが見込まれている。

　片や群集列国内で戦犯の押し付け合いが起こっているのは、言わずもがなこの賠償責任を最小限に抑えたいがために違いなかった。

「会議の前に群集列国の詳しい状況が知りたくてな。ドリスたちを調べに向かわせた」

「三人だけで？　大丈夫なのですか？」

　秘密裏の調査ならば少数のほうが望ましいのは本当だが。

　心配ないさ、とこちらはシャーロット。

「あの三人の腕は確かだ。それは直接剣を交えたセシリーがよく知っているだろう？」

「それにドリスたちには案内役もつけた。強力な助すけっ人とだ」

　ゼノビアが含みのある言い方で付け加える。セシリーは首を傾かしげ、はっと気付いた。

「ヒルダですか？」

「御名答。彼女に三人の案内を依頼した」

　──ヒルダが言っていた“〝調査”〟とはこのことだったのか。

　思わぬところで話がつながるものだ。

「さて、名残惜しいがここらでお開きにしよう。吾われも多忙の身でな。──シャーロット」

　促されたシャーロットが前に出、セシリーたちに述べた。

「件くだんの流星群は軍国の南東部、海岸上で観測された。隕いん石せきのほとんどは海に沈んでしまったが、幸いにも少なくない数を曳ひき上げることに成功し、近隣の港町で保管している。そこまでは私が案内しよう。出発はいつにする？」

「明日にでも早速」

「わかった。では今日のところは城に泊まっていくといい。部屋を用意してある」

「ありがとう。何から何まで助かるよ」

　セシリーがシャーロットと会話する横で、リサがゼノビアに礼を述べる。

「ゼノビアさん、お時間をいただきありがとうございました」

　少女王は鷹おう揚ように首しゆ肯こうした。

「また会おう──近いうちに」





　翌朝、セシリーたちは軍国の首都を出しゆつ立たつした。

　新たな同行者を加えて。

「天気は快晴。うむ、絶好の旅日和であるな」

「……あの」

「せっかくだ。ゆっくりまったりのんびり行こうではないか」

「いや、その…………ゼノビア様？」

「ん？　違うぞ。吾はシャーロット・フィーロビッシャーだ」

「いいえ、あなたはゼノビア様です！　というかシャーロットはッ？」

「吾われの代わりに玉座に置いてきた」

「なんてことを……」

「安心するがいい。こうした変わり身はよくあることだ」

「よくあるんですか!?」

「うむ。さすがに首都の外まで足を延ばすのは初めてだが」

「やっぱり駄目じゃないですか！」

「気にするな。些さ末まつなことだ」

「ルークも何か言ってやってくれ！」

「俺おれは知らん」

「リ、リサ！」

「ゼノビアさん、朝食は食べましたか？　パンならありますよ」

「おお、かたじけない」

「もてなすな！　それにしたって一国の王が護衛もつけずに城を離れるなど」

「何を申すか」

　かんらかんらと少女王は笑う。

「吾には『聖剣の騎士』様がついているではないか」

　こうして──

　セシリーたちはゼノビアとともに軍国領の南東を目指すこととなった。



　　　　　４



　大陸南東部、海岸に接する港町。軍国領では大陸の外周に港が点々と配置され、主に貨物が行き交う商港として用いられる。この港町もそうしたひとつであり、だから人々は、見慣れた商船とは明らかに異なるその船の出現に驚き戸惑うしかなかった。

　それは一際巨大な木造帆船だった。舳へ先さきの尖とがった小さな船首楼に対し、大きく太った二層の船首尾──細長い全長は何ど処こか鋭角的な形状をしている。海面に浮かんでいるのが不思議に思えるほど、どっしりと重量感のある佇たたずまい。甲かん板ぱん上には五本の帆柱が立ち、いくつもの横帆と縦帆が組み合わせて張られていた。

　大陸の外周を行き来する商船とは大きさも形もまるで違う。未いまだかつて目にしたことがない大型帆船が接近してくるのを、港にいた人々はぽかんと見ているしかなかった。

　威勢のいいかけ声とともに帆が畳まれ、錨いかりが下ろされる。本来であればそこからさらに船を係留するための綱が埠ふ頭とうに投げ渡されるのだが、受け入れる側の人々は未確認の船を前に動けずにいる。そのことを察してか、綱の代わりに女が甲板から跳び移ってきた。

　埠ふ頭とうに下り立った彼女はくんと鼻を鳴らす。

「やっぱりこっちのほうが潮の香りが濃いね」

　黒目黒髪、こんがりと日に焼けた肌、ひと目で気性の強さが窺うかがえる精せい悍かんな顔つき。背は低いが筋骨の逞たくましい体格を持ち、身形みなりも船乗りのそれというよりは傭よう兵へいのそれに近い。

　女は港にできていた人だかりを振り返り、そちらに歩み寄りながら叫んだ。

「おーい！　この船、ここに停とめても問題ないかい!?」

　人々は互いに顔を見合わせてから、困惑しながら訊きき返す。

「そこは空いているが……あんたは？」

「あたしはあの船の案内役みたいなもんだ」

　彼らの前で立ち止まった女は快活な笑顔で答えた。

　そして弾んだ声で──自らの言葉に打ち震えるように涙目で付け加える。

「旦だん那なと息子に会うためにはるばる帰ってきたのさ」





　セシリーは途方に暮れていた。

「……弱ったぞ」

　──弁解の余地はあると思うんだ。

　旅に同行してからのゼノビアは自由奔放の一言に尽きた。

　とかく好奇心が旺おう盛せいで、じっとしてくれないのだ。目新しい物を見かければ馬車を飛び降りてでもそちらに行ってしまう。その野放図な性格に感化されたらしいリサが「私も！」と一緒になって後を追うので、止めようにもどうにも止められない。

　加えてゼノビアは自分の身の上を隠す気もさらさらないらしく、彼女の正体に気付いた人々に囲まれることも少なくなかった。いつ何ど処こであろうとも声をかけてくる彼らに分け隔てない態度で接していたところは素直に感心するけれど、芋づる式にこちらのことまで勘付かれ、しばらくは身動きが取れず足止めを食らうことが少なくなかった。

　……つまり、要するに、だ。

　目的の港町に着いてからも彼女はこの調子で──ルークが厩うまやに馬車を預けに行っている間に例の如ごとくゼノビアとリサが露店の呼び声に吸い寄せられ、やれやれと嘆息しながら彼女たちの後について行くと、ふとそこで売られていた可愛かわいらしい小物が目に留まり、思わず手に取ってしげしげと見ていたらいつの間にかふたりの姿が消えていて、慌てるも時はすでに遅く、なるほど交易の町だけあって独立交易都市の大通りに負けずとも劣らない雑踏を前に立ち尽くしてしまって、とどのつまり何が言いたいのかと言うと、ええと。

「はぐれてしまったのは私だけのせいではない」

　ということである。

　ついでに言うならば、あくまで“〝ゼノビアとリサがはぐれた”〟なのだ。

　決して“〝自分が迷子になった”〟わけではないのだ。

「しかしリサたちは何ど処こに行ったんだ」

　ルークはまだ厩うまやのほうだろうか。ならば下へ手たにこの場を動かないほうがいいかもしれない。初めて来る町なので土地勘もないことだし。……違う。断じて迷子ではないのだ。

　──どうしたものか。

　考えてみたが、やはり当てもなく歩き回ることはためらわれた。手持ち無ぶ沙さ汰たになったセシリーは行き交う人波を何とはなしに眺めやる。日ひ射ざしがぎらぎらとして強く、潮の香りが満ち満ちた大通り。一見して赤黒い肌をした者が多いのは潮焼けのせいか。

「…………？」

　人波の中で、不意にこちらの視界に留まる人物がいた。

　周囲と同じく赤黒い肌をした、傭よう兵へい風の女。年齢は三十代後半くらいだろうか。彼女は肩で風を切るように堂々とした足取りでセシリーの目の前を通り過ぎ、そのまま大通りの片隅にあった酒場に入っていった。

　今まで一度も会ったことがない、赤の他人である。にもかかわらずどうして彼女に注目したのかといえば──漠然と感じたのだ。

　──誰だれかに似ていたような。

　セシリーは傭兵風の女が入っていった扉をぼうっと見つめる。

「……気のせい、だったかな」

　気を取り直して視線を外そうとしたそのとき。

　扉を内側からぶち破り、酒場の中から男の身体からだが吹っ飛んできた。

　え、と目を丸くするセシリー。

　入り口付近にいた人々が飛とび退のくように男の身体を避よけたため、混雑していた大通りにぽっかりと空間が生まれた。男はそこに背中から派手に転倒して鈍いうめき声をあげる。

「な……何だ？」

　野や次じ馬うまに紛れて様子を窺うかがっていると、酒場の入り口から誰かが出てきた。

　先ほどの傭兵風の女だ。

「いい御身分だなぁ、えぇ？」

　彼女は男を見下ろして鼻を鳴らす。

「何せこんな天気のいい日に昼から酒飲んで他人の尻に触っちまうんだからな。さぞや愉快だろうよ。……ったく、気分が悪い。オイお前、教えてくれよ。ここは何処だ？」

　のろのろと上体を起こす男は鼻から血を流し、怯おびえた眼まな差ざしをしていた。

「こ、こここ、ここ、ですか？」

「ああ。帝国、軍国、群集列国──ここはどの国だ」

「ぐ、軍国です」

「なんでだ!?」

「なんでと言われましても！」

　女は不機嫌に舌打ちし、去れ、と吐き捨てる。男は一目散に逃げていった。

「……はぁ。本当になんで軍国なんだよ。せめてもう少し近い場所だったらなぁ」

　力なく肩を落とし、酒場に踵きびすを返そうとして──不意にその視線が彼方かなたで留まる。

　彼女が眉間に皺しわを寄せて見つめる先を追い、人々は一斉にそちらを振り返った。

　セシリーのほうを。

「…………わ、私？」

　察しの良い野や次じ馬うまたちが周囲から一斉に退ひいていく。傭よう兵へい風の女は人々に譲られた道をずんずんと大おお股またで進み、こちらの正面で立ち止まるや否や訊たずねてきた。

「あんた、肌が潮焼けしてないな。内陸の人かい？」

　セシリーは及び腰になりながらも答える。

「内陸というか……独立交易都市の者です」

「都市!?」

　どんぴしゃだ！　と女は瞳を輝かせた。

　逃げる間もなく、矢のような速さでがっしと肩を組んでくる。

「よかったらあたしと一杯どう？」

　どうやら完全に捕まってしまったらしい。





「実は私、連れがいるのですが……」

「あ、そうなの？　でもひとりだったよね？」

「気が付いたらいなくなっていて」

「ああ、はぐれちゃったのか」

「ええ。連れが」

「……あんたが、じゃなくて？」

「はい。私じゃなくて連れのほうがはぐれたのです」

「その辺のこだわりはよくわからないけど……もう飲み物も頼んじゃったんだし、せっかくだから一杯だけでも付き合ってよ。これが終わったら連れの人、捜すの手伝うからさ」

「……じゃあ、一杯だけ」

「ありがとね、迷子さん」

「まっ、迷子ではありません！」

　セシリーと傭兵風の女は肩を並べて酒場のカウンターに座っていた。ふたりの前にはそれぞれ、よく冷えた果実水と匂いを嗅いだだけで酔ってしまいそうなきつい蒸留酒がある。

　女は蒸留酒で唇を湿らせてから、そういえば自己紹介がまだだった、と笑う。

「あたしはミルドレッド・エイ──」

　がしゃん。何かが割れる音に、ふたりは同時に後ろを振り返った。

　酒場の給仕が食器を落としたらしく、割れた破片を慌てて拾っている。

「……ミルドレッドさん、でいいんですか？」

「え？　ああ、うん」

　視線を前に戻し、会話を再開する。

「私の名前はセシリー・キャ──」

　がしゃん。何かが割れる音に、ふたりは同時に後ろを振り返った。

　別の客が酔っ払ってコップをひっくり返したらしく、給仕が慌てて走り寄っていく。

「……セシリー、でいいのかな？」

「え？　ああ、はい」

　視線を前に戻し、会話を再開する。……それにしても落ち着かない酒場だ。

「セシリーに会えてよかったよ。とにかく都市の人と話をしたかったんだ」

　上機嫌に蒸留酒をあおるミルドレッドは、ふと気付いたように訊たずねてきた。

「ところでなんでまたこんな遠方に？　ここと都市はかなり離れてたよね」

　一から十まで、すべてを説明するわけにはいかなかったので、簡潔に答えるに止とどめる。

「新婚旅行の途中なんです」

　口にした途端、新婚という言葉の響きに体温が上がった。いい加減に慣れてもよさそうなものだが、やはり改めて他人に告げるとなると気恥ずかしく感じてしまう。

「へぇ！　じゃあ連れの人は旦だん那なさんなんだね」

「は、はい」

　──はぐれたのは他のふたりだけど。

　あまり掘り下げられても困る。セシリーは努めて話題を変えた。

「ミルドレッドさんも都市の出身なのですか？」

「いんや。出身は違うんだけど、都市にはあたしの旦那と息子がいるんだ。事情があって長いこと帰れずにいて、それが最近ようやく会いに行けることになったってわけ。その前にやらなくちゃいけないことがあるから、もう少し時間がかかりそうだけど」

「今までは、どうして……？」

「帰りたくても帰れなかった」

　手の中でコップを回しながら、ミルドレッドはため息をつく。

「御覧の通り、あたしは傭よう兵へいでね。隊商や交易船の護衛なんかをやって大陸の彼あ方ち此こ方ちを回ってたんだ。……旦那と初めて出会ったのはその仕事の一環で都市に立ち寄ったとき。今はそこそこ腕が立つようになったけど、当時のあたしは未熟も未熟でさ、そのときもつまらないヘマをして危ない目に遭っちまった。それを偶然通りがかった男が──未来の旦だん那なが助けてくれたんだ。すごくカッコよかった。でも、あたしはすごく悔しかった」

　苦笑とも照れ笑いともつかない微笑ほほえみ。

「以来、あたしは腕を磨くことに躍起になったよ。仕事の依頼もできるだけ都市の近隣のものを受けて、機会を作っては旦那のところに押しかけて決闘を申し込んだ。何度も返り討ちにされたけど絶対に諦めなかった。いやぁ、あの執念深さは本当のところ一ひと目め惚ぼれのアレだったよね。旦那の腕にも人にもやられちゃった」

　隣で話を聞いているセシリーはなんだかむずがゆかった。

　思い当たる節がありすぎる。下へ手たを打って生命の危機にさらされたこと。それをルークに助けられたこと。以来、彼のところに通い詰めたこと。色々なものがミルドレッドの思い出と符合し、まるで自分の話を聞かされてるような気分になる。

　思えばそう──

　自分もルークに助けられたとき、彼に一目惚れをしていたのかもしれない。

「初めて旦那に勝てたときは心の底から嬉うれしくてね、あんまり嬉しかったものだからその場で求婚しちゃった。いやー、まさか受けてもらえるとは思わなかったよ。何がよくてあたしをもらってくれたんだか今でもわからないわ」

「それこそミルドレッドさんの腕と人に惚ほれたから、じゃないですか？」

「そうかな？　へへへ」

　ミルドレッドは子どもっぽく笑い、蒸留酒をまた一口啜すすった。

「それからなんやかんやあって子どもが生まれてね」

　その“〝なんやかんや”〟の部分を是非聞かせてほしいのだけど。

「あたしは俄が然ぜんやる気になって、そんなときに結構大きな仕事の募集があった。交易船の護衛でね、よっしゃいっちょ稼いでやるかーって気合入れて申し込んだ。日数的には短期のものだったからすぐ帰れると思ってたんだけど、その船が海難事故に遭っちまった」

「…………え？」

　不意打ちに、心臓が凍る。

　──海難事故？　何が？　誰だれが？

　返す言葉に詰まるこちらに、ミルドレッドは申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「驚かせてごめんね。あんまり楽しい内容でもないし、手短に話すよ。あたしの乗った船が嵐で沈んだんだ。あたしは船の破片にしがみついて、ずっと海の上を漂流し続けた」

「ずっと……」

「気が遠くなるほどにずっとさ。そして気が付いたら知らない土地に流れ着いていた。そこは帝国でも軍国でも群集列国でも、もちろん独立交易都市でもなかった。目覚めたときなんかは『ああここは死後の世界なんだ』と思ったけど、それも違ったよ」

　完全に話の雲行きが変わっていた。

　帝国でも軍国でも群集列国でも独立交易都市でもない、見知らぬ土地──セシリーはすぐにそれの意味するところを察するが、頭が理解を受けつけなかった。

　だって彼女が言わんとしているのは、誰だれもが知り得なかったことなのだ。

「あたしが流れ着いたのは、この大陸とは別の大陸だった」

「……聞いたことがありません。そのような事実は」

　そうだろうね、とミルドレッドは肩をすくめる。

「こっちの大陸が向こうの大陸の存在を知らなかったように、向こうもこっちの存在を知らなかったからね。あたしを保護してくれた人たちも、あたしの話をろくろく信じやしなかったよ。海で溺れて頭がおかしくなってしまったんだと思われた」

「私はそんなつもりはッ」

「ごめん、今のはちょっとした愚痴。聞き流しておくれ」

　彼女は困り果てたように頭をかいた。

「参ったな、できるだけさらっと話すつもりだったのに。……ねえ、話半分でもいいから聞いてくれない？　戯たわ言ごとだとでも思ってさ」

「…………」

　セシリーは迷いつつも頷うなずく。

　──たぶん今はまだ、この人の話を信じる信じないの段階ではない。

　ありがとう、とミルドレッドは礼を述べて続けた。

「あたしは向こうで暮らすしかなかった。帰り方がわからなかったからね。船を出そうにも、どの方角に進めばこっちの大陸にたどり着けるのかもわかりゃしない。仕方なく向こうで新しい生活を始めたよ。それが十六年だか十七年だか前の話」

　彼女の話が本当だと仮定するならば、それは決して短くない時間だったはずだ。

　愛いとしい家族と生き別れ、見知らぬ土地で、見知らぬ人々に正気を疑われながら暮らすということ。その苦痛、孤独、寂しさ。セシリーには想像することすら及ばなかった。

「でも転機が来た」

　ふとミルドレッドの声音が変わる。

　見れば、彼女は目尻に薄く涙を浮かべていた。

「ある日、向こうの大陸の偉い人があたしのところにやって来て言ったんだ。新しい大陸を発見した、あれはあたしが知っている大陸なのか確認させてほしい……ってさ」

　頬ほおを濡ぬらすものに気付き、指の先でそれを拭う。

「あー、駄目だ。なんでこんなに涙もろいかね。でもわかるだろ？　こっちの大陸とあっちの大陸を結ぶ航海ルートを見つけたって言うんだぜ。泣くなってほうが無理な話さ。もうずっとふわふわした気持ちのまんまで、案内役として彼らの船に乗って、数か月かけてこの港に着いて。この大陸の土を踏んでもまだ、あの日から興奮が止まらない──」

「……どうして、ですか」

「ぅん？」

　水を差すようで躊ちゆう躇ちよしたが、訊きかずにはいられなかった。話の真偽は置いておいて。

「どうしてその話を私にしたんですか？」

　さっき出会ったばかりの赤の他人に、何な故ぜ。

「何事も順序が大事だからね」

　ミルドレッドは鼻を啜すすり、居住まいを正す。

「こういった事情であたしはここ十数年のこっちの歴史を知らない。だから都市の人に会えたら真っ先に訊きたいことがあったんだ。すごく気がかりだったこと」

「気がかり？」

「ヴァルバニルはどうなった？」

　セシリーは目を見開かざるを得なかった。

「あれの存在は秘密にされていたはずだから、道行く人においそれと訊たずねるのははばかられてね。でも都市の人なら大丈夫かなと思ったんだ。あたしの記憶が間違ってなければ、確かヴァルバニルの封印が解けるのって去年か今年辺りの話だったでしょ？　都市に住んでいたら否いやが応おうでも当事者になっていたはずだから。これが本当に心配だったんだよ。せっかく帰ってきても滅ぼされていたら元も子もない。でもいざこっちの大陸に着いてみると平和そのものだし、都市がなくなってしまったなんて噂うわさも聞かない。結局どうなったのか気になって仕方がなかった。……その様子だと知ってるね？」

　無論、知らないはずがない。

　しかしそれはそれとして、セシリーは疑問に思わずにはいられなかった。

　──何故あなたがヴァルバニルを知っているんだ？

　今でこそヴァルバニルの存在は周知のものとなっているが、本人が話していたように、ミルドレッドがまだ大陸にいた頃はそれのことは秘匿されていたはずだ。大陸国家が何百年にも及んでひた隠しにしてきた事実。にもかかわらず彼女はその事実を知っていた。

　セシリーはますます目の前の女性のことがわからなくなってしまった。

「ミルドレッドさん、あなたは一体……」

　茫ぼう然ぜんとするこちらに、彼女は「いひひ」と悪戯いたずらっぽく笑う。

「ヴァルバニルのことを知ってるんだったら、これも言っていいかな？」

　種明かしをするように。

「あたしの旦だん那ながさ、『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』なんだよ」

「……………………は？」

　セシリーの目が点になった──瞬間。

「った、大変だ!!」

　ひとりの男が酒場に転がり込んできた。

　酒場に居合わせた全員が彼を振り返る。凍りついているセシリーを除いて。

「み、港が襲撃された!!」

「ハァッ？　何ど処この国のバカだそれは!?」

「わからねえ……真っ黒な船が急にやって来て、剣を持った奴やつらが降りてきて、それで」

　息を切らしながら説明する男に、酒場がにわかにどよめく。

　ミルドレッドが舌打ちして立ち上がった。

「……もうきやがったのか」

　カウンターの上に硬貨を叩たたきつけ、こちらを振り返る。

「悪いな、セシリー。連れ捜しに付き合えなくなった。ここは奢おごるから許してくれ」

　言うが早いか、酒場を飛び出していく。

　取り残されたセシリーは。

「……………………ハッ！」

　ミルドレッドの姿が消えていることに遅れて気付き、大急ぎで席を立った。

「待ってくれ、ミルドレッドさ──いや、その──お、お義か母あ様さまッ!?」
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　大陸の長い歴史を振り返ると、国家間の争いはその多くが陸地で行われていることがわかる。

　剣を取り、鎧よろいを着、馬に乗って戦場を駆け抜け、また己の足で矢の雨をかいくぐり、敵陣にて直接刃やいばを重ねる──そうした戦い方が古来より重んじられてきた。他にも、一個の大陸の中で各国家の領地が隣り合っていること、船舶の利用方法が交易に偏っていたことなどから、陸地を戦場とした近接戦闘の様式は現代に至っても変わっていない。

　過去の大戦までさかのぼってみても、海から外敵に攻め入られるという事例はほとんどなかったと言っても過言ではない。その証拠として大陸に現存する海港は、帝国の中枢である巨大水都『帝都』を除いて、何ど処こも彼処かしこも防衛の備えが手薄である。海からの攻撃を想定して造られておらず、あくまで交易を行う場としての機能しか持ち合わせていない。

　セシリーたちが訪れた港町もその例外ではなかった。

　朝方に見知らぬ大型帆船が来港したが、下船してきた乗組員たちは町で商人から食料や水を買いつけたり港町の小さな歓楽街で食事を取ったりと、別段目立った行動を取ることはなかった。不審だったのは彼らがここらではあまり見慣れない服装をしていたこと、船の所属や航路予定を船外の人間に明かさなかったことくらいか。

　何にせよ害になることはなく──図らずもその事実が、常時よりも人々の警戒心を緩める結果につながってしまったのかもしれない。昼下がり、海上に新たな大型帆船が現れても、波止場にいた者たちは「またか」という感慨を抱くだけだった。

　とはいえ目を引く船であったことは確かである。

　朝方に来港したものと同程度の体積を有し、真っ黒に塗り潰つぶされた船体には何処か鉄塊のそれを思わせる重厚感があった。黒船は姿を見せてからしばらく、海上に留とどまったままこれといった動きを見せなかった──まるで遠くから港の様子を窺うかがうかのように。

　さすがに波止場の人々が怪しみ始めた頃、黒船から十にも二十にも及ぶ舟艇が下ろされた。舟艇にはどれも大きな布が被かぶされていたため、誰だれが乗っているかすらわからない。布の隙間から突き出した櫂かいで効率よく水をかき、見る見るうちに港へと近付いてくる。

　不穏な空気を感じた者は少なからずいた。

　しかし防衛の心得を持たない彼らは、舟艇群の接近を首を傾かしげて見守るのみ。

「逃げろッ」

　警告の声は人々の頭上──埠ふ頭とうに停泊していた大型帆船から起こった。乗組員のほとんどが町に繰り出していた中、数人が見張り番として船内に残っていたらしい。

　見張り番のひとりは甲かん板ぱんから身を乗り出し、港にいた人々に向かって叫ぶ。

「あれは『海賊』だ!!」

　手遅れだ。

　そうせせら笑うように、舟艇に被かぶせられていた布が内側から撥はね除のけられた。

　布の下から正体を現したのは黒装束の水夫たち。舟艇から埠ふ頭とうへ身軽に跳び移り、後ずさる人々の許もとにどっと押し寄せる。下卑た笑みを浮かべながら凶器を振りかざした。

　彼らが手にしていたのはカットラスと呼ばれる得物──切っ先から三分の一が両刃、残りの剣身が片刃という疑似刃フオールス・エツジの片手剣である。船乗りに多く用いられ、狭い船上で扱えるよう全長が短く、激しい打ち込みに耐え得るよう身幅が広い。

　埠頭の先端近くにいたひとりが首筋を斬り裂かれたのを皮切りに、港はたちまち恐慌に陥った。黒装束の水夫たちは逃げ惑う人々の背中に追いすがって無慈悲に凶刃を閃ひらめかせる。

　血と悲鳴が迸ほとばしる景色。戦い慣れていない人々はひとり、またひとりと倒れていく。

　一方的極まる蹂じゆう躙りん──しかし遅ればせながらこれに応戦する者たちがあった。

　朝方に来港した大型帆船の乗組員たちである。

　黒船が姿を見せた時点で見張り番が狼煙のろしをあげており、町のほうに出払っていた乗組員たちはいち早く事態を察して港に馳はせ戻ってきたのだ。彼らは腰に帯びていた剣──こちらも同じくカットラスを抜いて黒装束の水夫たちと衝突する。

　戦場と化す海港。しかし実際に殺し合っているのは港町の住人ではなく、国も素性も知れない者たちだ。両者がどうして争っているのか、それすらもわからない。乗組員たちが応戦してくれたことにより多くの人々が港の外に逃げおおせたが──彼らは港に広がる血なまぐさい光景を振り返り、その理不尽さに憤り、震えずにはいられなかった。

　ミルドレッドが港にたどり着いたのはこのときだった。





　ミルドレッドは臆することなく戦いの輪に飛び込んでいく。

「他人の大陸で勝手に暴れんじゃないよッ！」

　突き倒された乗組員に黒装束の水夫がカットラスを振り下ろそうとする寸前、その横面を死角から殴打。痛烈に頬ほおを打撃されたそいつは冗談のように吹き飛び、同士と思われる水夫を巻き込んで埠頭から海面に落ちていった。

　いつの間にかすめ取ったのだろう、ミルドレッドの手には水夫が持っていたはずのカットラスがあった。彼女はそれだけでは飽き足らず、尻もちをついていた乗組員からも彼の得物を引ひっ手た繰くる。二本の片手剣を両手に構え、並みいる水夫どもに突とつ貫かんした。

「うぉらああああああああああああああああ!!」

　それは“〝手当たり次第”〟と表現するに相応ふさわしい猛攻だった。

　彼女が行ったことは単純明快。手近にいた水夫から順に、矢継ぎ早にカットラスの峰を叩たたきつけていっただけ。ただしその速度、威力が並ではない。水夫どもは為なす術すべもなく打撃を食らい、打たれた身体からだは面白いように宙を飛び、そして海へと落下していった。

　あたかも箒ほうきで塵ちりを掃くかの如ごとく、ミルドレッドは外敵を波止場から次々叩き出す。今まで水夫どもの相手をしていたはずの乗組員たちは獲物を奪われ、何ど処こか途方に暮れた様子で彼女の掃除を眺める始末だった。

　が、その弛し緩かんした空気につけ入るように──海上の黒船から矢が射られる。

　矢は空くうを裂いて一直線に奔はしった。女傭よう兵へいを目がけて。

「っと」

　気付いたミルドレッドは、しかしまったく取り乱した様子もない。左のカットラスで目の前の水夫を牽けん制せいしつつ、右のそれで矢を叩き落とそうとする──より早く。

　横からさっと割り込んだ手が矢柄シヤフトを掴つかみ、矢の飛来をぴたりと止めた。

「あら？」

　空中で静止した矢尻。ミルドレッドは目を瞬き、矢を受け止めた人物を見やった。

「おお、セシリー。素手で矢を掴むなんてやるじゃない」

「これでも自衛騎士団の所属ですから」

「自衛騎士団！　懐かしいねぇ、ハンニバルのおっちゃんは元気にしてる？」

　呑のん気きに近況を訊きいてくる一方で、その手は休みなく水夫どもをあしらっている。

　──とんでもない人だ。

　セシリーは息を整えつつ、舌を巻いていた。

　ミルドレッドの無双ぶりにはあの“〝大陸最強”〟ハンニバル・クエイサーを彷ほう彿ふつとさせるものがある。今の奇襲にしても、本当であればこちらが手を出すまでもなく彼女自身でなんとかしていただろう。己の脚力には自信があったつもりだが、酒場を飛び出した彼女に追いつくのにもこれだけの時間がかかってしまった。

　そして──そして何より、だ。

　掴み取った矢を握ったまま、セシリーはミルドレッドに詰め寄った。

「ところでお訊きしたいことがあるのですが！」

「ん？　ああ、わかってるさ、こいつらのことだろ？」

　劣勢を覚さとったのか、水夫どもはじりじりと後退しつつある。それを援護するように矢が飛んでくるが、ミルドレッドは蚊でも払うようにカットラスで叩き落としていく。

「こっちとあっちの大陸を結ぶ航海ルートが発見された、ってのはさっき話したな」

「は、はい。でも私が聞きたいのは──」

「あたしの雇い主はその航海ルートを頼りにここまでやって来た。目的はふたつある。ひとつは大陸間交易の交渉。これはまあ、説明なんて要らないよな。問題なのはもうひとつのほうだ。それは『海賊』の存在をこっちの大陸に警告することさ」

　セシリーも地面に落ちていたカットラスを右手で拾い上げて加勢。

　ミルドレッドとともに矢の雨を払い除のけつつ、会話を続ける。

「あっちの大陸の海域はこっちと違ってびっくりするほど荒れててね。ひとつの国家と同じくらいに強大な海賊組織がのさばっていて、やりたい放題に暴れてる。少し離れた港と港を行き来するだけでも命懸けなんだ」

「あの、ミルドレッドさん」

「そんな奴やつらが他に大陸があるなんて知ったらどうするのか……結果は案の定さ。貪欲な海賊どもはこっちの大陸を新しい餌場にするつもりだ。あたしの雇い主はこうなるだろうことを見越して、奴らの存在を知らせに来たんだ」

「えっと、その」

「しかし海賊どもがこんなに早く動くとは思わなかったよ。たぶん今日のは様子見だろうね。まるで歯ごたえがないだろう？　これからもっと本格化してくると思──」

「ミルドレッドさん！」

　いい加減、先送りにはできない。

　セシリーは彼女の言葉を遮り、強引に訊たずねた。

「もう一度あなたのお名前を確認してもよろしいですか？」

「え？　ミルドレッド・エインズワースだけど」

「旦だん那なさんのお名前は？」

「バジル・エインズワース」

「む、息子さんのお名前はッ？」

「ルーク・エインズワース」

　ばきっ、とセシリーの左手の中で矢が折れた。もはや間違いない。この人は。

「お、お義か母あ様さま！」

「はぁ？　あたしはあんたのかーちゃんじゃないぞ」

　ミルドレッドは眉間に皺しわを寄せ、手を止める。

　その瞬間を隙と見たらしい。埠ふ頭とうの先端まで後退していた水夫──海賊のひとりが己の得物を投とう擲てきしてきた。セシリーとミルドレッドはこれにほぼ同時に反応。縦に旋回しつつ飛んでくるカットラスをふたりが弾はじき返す──より早く。

　横からするりと割り込んだ手が柄つかを掴つかみ、カットラスの飛来をぴたりと止めた。

「あ」「お」

　空中で静止した疑似刃フオールス・エツジ。セシリーとミルドレッドは目を瞬き、曲芸の如ごとくカットラスを受け止めた人物を見やった。

「おお、おにーさん。素手で回転する剣を掴むなんてやるじゃない」

「……誰だれだ？」

　カットラスを片手に、ルークがこちらに左目を向ける。

　セシリーはごくりと喉を鳴らして答えた。

「…………お義か母あ様さまです」

「はぁ？　お前の母親は都市にいるだろうが」

　見ろ、という誰だれかの声にセシリーとルークは海のほうを振り返る。

　生き残った海賊たちが舟艇に乗り込み、黒船へ引き揚げていくところだった。

「ひとりくらい捕まえておこうかとも思ったけど」

　とミルドレッドが肩をすくめる。

「捕まえた時点で自害するだろうから徒労だね。あいつらは海賊組織の中でも特に海賊長への忠誠心が強いことで有名なんだよ。下へ手たに深追いはしないほうがいい。……で、このおにーさんはセシリーの知り合い？　あ、ひょっとして連れの旦だん那なさんかい？」

「おいセシリー。今の奴やつらは何だったんだ。馬車を預けてきたら、港のほうが妙に騒がしいんで駆けつけてきたんだが……また厄介事に巻き込まれたのか？」

　ふたりを前に、セシリーは頭が爆発しそうだった。
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　港の人々と大型帆船の乗組員たちが協力して負傷者の手当てをしている中──

　ミルドレッドは呆ほうけたように口を開けていた。

「このおにーさんが……ルーク？　あたしの息子？」

　ルークも似たような表情で呟つぶやく。

「俺おれの、母親……？」

　見つめ合うふたりの横で、セシリーは密ひそかに合点していた。

　初めて出会うはずのミルドレッドに、どうして自分の目が留まったのか。

　──ルークに似ていたからだ。

　その横顔に彼と似た面影を感じたから、人込みの中で彼女に注意を引かれた。こうして両者の顔を見比べればそのことがよくわかる。ふたりは確かに血を分けた家族なのだ。

　十年以上も前に生き別れた母と子。

　セシリーは固唾かたずを飲んでふたりを見守ることしかできなかった。

「…………」

　ルークは突然の再会に困惑しているらしく、ただ立ち尽くすだけだった。是非もない。彼いわく物心がつく頃にはすでに母親の姿はなかったというのだから、当然の反応だろう。

　──でもミルドレッドさんは違う。

「あたしの、ルーク」

　ミルドレッドが言葉をなぞるように囁ささやく。

　彼女の視線はルークの爪先から頭までを何度も往復していた。

「……大きくなったね？」

　ルークは無言で視線を逸そらす。くすぐったそうに。

「腕はどうしたの」

「……少し無む茶ちやをした」

「ヴァルバニル？」

「ああ」

「その右目、義眼だよね？　それもなの？」

「ああ」

「そっか。頑張ったんだね。……すごく、頑張ったんだね」

　ミルドレッドの手がルークの顔に伸びる。

　何ど処こか怯おびえたみたいに肩を震わせるも、ルークは抵抗しなかった。

　息子の頬ほおに手を添え、ミルドレッドは薄うつすらと涙をにじませながら訊たずねる。

「バジルは？」

「…………死んだ。三年前に」

　ためらいがちに告げられた事実に、彼女は「そう」と目を伏せるだけだった。

　ひょっとしたら前もって覚悟していたのかもしれない。夫か息子のいずれか、はたまた両方がすでに亡くなっている、という可能性を。自分を引き留めてヴァルバニルのことを訊ねてきたのも、恐らく都市に残してきた家族の安否を心配してのことだろう。

　でもセシリーは思い出してしまう。旦だん那なと息子にようやく会いに行ける、と自分に打ち明けたときのミルドレッドの嬉うれしそうな声音。バジル・エインズワースとの馴なれ初そめ。酒場でのやり取りが脳裏をよぎり、拳を握った。

「積もる話はいろいろあるけど、まずは一個教えてほしいな」

　ミルドレッドは顔を上げ、再びルークを見つめる。

「ちゃんと幸せ？」

　逸らしていた視線を戻し、ルークは確かに頷うなずく。

「ああ。たぶん、今までで一番──」

　言葉の途中で、彼の頭はミルドレッドの胸に抱き寄せられた。

　よかった、ごめんね、ごめんね、ごめんね──ひたすらに同じ言葉を繰り返し、彼女は涙する。ルークはそんな母親の背中にそっと手を回し、ただ黙って抱擁を受け入れた。





　どれくらいそうしていただろうか。

　ミルドレッドが洟はなを啜すすりながら、名残惜しそうにしつつも身体からだを離した。

　解放されたルークは気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように後頭部をかき、そしてはたと気付く。

「なんでお前が号泣してんだよ」

「だっでー！」

　セシリーの顔は涙と鼻水まみれだった。

　と、そこへ。

「見つけました！　ゼノビアさん、やっぱりいましたよ！」

「やれやれ。騒動あるところにセシリー・キャンベルあり、というリサ殿の言葉は本当だったな。……うん？　どうしたセシリー殿、何を泣いておるのだ」

　リサとゼノビアがこちらに駆け寄ってくる。

　セシリーはふたりに今までの出来事をかいつまんで説明した。その間も終始涙と鼻水を流しっぱなしだったので、話を聞く側の彼女たちは少し聞き取りにくそうだったが。

「……もうひとつの大陸に海賊の襲撃、か」

「ル、ルークのお母さん……」

　腕を組んで考え込むゼノビアに、目を丸くするリサ。

　リサは事情を呑のみ込むのに時間がかかりそうだったが、ゼノビアのほうは違った。

「ミルドレッド・エインズワース殿。つまりそなたの雇い主は海賊に関する情報を提供するのと引き換えに、こちらとの大陸間交易を持ちかけようとしているのだな」

「うん、そうだけど……ねえルーク。この小さいのは誰だれなんだい？　妙に偉そうだけど」

「総席だ」

「総席というと──あ、軍国の王様か。この小さいのが。へー。……って嘘うそでしょ!?」

　ゼノビアは頬ほおをぴくつかせるも、鋼の意志で一国の主としての威厳を保った。

「そ、そなたらはこれからどうするつもりなのだ」

「とりあえず軍国の首都に行って交渉するつもりだったけど……」

「ならば吾われは帝国と群集列国、そして独立交易都市にも声をかけるとしよう。新大陸との交易、海賊の対策。大陸の一国だけで専有すべきものではない──」

「お嬢ちゃん、本当に王様なのかい？　もしかしてみんなであたしを担いでるんじゃ？」

「吾は正真正銘の総席だーッ!!」

　威厳は塵ちりと消えた。

　顔面を真まっ赤かにして主張する彼女を捨て置き、ミルドレッドはリサを見やる。

「あなたは？」

「わっ、私はリサと申します」

　ぼうっと成り行きを見ていたリサは慌てて応じた。

「ルークの弟子をやっています」

「え。だってあなた……いくつ？」

「今年で四歳になります」

「四歳!?」

　口をぱくぱくとさせる母親に、息子が何ど処こか疲れた顔で教えた。

「全部本当だ。優秀な弟子だぞ」

「そ、そうなの……？」

　──ミルドレッドさんが困惑するのも当然だな。

　セシリーは苦笑交じりに思う。こんなに可愛かわいらしい少女の正体が人間ではなく悪魔であり、さらには一級の鍛か冶じ師しであることなど、外見だけで想像がつくはずもない。

　と、不意に視線を感じた。

　気が付けばミルドレッドがこちらをじっと凝視している。

「？　どうかされましたか？」

「……そういえばセシリーは結婚してるんだよね？」

「あっ」

「新婚旅行なんだよね？」

「う、あ、は、はい」

「『お義か母あ様さま』とか言ってたよね？」

「思わず、はい、ごめんなさい」

　何な故ぜだろう。涙と鼻水が引っ込んだかと思ったら、今度は冷や汗が止まらない。

　ミルドレッドはかっと目を見開いて叫んだ。

「あんた、ルークのお嫁さんなの!?」

「は、はい！」

　がっしと肩を掴つかまれ、名状しがたい形相が鼻先まで迫ってきた。

「料理はッ？」

「で、できません！」

「掃除とか洗濯はッ？」

「目下家政婦から勉強中です！」

「じゃあ特技！」

「剣術を少々！」

「愛は!?」

「あります！」

「…………ふたりともいい加減にしろ」

　鼻息を荒くするミルドレッドと涙目のセシリーが振り返ると、そこにはルークの呆あきれ果はてたような顔。彼は膝ひざを抱えていじけている少女王を指す。

「そろそろこいつに構ってやれ」

「「あ」」

「『あ』じゃない！」

　ゼノビアはすっくと立ち上がり、改めてミルドレッドに向き直った。

「ミルドレッド殿。想像するに、大陸から大陸に渡るというのは相当に過酷な旅だったのではないか？　今まで互いの存在すら知らなかったのはそれだけ大陸と大陸が離れていたということだし、なればそれを越えるのは容易でなかったはずだ」

「……ええ」

　ミルドレッドは頷うなずき、港に停泊する大型帆船を見上げる。

「この大陸にたどり着くまでには何か月もかかったわ。それに本当は他にももっと色々な国や組織が一緒に船を出していたの。でも航海中に何度も嵐に遭って、その度に船が沈没していって──あたしたちの船だけが残った」

「そのような危険を冒してまで果たそうとしていることは何だ。まさか大陸間交易だけが目的とも思えない」

「ご明察。……信じられないけど、お嬢ちゃんは本当に軍国の王様なんだね」

　苦笑し、だがすぐに険しい表情で続けた。

「さっきセシリーがみんなに話してくれたように、あっちの大陸ではいくつもの海賊組織がやりたい放題に暴れてる。時には国を傾けるほどにね。そんな奴やつらがこっちの大陸で略奪の限りを尽くして、さらに力をつけてしまったらどうなると思う？」

「手に負えなくなる、か」

「そう。だからあたしの雇い主が今回の渡航でこの大陸に伝えようとしているのは、あっちの大陸国家の総意と思ってもらっていい」



　────かの巨竜を再封印することで得られた平和は、間もなく終わる。



「“〝ともに戦ってくれ”〟」



　────大陸は新たな時代を迎える。



「あいわかった」

　大きく頷く少女王に、ミルドレッドは眉まゆ尻じりを下げた。

「海賊は厄介だよ。さっきの襲撃なんて比較にもならない。きっと大きな戦いになる」

「心配か。では今のうちにそなたに紹介しておくとしよう。ここにいるのは、かの大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』の脅威を退けた英雄たちだ」

　ミルドレッドはきょとんとしてから、もしかして、と自分の息子を振り返った。

「聖剣はルークが打ったの？　バジルが死ぬ前に遺のこしていたとかじゃなくて？」

「ああ。正確にはこいつと一緒にな」

　ルークがリサの頭に手を載せながら答える。

　ミルドレッドはまた瞳に涙を浮かべ、よかった、と大きく息を吐いた。

「すごいじゃない……ああそうか間に合ったんだね。頑張ったんだね、あんたたち」

「聖剣の完成は間に合ったが、ヴァルバニルは復活したぞ」

「えっ!?」

「だから聖剣でもう一度封印した。こいつが」

　とルークが指し示したのは、もちろんセシリーである。

　ミルドレッドは愕がく然ぜんとした眼まな差ざしでセシリーを見つめ、思わずと言ったように呟つぶやいた。

「聖剣の……嫁」

「な、何ですかそれ！」

「さてセシリー。どうするか」

　ゼノビアが問うてくる。唇の端を吊つり上げながら。

「相手はかなり強大な敵らしいが」

「……詳しいことはまだわかりませんけれど、決まっています」

















　新大陸のこと、海賊のこと、これからのこと──まだわからないことだらけではあるが。

　自分がやるべきこと、守るべき信条はいつだって変わらない。

「助けを求める声があるのだったら、私はそれに全力で応えたい」

　すべてを救う。

　いい答えだ、とゼノビアは破顔し、そして戸惑うミルドレッドに手を差し出した。

「ミルドレッド・エインズワース殿！　よくぞこの大陸に帰ってきた！」

　彼女を労ねぎらうように、天まで届く声で告げる。

「吾われらはそなたを歓迎するぞ!!」

　新たな時代は、ここから始まった。








番外編２　すれ違う彼ら

　　　　　Extra Story - part.2
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　ユーイン・ベンジャミンは学者の青年である。

　主に大陸史を研究しており、その一環で祈き祷とう契約についても造ぞう詣けいが深い。幼少のうちから書物の類たぐいと向き合ってきたこともあって視力補助の眼鏡を愛用している。あまりに長い間眼鏡をかけ続けていたせいか、今では彼の聡そう明めいさを表すトレードマークにもなっていた。

　しかし──その理知的な眼鏡も埃ほこりを被かぶって曇ってしまえば、聡明さを表すどころか彼の現状のみじめさを強調するものにしかならない。

「ハァ。参りました」

　ユーインは膝ひざを抱えながら深々と嘆息する。

　汚れた眼鏡で何度も未練がましく確認しようとも──変わらない。

　足あし許もとの石畳が凍えそうなほど冷たいことも、左右の石壁が息の詰まるような圧迫感をもたらしてくることも、目の前の鉄格子がびくともしないことも、鉄格子の向こう側から救いを求めていると思われる何者かたちのうめき声がいくつも聞こえてくることも。

　ここがじめじめとして薄暗い監獄の一室であることに、何ひとつ変わりはない。

「本当に参りました。これ、あなたはどう思われますか」

　ユーインが意見を求めたのは、この空間の先客だった。

「……」

　牢ろう屋やの隅に息づく暗闇──そこに溶け込むようにたたずむ黒髪の少女。

　その面は無表情のまま石のように動かない。

「何が何やらわかりません。どうしてこんなところに入れられなければいけないのか」

「……」

「あなたはいつからここにいるんですか？」

「……」

「こんなところに閉じ込められて大変心細い思いをしていることと察しますが、安心してください。火山洞どう窟くつの中に比べれば、ここはよほどマシな環境ですよ」

「……」

「ところでお腹なか空すきません？」

「……」

「……あー、えー……誰だれか助けに、来てくれるでしょうか」

　先ほどからこうして辛抱強く話しかけているのだが、反応らしい反応は皆無だった。いよいよ心が折れ、ユーインはこの少女が自分の幻覚なのではないかと疑わざるを得ない。

　だから。

「くる」

　不意に返ってきた答えに、飛び上がるほど驚いた。

「しゃ、喋しやべれるんだったら最初からお願いします！」

「たすけは、くる」

　少女はマイペースに続けている。

「だから、まつ」

「……お知り合いが外にいるのですか？」

「いる」

　頷うなずき、そして初めて表情を変える。

「あれは、わたしの、おもちゃ。だから、かならず、くる」

　外見の幼さとは恐ろしく不釣り合いな、情婦のように妖艶な笑みに。
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　ヒルダ・キャヴェンディッシュは群集列国出身の元奴隷戦士である。

　故郷のしきたりに従って奴隷の刻印を押され、戦士としての技術を叩たたき込まれ、暗殺という穢けがれた仕事をさせられ──他者に隷属することを義務付けられながら生きていた。

　現在は独立交易都市の自衛騎士団に所属。セシリー・キャンベルとの出会いにより第二の人生を得た彼女だが、血塗られた過去の中で培われた高い身体能力が、その後の自衛騎士団の仕事や帝政列集国との決戦で活いかされたというのは皮肉な事実かもしれない。

　けれど最近のヒルダは忘れていたようだ。胸を張って他人に答えられる職業に就き、悪意も下心もなく都市の人々と触れ合い、何かを奪うためでなく誰かを守るために戦うことができ、先のヴァルバニル戦では一端ながら大陸を救う役割を担ったという実感を得られて──それらの事柄があまりに心ここ地ち好よかったばかりに、迂う闊かつにも忘れてしまっていた。

　己の手が血に塗れていることを。

　──ここに戻ってくると思い出す。

　ヒルダは故郷の土を踏み、仲間たちにそれと覚さとられぬよう息をつく。

　目の前に広がるはゴーストタウンのように廃屋じみた家々がひしめく市し井せい。擦れ違うは無口でうつむきがちな人々。全体に漂うは疲れ、薄汚れ、痩せた空気。

　ヴァルバニルは再び封印され、群集列国と帝国の同盟は解消された。そのような大陸史に残るであろう大事件を経てなお、自分の故郷は変わらない。何もかもが記憶のままで、嫌でも奴隷として虐げられてきた経験を思い起こさせられる。

　元より覚悟していた。

　群集列国の状況を確かめてほしいという依頼が来たときから、自分はきっと平静でいられなくなるだろうこと、奴隷時代に植え付けられ、忘れかけていた卑屈さがぶり返し、脚がすくみそうになるだろうことを覚悟していた…………はずだったのだけど。

　目下それどころではなくなっていた。ヒルダは同行者たちを振り返る。

　まずは──軍国より依頼を持ってきた三人の使者。

　銀の短髪に褐色の肌、小柄ながらがっしりとした体格。女軍人ドリス。

　明色の強い赤の頭髪、妙に扇情的に映える紅の唇。色香女マーゴット。

　毛先がきっちりと切り揃そろえられた椀わん型の頭髪に童顔。苦労人ペネロペ。

　次いで──独立交易都市から呼んでもいないのに勝手についてきた同僚。歳としは十五と面子メンツの中で最も年下ながら最も上背のある少女騎士、ヘイゼル・キンバリー。

　秘密裏に様子を探るというのが今回の任務であるため、いずれの顔ぶれも簡素な旅装だ。もしも皆が普段の着衣──軍服だったり使用人のエプロンドレスだったり自衛騎士団の制服だったりを着ていれば目立つことこの上なかっただろう。

　もっとも、それでも周りから浮いてしまうのは否めない。スティレットの短剣を衣服の中に隠し持つヒルダを除き、他の皆はその腰に──他者からもわかる位置に刃渡りの短い直剣を帯びている。女だけの集団が帯剣していればそれだけで注目を集めるだろう。

　いやそもそも格好がどうこう以前に、自分たちとこの街の人間とではそれぞれが持つ空気の種類が違うのだ。街を見回せばどいつもこいつも濁った目をしていて生気が薄い。黒目黒髪のヒルダは旅装も暗色のものを好んで着ていたが、不思議と故郷の彼らのほうが濃い影を背負っているように見える。

　──まあ目立ったところで、どうせ誰だれも係かかわってこようとはしないだろうが。

　厄介事を避けるために他人とは極力係わりを持たないようにする、この国の人間が自然と身につける処世術。故郷の悪習に言葉にしがたい不快感を覚え、ヒルダはげんなりする。

　と、そこで。

　ドリスが首の後ろに両手を回し、不ふ貞て腐くされたような口調で訊たずねてきた。

「で、どうするんだよ。ヒルダ隊長」

「……隊長？」

「隊長じゃん。あんたは俺おれたちのリーダーなんだから」

　その通りよ、その通りです、と同調したのはマーゴットとペネロペだ。

「私たちはあなたの手足となって働くよう、ゼノビア様から命じられているの。隊長」

「何より、一番土地勘のある人物の判断が優先されるのは自明です。隊長」

　三人の発言を聞きつつ、ヒルダは眉間に皺しわを寄せずにはいられなかった。

　マーゴットとペネロペは今回の依頼を通して初めて出会ったふたりだし、ドリスについても先の決戦で背中を並べて戦い合った仲だ。なので邪推かもしれないが……なんだか彼女たちには頼られているようで、その実からかわれているようにも感じる。

「大丈夫だよ。私もヒルダ隊長のことは信頼してるから」

「オマエまでこのノリに便乗するのか」

　呑のん気きなヘイゼルに肩を落としながら返す。

　──こいつもこいつだ。

　軍国からの依頼はヒルダ個人に寄せられたものだったが、何な故ぜかこの同僚は同行すると言い張って聞かなかった。何度断っても諦めてくれず、果ては団長に直談判をして休みをもぎ取り、強引にここまでついてくる始末だ。

『前からヒルダの故郷が見てみたかったんだ』

　本人はそう述べていたが──真実はどうだろう。

　先の決戦を終えてから、もっと言えば聖剣『アリア』と別れてから、彼女は少しばかり元気をなくしているみたいだった。そしてそのことを紛らわすかのように、以前よりもこちらの後をついて回ることが増えた。

















　正直、ヒルダは辟へき易えきしている。自分はヘイゼルの友人であって保護者ではない。

　──本当に頭の痛いことばかりだ。

　おかげで感傷に浸ひたる間もない。

「隊長、喉が渇いた」

「隊長、立ちっぱなしだから脚が疲れてきたわ」

「隊長、お腹なか空すきません？」

「隊長、大通りのほうに行ってみたい」

「わかったから黙れオマエら!!　とりあえず私欲は捨てろ！」

　極めつけに頭が痛いのはもうひとりの同行者の存在。

　いつの間にか姿が消えていた、あの眼鏡野郎だ。

「ワタシが思い当たる場所を教えるから、ユーイン・ベンジャミンを探すぞ！」





　ホレーショー・ディズレーリは根無し草である。

　元々は群集列国出身の僧侶だったが、とある虐殺事件を起こして資格を剥はく奪だつ。その罪を問われて死刑の執行を待っていたところ、高い身体能力を買われて帝政列集国の戦士団に入団。例の決戦では魔剣の使い手として、独立交易都市と軍国の混合軍と衝突した。

　しかし実のところホレーショーは決戦の中盤で戦闘を放棄している。そしてヴァルバニル再封印の場面を見届けると人知れず戦場を離脱し、その後は当あて所どなく大陸を放浪──

　元より帝政列集国という母体にさしたる思い入れはなかった。ただ己の生に意義を見み出いだせず、命じられるままに戦ってきただけ。だから身を退ひくことにも躊ちゆう躇ちよしなかった。

　執着がない、という意味では放浪仲間の彼も同じらしかった。

　同時期に帝政列集国戦士団に入団した青年、ノア・カートライト。

　以前は帝国騎士団に属する貴族騎士であり──生きつ粋すいの臆病者。

　彼は決戦の当日、空中を浮遊する巨竜の上から墜落して重傷を負った。息があったこと自体が奇跡的なことであり、直後はとても会話ができるような状態ではなかった。

　だからホレーショーは離脱ついでにノアを戦場から運び出し、辺境の町医者にその身柄を預けた。彼が昏こん睡すいから目覚め、自力で食事を取れるようになった頃に改めて訊たずねた。

　俺おれはこれから大陸を放浪するつもりだが、お前はどうする。

『……僕もお供していいですか？』

　ノアは暗に“〝帝国には帰らない”〟ことを伝えていた。

　ただしそれは、彼が己の身の振り方を考えて出した答え、というわけでもなさそうだった。もっと即物的に、すがりつくみたいに目先の選択肢に飛びついたという印象のほうが強かった。ホレーショーはそのことに勘付きつつも、あえて追及したりはしなかった。

　とにもかくにも、ホレーショーはノアの怪け我がが完治するのを待ってから出しゆつ立たつ。

　最初の放浪先は群集列国にした。今さら帝国に戻るわけにもいくまいし、かといって軍国は先の決戦で敵対したこともあって居心地が悪そうだ。となれば向かう先は自おのずと一択に絞られる。当座の衣服は現地で調達──薄手の白い服に濃い赤に染色されたスカーフ、バンダナ、腰帯などといった、群集列国でよく着られている民族衣装だ。

　ノアは当たり前のように従った。お供をするという言葉を律儀に守っているつもりなのか、移動中は常にホレーショーの数歩後をついてくる。ホレーショーが何かを指示すれば必ず応じ、調達してきた衣服を渡せば黙って着た。彼のほうから希望や意見を述べることはまったくと言っていいほどない。

　召し使いのように従順で、いささか受動的に過ぎる青年。

　さしものホレーショーも快く思いはしなかった。

　しかし──

　ホレーショーは今、初めてノアの背中を見ながら歩いていた。

「落ち着け」

「落ち着いてます」

「闇雲に探しても仕方がない」

「わかってます」

　少しもわかっていない。ノアはほとんど走っているに近い速度で早歩きをしながら、血走った眼で辺りを何度も見回す。彼の背中からは明らかに焦燥がにじみ出ていた。

　ホレーショーはその肩を掴つかんで諌いさめる。

「いい加減にしろ。たかが迷子になっただけだろう」

「“〝たかが迷子”〟だとしても、心配でない理由にはなりません」

　返ってきたのはかつてないほどに強い眼まな差ざし。

　今までの従順さが偽りだったかのような豹ひよう変へんぶり。ノアが取り乱すのもわからない話ではなかったが、それにしてもホレーショーにとって彼の反応は予想外のものだった。

　──ノアがここまでヴェロニカに執着していたとは。

　自分たちのもうひとりの連れ──正体が魔剣である少女、ヴェロニカ。

　自身の使い手ということもあってか、ヴェロニカはノアのことを己の所有物だと見なしている節があった。とかく独占欲が強く、そばを離れたがらない。ノアがホレーショーの放浪に同行すると決めたときも、彼女は当然と言わんばかりについてきた。

　ホレーショーはてっきり彼女のそれは一方的なものだと思っていた。憎からず想おもってはいるものの、ノアのほうはヴェロニカに対して彼女ほどの執着は持っていないだろうと。

　しかしこの町を訪れてからいくばくもしないうちに彼女が忽こつ然ぜんと姿を消したとき──

　ノアの焦りようは目も当てられないものだった。見る間に冷静さを欠いていき、不審者と思われかねない勢いで街中を駆けずり回り始めたのだ。今まで状況に流されるまま、他者に命じられるまま自分の生き方を決めてきたであろう彼が、このように自発的に行動を起こし、他人に執着するというのがホレーショーの目には意外に映った。

「とにかく頭を冷やせ。慌ててもいいことはない」

「……ホレーショーさんは心配じゃないんですか？」

「心配といえば心配だ」

　闇雲ながらこれだけ探し歩いたにもかかわらず、あれほどに目立つ容姿をした彼女を未いまだに見つけられていない。そのことを訝いぶかしく思う部分もあるにはあった。加えて──

「ヴェロニカがお前を放って何ど処こかに行ったというのも考えにくい」

「だったら余計に早く見つけてあげなきゃ」

「しかしヴェロニカは人間でなく魔剣だ。万が一あれの身に危険が及んだとしても、そう易やす々やすと壊れたりはしない」

「な、なんて冷たい言い草ですか！」

「事実だろうが」

「だからって言い方というものが──」

　と、そのとき。

「取り込み中のところ悪いが、少しいいだろうか」

　ふたりの間に横から割って入る声があった。

　ホレーショーとノアが一斉に見やると、黒ずくめの女がそこに立っていた。
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　片や線の細い青年と、片や巌いわおのような風体をした大男。

　──ちぐはぐな男たちだな。

　ヒルダは故郷の空気というものをよく知っていたから、ふたりのことにはすぐに気が付いていた。そうでなくても往来の真ん中で堂々と口論をしている彼らは、ヒルダたちに負けず劣らず街の風景から浮いていて、一見してよそ者とわかる雰囲気を放っている。

　迷子のユーイン・ベンジャミンを探す道すがらに彼らを見かけ、何の気もなしに遠巻きに眺めていたところ──すぐ横を歩いていたドリスが「あっ」と声をあげた。

「なんであいつがいやがるんだッ？」

　彼女は男たちのほうを見て、ぎょっとしたように目を丸くしている。

「知り合いか」

「隊長は知らないのか？　あのでかいほうだよ」

　ドリスがひそひそ声で大男を指し示した。

　ヒルダは彼の横顔に目を凝らす。見覚えがあるような、ないような。

「あいつ、帝政列集国の戦士だった奴やつだ。確かホレーショーとかいう」

　そこまで言われてようやく思い出した。以前に魔剣『アリア』が帝政列集国の間者にさらわれたとき、群集列国の地で相対した男だ。伝え聞いた話によれば、先の決戦においてもルーク・エインズワースと死闘を繰り広げたとかなんとか。

「帝政列集国との戦いの後に奴らの戦士団は解体されたけど、ホレーショーとか魔剣の使い手だけは何な故ぜか行方知れずになってたんだ。それがなんでこんなところに……まさか何か悪巧みでも──っておい隊長!?」

　慌てふためくドリスの声を背に、ヒルダは彼らの許もとにずかずかと歩み寄った。

「取り込み中のところ悪いが、少しいいだろうか」

　男たちがこちらを振り返る。

　口論の最中に割り込んだせいか、ふたりとも険のある眼まな差ざしをしていた。

「ワタシはヒルダ・キャヴェンディッシュ。独立交易都市の自衛騎士団の人間だ」

　相手にしてみれば藪やぶから棒ぼう以外の何物でもなかっただろう。

　にもかかわらず──ホレーショーは機敏に戦闘行動を開始。岩石のような上半身を急旋回させ、矢の如ごとき貫ぬき手てを撃ち出した。一切の逡しゆん巡じゆんを交えずヒルダの顔面を強襲する。

　ヒルダは半身を退ひいて紙一重で回避。

　貫手の摩擦によって頬ほおの表面が浅く裂けた。構わず掌てのひらを彼に向け、極々平静に告げる。

「待て。そちらと敵対するつもりはない」

　ホレーショーは初撃を外した直後に数歩後退して間合いを取っていた。今はいつでも飛びかかれるようにと腰を落とし、目をすがめてこちらの一挙手一投足を見張っている。

　仲間と思おぼしき青年も、慌てて彼の位置まで退避した。

「では何のつもりだ」

　低い声で問うてくるホレーショーに、ヒルダは言葉を選びつつ答える。

「まず、ワタシたちがここで出会ったのは偶然だ」

「それを信じるに足る根拠は？」

「“〝捕まえたところで仕方がない”〟──オマエたちがここで悪さをしていない限り、な」

「俺おれたちは魔剣の使い手として帝政列集国に与くみしていた。その罪を問うために生け捕りにすることには意味があると思うが」

「まあ、それもそうなんだが──」

「ヒルダ、大丈夫!?」「一体何考えてんだよ隊長!?」

　ヘイゼルやドリスたちがばたばたと駆けつけてくる。

　彼女たちに背を向けたまま、ヒルダは肩をすくめた。

「たとえこちらが五人がかりで挑んだとしても、オマエほどの戦士を無傷でどうにかできるとは思わない。少なくとも二、三人は返り討ちに遭うだろう。ワタシは割に合わないことはしない性分なんだ」

「お前たちが五人だけだという保証は？」

「ない。ワタシの言うことが信じられないのであればそのまま去れ」

「俺おれたちの所在が知られたのだから、去るにしても口封じが必要だとは考えないのか」

　背後でヘイゼルたちの緊張と敵意が高まったのを感じつつも、平静に即答した。

　考えない、と。

「何な故ぜならワタシたちがオマエを無傷で捕らえられないように、オマエもワタシたちを無傷で黙らせることはできないからだ。双方必ず大おお怪け我がをする。痛み分けなんてくだらないとは思わないか？　だったらお互いに見なかったフリをしたほうがよほど建設的だ」

「か、勝手にそんなこと決めちゃっていいのッ？」

「ワタシは“〝隊長”〟なんだろう？」

　たまらず口を出してきたマーゴットに意趣返しのように告げたところで、ヒルダは片眉を上げた。目の前のホレーショーが構えを解き、警戒を緩めたのがわかったのだ。

「こちらの考えは理解してもらえた、と見ていいのかな」

















「……俺おれたちに手を出すつもりでないのであれば、どうして声をかけてきた？」

「いや悪い。大した用事があったわけじゃないんだ」

　そう前置きしてから、ヒルダは連れとはぐれてしまったことを打ち明けた。もしもそれらしい人物を見かけることがあれば自分たちが捜していることを伝えてほしいと頼む。

　ユーインの特徴を伝えると、ホレーショーは目を細めた。

「その男ならば覚えがある」

「うん？　ユーインを知っているのか？」

「先の戦いで刀鍛冶ブラツクスミスと共闘していた男がいた。ユーインとはその者のことではないか」

　これについてはドリスが認めてくれた。図らずも彼女は前線でルークとホレーショーの戦闘を目撃していたらしく、その際にユーインが援護に駆けつけた出来事も確かに記憶していたのだ。ホレーショーの言に間違いはないようだ。

「好都合だな。ではもしもユーインを見かけることがあれば、頼む」

「こちらからもお願いしていいでしょうか!?」

　と身を乗り出してきたのは、ホレーショーとともにいた青年である。

「小さな女の子を見ませんでしたか!?」

「女の子？」

　どうやらこちらと同じく彼らも仲間とはぐれていたらしい。国と組織を失った者たちが何な故ぜ幼い子どもと行動を共にしているのか疑問に思ったが、その名前を聞いて合点した。

　ヴェロニカ。帝政列集国の所有していた魔剣の中に、同じ銘めいがあったはずだ。

　けれどヒルダはそのことについて深く聞くことはしなかった。

「わかった。彼女を見かけたら保護したほうがいいか？」

「はい。徒いたずらにうろつかれるよりもそのほうが僕たちも安心できます」

「彼女の特徴は？」

「髪がすごく長いので、見ればすぐにわかると思います」

　髪がすごく長い？　引っかかったが頷うなずいておく。

　お願いします、と青年は頭を下げ、ホレーショーとともに去っていった。

「……よかったの？　あれで」

　振り向くとヘイゼルが不安げに表情を曇らせている。

　マーゴットやペネロペも憮ぶ然ぜんとした様子だった。

「牽けん制せいにはなったはずだ」

　牽制？　とヘイゼルが首を傾ける。

「もしもホレーショーたちが何らかの悪事を企たくらんでいたとしても、都市や軍国の人間が近くにいると知ればそうそう大きなことはやらかせないだろう」

「じゃあ、それが目的で声をかけたんだ」

「ああ」

「捕まえてしまったほうが話は早そうですが」

　唇を尖とがらせるペネロペに、マーゴットがうんうんと賛同した。

　──血の気の多い奴やつらだな。

「さっきも言ったが、アレとまともにやり合えば死人が出るぞ。この中から」

「そんなに厄介な相手なのですか？」

　ヒルダは頬ほおの裂傷に指先で触れて首しゆ肯こうする。

　垣かい間ま見みたのはたった一撃だったが、ホレーショーの実力を知るには十分なものだった。

「ドリスが何も言わないのがその証拠だろう」

　促され、ドリスに注目が集まる。彼女は降参するように両手を挙げた。

「ぐうの音も出ねえよ。ありゃ同じ人間とは思えなかった」

「筋肉女のドリスがそこまで言うなんて」

「ええ。これは信じるしかありませんね」

「お前らはいちいち一言多いんだよッ！」

　ドリスに首根っこを掴つかまれてマーゴットとペネロペが高い声をあげる。仲がいいのやら悪いのやら。じゃれ合う三人に、ヒルダは「とにかく」と仕切り直した。

「ワタシたちの目的はあくまで群集列国の調査だ。騒ぎを起こすとやりにくくなる」

　──そう、ワタシたちにはやらなきゃいけないことがある。

　だのに、ああもう、どうして。思い出して急激にむかむかしてきた。

「あの眼鏡は一体何ど処こで油を売っているんだ！　見つけたらただじゃおかないぞ！」
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　件くだんの眼鏡は依然、牢ろう屋やの中にいた。

「ではヴェロニカさんはこのように陰気な街にもかかわらず路みち端ばたに咲いていた可か憐れんな花に気を取られて立ち止まっていたところを何者かに拉致され、ここまで連れて来られたと」

　ヴェロニカなる少女は頷うなずいて認める。正しくは“〝可憐な花に気を取られていた”〟ではなく“〝可憐な花を踏みにじって喜悦にひたろうとしていた”〟なのだが、些さ末まつな違いである。

「僕の場合は後ろからがつんと後頭部をやられて、脳のう震しん盪とうを起こしている間にここに叩たたき込まれました。いやぁ、軍国や都市ではちょっと見ない種類の建築物があったので、ついつい皆さんから離れてしまったんですよね。ちなみにこれがそのときのタンコブです」

「どうでも、いい」

「そんなつれない……だってほら、こんなに大きくて未いまだにじんじんしてるんですよ？」

　自分でタンコブに触れて悶もだえるユーインを、ヴェロニカはひどくつまらなそうな、冷めた目で見ていた。こいつではまったく全然物足りないと言うような眼まな差ざし。幸いにして痛みに気を取られている当人はその冷ややかな視線に気付かなかった。

「ところでヴェロニカさんはどうして僕たちがさらわれたのか、わかりますか」

「しらない」

「でもお連れさんが助けに来てくれるだろうことは信じてるんですね」

「こなかったら、ゆるさない」

「僕に言われましても……。まあ、ヒルダさんたちも遅かれ早かれ僕のことには気付いてくれそうですが、それまでこんなところに閉じ込められたままというのも非常に面白くありません。そんなわけでこれを使います」

　とユーインが懐から取り出したのは一個の玉たま鋼はがね。ここに連れて来られた際に荷物の類たぐいは剥はぎ取られていたのだが、僥ぎよう倖こうなことにこの小さな石だけは見逃されたらしい。

「それ、なに」

　初めて興味をそそられたらしく、ヴェロニカがユーインの掌てのひらの上を覗のぞき込もうと身を乗り出してくる。暗闇の吹き溜だまりとなっていた牢ろう屋やの隅から、その闇を引きずってくる彼女を見て──闇だと思っていたものの正体が彼女の頭髪だったと気付いて、ユーインは驚きのあまり玉鋼を取り落とした。

「えっ、そそそそれ、あなたの髪だったんですか!?　というかすごく長くないですか!?」

「うるさい」

　不快げに眉をひそめながら、ヴェロニカは床に落ちた玉鋼を拾う。

「どうするの、これ」

「あ、はい。それで祈き祷とう契約を行います。群集列国は独立交易都市に比べて霊体濃度が低いですが、祈祷契約がまったく使えないわけではありません」

「たたかう、の？」

　いえいえ、とユーインは苦笑した。

「助けを待つにしても、僕らの居場所は皆さんに伝えておいたほうがいいでしょう？」





　黒ずくめの女との会話をきっかけに──

　形なり振ふり構かまわなくなったノアはそこらを歩く通行人たちに心当たりがないか聞き込みを始めた。正直に言えば自分たちのことを印象付ける行為はでき得る限り控えたかったのだが、ホレーショーはいちいち意見することに疲れ、やれやれと彼の後についていく。

　聞き込みの成果は捗はか々ばかしくなかった。ノアの必死さに比べて人々の反応はつれなく、消極的な彼らは話しかけられても逃げるように、厄介事を避けるように立ち去ってしまう。

　それでもノアは何度も道行く人に声をかけ続けた。十人目くらいだっただろうか。腕を掴つかまれ、強引に引き止められた男がようやく、不承不承ながら口を割った。

「たぶん、その子はさらわれたんだよ……」

　ホレーショーはこの瞬間、頭を抱えたくなった。面倒なことになる。

　ヴェロニカを救い出すことが、ではない。

　ノアの暴走を抑制することが、だ。

　こちらの懸念通り、ノアは男の胸倉を掴む。

「……何ど処このどいつだ」

　明らかな憤怒を孕はらんだ声音。ノアの背後に立つホレーショーには彼がどのような表情をしているのか知る由もなかったが、胸倉を掴まれた男は否いやが応おうでもそれを目まの当あたりにさせられ、「ひいぃっ」と怯おびえた悲鳴をあげる。

「言え。誰だれが彼女をさらった」

「こ、この街には奴隷を売買する組織があるんです……」

　群集列国では現在、帝政列集国が起こした騒動に関する戦犯の押し付け合いが起こっている。ホレーショーたちが訪れたこの小国家も奴隷を提供するという形でかつての帝政列集国に与くみしていた背景があり、故ゆえに最近は表立った奴隷の売買を控えていた。そうすることで反省の意を示し、戦犯としての責任を少しでも逃れるためだ。

　しかし今までは奴隷を売買することで国を維持していたのだ。それを控えれば当然の如ごとく国家経済は立ち行かなくなる。早急に代用の措置が必要となった。

　ノアが捕まえた男いわく──それが“〝旅行者の拉致”〟。

　普通、好き好んで奴隷国家にやって来るような輩やからはいない。言い換えればこの国を訪れる旅行者の大半はワケありの人間であり、行方知れずになっても足が付くことは極々稀まれだと言える。だからこの小国家は当座凌しのぎの措置として彼らを拉致し、奴隷の代わりとして自国内で飼い慣らすことにしたのだ。そしてヴェロニカはこれに巻き込まれた。

　暴挙にもほどがある、とホレーショーは思わざるを得ない。

　彼とて群集列国の出身であり、その小国家群が持つ特異な性質については十分に把握しているつもりだった。複数の文化、宗教観が混在する故、諍いさかいが絶えない国。しかしこの人さらいについては“〝異文化”〟の一言で片付けられようはずがなかった。

　──先が見えたな。

　遠からずこの小国家は滅ぶだろう。

　何な故ぜならこのような狂った行為を周辺国家たちが見逃すはずがないからだ。

　何処だ、とノアが獣の唸うなりにも似た声をあげた。

「ヴェロニカを何処にさらった!?」

「し、知りません」

「言っておくが、今ここで吐かなければお前は死ぬぞ」

　ホレーショーが嘆息交じりに男に警告した。

「こいつはそれくらい怒り狂っている」

　青ざめた男は震える手で彼方かなたを指す。

　彼が指差したのは、遠方に薄うつすらと見える屋敷の屋根。

「あ、あそこ──」

　刹せつ那な。

　件くだんの屋根を突き破り、一条の閃せん光こうが立ち昇った。

　目印を示すように。





　閃光はどうやら祈き祷とう契約によって起こされた現象らしかった。

　しかしながら群集列国では触媒となる玉たま鋼はがねが流通しておらず、国内で祈祷契約が用いられる事例はまったくないと言っても過言ではない。では一体誰だれがあの閃光を放ったのか。答えは自明──祈祷契約を得意とする彼、ユーイン・ベンジャミン以外に考えられない。

　このときようやく、ヒルダたちの中でひとつの仮定が生まれた。

　もしかしてユーインは迷子になったのではなく、何らかの危機に陥っているのではないか？　そしてそれを自分たちに知らせるために祈祷契約を行ったのではないか？

　閃光の発生源である屋敷を見て、仮定は確信に変わった。

　ヒルダはそこが何のための場所なのか知っていたのだ。

　奴隷を収容し、売買するための施設。

　詳しい理由はわからないが、恐らくユーインは今、ここに囚とらわれている。

「迷子よりも面倒な事態ですよね、これ……」

　物陰から屋敷の様子を窺うかがいつつ、ペネロペが嘆息交じりに呟つぶやいた。

「どうするの？　隊長さん」

「どうするもこうするも助けに行くしかない」

　マーゴットの問いに、ヒルダは捨て鉢に答える。きっとユーインに非はないだろうことはわかっていたけれど、それでも彼に恨み言をぶつけたい気分だった。

　オマエ、何を勝手に捕まっていやがる、と。

「潜入する方法を考えよう。少々危険だがやむを得ない」

　ヒルダは一同に告げ、次いで同僚の少女騎士を振り返った。

「ヘイゼル。オマエは残れ」

「えっ？　ど、どうして？」

「荷が重すぎるからだ」

　帝政列集国との戦いに参加していたとはいえ、ヘイゼルはまだ実戦の経験が浅い。加えてこれから乗り込む場所にはかつてのヒルダのような、暗殺に長たけた奴隷戦士も潜んでいる可能性が高い。ヘイゼルにとって相性がいい相手とは思えなかった。

「それに──ここ最近のオマエはどうも気分が沈みがちだっただろう？　気持ちはわからないでもないが、背中を任せるには精神面に不安が残る」

「……いやいや、何を言ってるの？」

　意味がわからない、と言いたげにヘイゼルは唇を尖とがらせる。

「私の気持ちって何さ。沈みがちだったのはヒルダのほうじゃない」

「……は？」

「アリアさんと別れてからずっと元気がないみたいだったよ。物思いにふけることが多かったし、見ていてなんだか危なっかしい感じもした。だから私はできるだけヒルダのそばにいるようにしてた。今回の調査についてきたのも、ヒルダが心配だったからだよ」

　予想外の反論に、ヒルダは自分でも驚くほどうろたえてしまった。

　──確かに少しも落ち込まなかったと言えば嘘うそになるが。

「どう見てもオマエのほうが落ち込んでいただろう？」

「落ち込んでたさ。けどヒルダほどじゃなかったよ？」

「いいや、オマエのほうが絶対に元気がなかったぞ！」

「ううん、ヒルダのほうが絶対に元気がなかったよ！」

「……よーするに」

　半ば意地の張り合いになったところで、ドリスが呆あきれ顔がおで口を出してきた。

「お互い様だったってことじゃねぇの」

　ヒルダとヘイゼルは同時に口を噤つぐむ。

「「…………」」

　お互い様。その言葉は不思議とヒルダの腑ふに落ちた。

　──そうだ。ワタシたちは“〝お互い様”〟なんだ。

　思い出すのは、クリスナイフの魔剣『銘めい無なし』が聖剣の材料となる前夜。

　その日、自分たちは銘無しと約束をした。

　生まれ変わっても友であろうと──しかし蓋を開けてみたらどうだ。

　自分たちが聖剣『アリア』とまともに会話ができたことなんて、セシリーとルークの結婚式のときや先の決戦の最中くらいだ。それ以外はいくら交流を持とうとしても手応えがなく、ろくろく友人の関係も築けないまま彼女との別れを迎えてしまった。

　このような結果をもって銘無しとの約束を果たしたと胸を張って言えるだろうか。断じて言えやしない。だからヒルダもヘイゼルも、大きな悔いを残していた。

　その後悔はヒルダの知らぬ間に表に出ていて、ヘイゼルに気を遣わせていた。

　その後悔はヘイゼルの知らぬ間に表に出ていて、ヒルダをいらつかせていた。

　ドリスが指摘したように、自分たちはつまるところ“〝お互い様”〟だったのだ。

　向かい合うヒルダとヘイゼルは、どちらともなく苦笑を浮かべる。

「……都市に戻ったらさ」

　ヘイゼルが柔らかい声で言った。

「話をしよう？　銘めい無なしのこととか、アリアのこととか──私たちのこととか」

「……ああ」

　ヒルダはしかと頷うなずく。

　自分たちの中に残った悔いは、多少の苦みとともにいずれは風化していくものだろう。

　──冗談ではない。

　そう易やす々やすと風化させてたまるものか。悔いは悔いのまま、死ぬまでこの胸に残す。それが銘無しに対するせめてもの手た向むけ……などと綺き麗れい事ごとを吐くつもりもまったくない。

　ただ、自分がそうしたい。いつまでもこの悔いを忘れずにいたい。それだけだ。

　──そのためには今やるべきことを片付けなければな。

「終わったか？　ったく、お前らは仲がいいにもほどがあるな」

「仲の良さだったら、わたしたちも負けてないですよ！」

「え……ペネロペ？　具合が悪いの？」

「旅の疲れが出たんだな。よしペネロペ、お前はそこで休んでていいぞ」

「もう！　マーゴットもドリスもどうしてそう素直じゃないんですか！」

　相も変わらず姦かしましい三人に、ヒルダとヘイゼルは顔を見合わせてふっと笑う。

　さあ、とヘイゼルが冗談めかした口調で促してきた。

「ヒルダ隊長、指示をお願いします！」
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　この日──

　奴隷商人たちが管理するその屋敷は未み曽ぞ有うの混乱に陥った。

　混乱の口火を切ったのは、正面の玄関より堂々乗り込んできた大男と青年。

　彼らは玄関ホールに屯たむろしていた二名の奴隷戦士たちを出会い頭に急襲。ひとりは大男の拳げん骨こつで顔面を叩たたき潰つぶされ、もうひとりは青年が持つ短剣で片目を突かれて悶もん絶ぜつした。

　突然の殴り込みに屋敷中が色めき立つ。奴隷商人たちは我が身かわいさに屋敷の奥に逃げ隠れ、彼らが飼う奴隷戦士たちを襲撃者どもにけしかけた。

　ふたりの襲撃者どもはそのことごとくを返り討ちにした。

　大男は廊下に立ちふさがる奴隷戦士たちを棍こん棒ぼうのように太く固い腕で薙なぎ払い、叩き伏せ、殴り飛ばす。それは圧倒的かつ一方的に過ぎる暴力だった。玩具おもちやのように吹き飛んでいく仲間たちを前にし、後続の奴隷戦士たちはひとり残らず気け圧おされた。

　片や青年のほうは大男が取りこぼした者たちに肉薄し、手にした短剣で彼らの喉や目、腋わきといった急所を的確に刺突していった。青年の動きはすばしっこく、奴隷戦士たちの包囲網をするりするりとかいくぐる──そして音もなく標的のそばに忍び寄っては彼らの命を刈り取っていく。その手際のよさは暗殺術に長たけているはずの奴隷戦士たちをも震え上がらせるものだった。

　事態の深刻さを覚さとった奴隷商人たちは施設の放棄を決断。奴隷戦士たちを囮おとりに自分たちは逃亡を計ろうとしたが──それは叶かなわなかった。

　何な故ぜなら時を同じくして、屋敷の裏口からも別の襲撃があったためだ。

　新たな闖ちん入にゆ者うしやどもは五人組の女たち。

　一番槍やりを務めた褐色肌の女は、鞘さやに納めたままの剣を両手に一本ずつ携え、それらを出で鱈たら目めに振り回す。奴隷商人たちは傍はた目めにも“〝剣技”〟とは呼べない無軌道なスイングに進路を阻まれ、後退を余儀なくされた。そこに飛び出すは別の女──彼女は紅の唇を嫣えん然ぜんと舐めながら、抜き身の剣を手に奴隷商人たちに斬りつける。矢継ぎ早に繰り出される凶刃は主に彼らの脚を斬り裂き、その動きを封じた。

　たまらず踵きびすを返して屋敷の奥に逃げ込もうとする奴隷商人たちの後を、三人目、童顔の女が追う。彼女は得物の類たぐいは持たず、空手で彼らに襲いかかった。そのため先のふたりよりも与くみしやすいと判断したのだろう、奴隷商人のひとりが懐から護身用の短剣を取り出して彼女を迎え撃ち──そして流れるように投げ飛ばされた。

　その鮮やかな手並みに褐色肌の女が口笛を吹く。

「やるなぁ、ペネロペ！　体術じゃお前には敵かなわねえよ！」

「わたしが素手なのはドリスに剣を取られたからです！　仕方なくですよ！」

　抗議しつつ、童顔の女は別の奴隷商人の顎あご下したを殴打して昏こん倒とうさせる。

　彼女と肩を並べ、紅唇の女がくすりと笑う。

「でもペネロペは剣で戦うより素手で格闘するほうが得意でしょ？」

「得意ですけど！」

　ならいいじゃん、と褐色肌の女は二本の剣を両肩に担いで口くち許もとを歪ゆがめた。

「久しぶりに三人で暴れるんだ。派手にやろうぜ！」

　彼女たちが通過した後には累々と奴隷商人たちの身体からだが転がる。

　そのそばから四人目の女──のっぽの少女が彼らを縛り上げた。彼女は商人たちが痛みにうめいている間に、二、三人をまとめて縄でぐるぐる巻きにして次々と拘束していく。

「ヒルダ！　こっちは大丈夫だよ！」

「御苦労」

　のっぽの呼び声に応えたのは最後の女である。黒ずくめの彼女は最後方からゆらりと姿を現したかと思うと、先行していた四人を滑るような身のこなしで追い越していった。

　その向かう先で奴隷戦士たちが立ちはだかる。彼らは裏口の騒ぎを聞きつけて様子を見に来た──わけではなく、ただ大男と青年の襲撃から逃げ出して偶然鉢合わせたにすぎなかった。降って湧わいたように眼前に出現した黒ずくめの女に、全員が泡を食う。

　スティレットの刃やいばが閃せん光こうのように宙を瞬く。奴隷戦士たちは彼女と相対した先からばたばたと倒れていった。まるで何かの手品を披露するように、黒ずくめの女は彼らを順に無力化していく。

　不意を突かれた奴隷戦士たちは遅ればせながらも体勢を立て直そうと、それぞれの得物を手に迎撃の構えを取る。しかし間に合わない。他の女たちが加勢してきたからだ。

　褐色肌の女が二本の剣を豪快に振り回し、紅唇の女が舞い踊るように斬撃を奔はしらせ、童顔の女が矢の如ごとく鋭い拳打を放ち──のっぽの少女が己を鼓舞するように気勢の声をあげ、剣の腹で奴隷戦士たちの身体からだを軒並み叩たたき飛ばす。

　五人の猛攻はとどまるところを知らなかった。

　この日──

　奴隷商人たちが管理するその屋敷は未み曽ぞ有うの混乱に陥った。

　二組の襲撃者たちの手により、奴隷戦士はほぼ全滅。牢ろうに囚とらわれていた旅行者たちも解放され、ほどなく後日、秘密裏に行われていた拉致事件は周辺国家の知るところとなる。

　こうして彼らの奴隷売買組織は壊滅に追いやられた。





　捜し人がいたのは屋敷の最奥に位置する牢屋だった。

「無事か!?」

「な、なんとか」

　ユーインは鍵かぎを開けて入ってくるヒルダたちに気丈に笑ってみせるが、その顔には暴行を受けた形跡があった。頬ほおを腫はらし、流血を押さえるように鼻をつまんでいる。

「祈き祷とう契約を行った後、看守役に何をやったんだと少々手荒くされまして。けれど途中で外が騒がしくなって、その人は気が付いたらいなくなっていました……この程度の怪け我がで済んだのは皆さんのおかげです。本当にありがとうございました」

「詳しい事情は後で聞く。とにかく無事でよかった、心配したぞ」

「隊長、さっきまでは『あの眼鏡』とか『ただじゃおかない』とか罵ののしってたのに」

「記憶にないな」

　マーゴットの暴露を臆おく面めんもなく否定したところで、ヒルダはもうひとりの囚人──牢屋の隅にうずくまる少女に気が付いた。初めて見る顔だったが、彼女の足あし許もとに這はう黒い影が異様に長い頭髪だとわかった瞬間、先ほどの青年との会話が脳裏をよぎる。

「オマエ、もしかして」

「ヴェロニカ！」

　呼び声に、少女はゆっくりと面を上げた。ヒルダたちも一斉にそちらを見やる。

　鉄格子の前に血まみれの青年が立っていた。

「ああ、よかった──」

　泣きそうな声。彼は少女の許もとに駆け寄り、彼女の身体からだを抱き締める。

　ヴェロニカなる少女は震える背に手を回し、ぼそりと呟つぶやいた。

「おそい」

「ごめんよ……でも本当に、本当によかった……！」

「うん。ノアを、しんじてた」

　再会を喜び合うふたりから視線を外し、ヒルダはもう一度鉄格子の外に目を向ける。

「……感謝するよ」

　いつの間にかそこに立っていた大男に礼を述べた。

「オマエたちのおかげで存外に容た易やすく侵入できた」

　ホレーショーは鼻を鳴らし、連れのふたりに「行くぞ」と声をかける。呼ばれた青年はヴェロニカの小さな身体を背負い、ヒルダたちに軽く会釈をしつつ牢ろう屋やの外に出た。

　肩を並べて立ち去る背中たちに、ヒルダは問う。

「これからどうするつもりなんだ？」

　ホレーショーは足を止め、肩越しにこちらを顧みた。

「何な故ぜ、訊きく」

「興味本位だ。答えたくなければ答えなくていい」

「…………あの決戦の日」

　わずかな沈黙を挟んでから、彼は口にする。

「刀鍛冶ブラツクスミスと剣を交えたとき、俺おれは奴やつの“〝全力”〟を目まの当あたりにした」

「ルーク・エインズワースの……全力？」

「憧れた」

　少し離れて待っていた青年が、大きく目を見張ったのがわかる。赤の他人であるはずのヒルダにも青年の驚きは想像に難くなかった。それほどに今の言葉は、何ど処こか不器用そうに見える彼にしては率直で明け透けのないものだったのだ。

「だから俺も探そうと思う」

　さらに一同の意表を突くように、ホレーショーはふっと笑う。

「できれば好きにやらせてくれ」

　それを最後に、彼はぽかんとしている青年を促して去っていった。

　なんとなく見送っていたヒルダたちだったが。

「……本当に行かせてよかったんですかね？」

「……わかんねえけど、たぶん」

　ペネロペとドリスの会話を聞きながら、ヒルダは嘆息して立ち上がった。

「引き揚げるぞ」

　はい隊長、とヘイゼルが手を挙げる。

「他の牢ろう屋やに入れられてる人は？」

「……仕方ない。助けよう」

　すると他の面子メンツからも挙手が続いた。

　助けた後は？　とドリス。

「……周辺国家に保護を求める」

　群集列国の調査は？　とマーゴット。

「……その後にやる」

　保護ついでに周辺国家に協力を求めてみては？　とペネロペ。

「……そうだな」

　ちなみに僕はなんで拉致されたんでしょうか？　とユーイン。

「知るか眼鏡野郎！」

「ひ、ひどい！」

　──本当に頭の痛いことばかりだ。

　おかげでヒルダは感傷に浸ひたる間もない。

　恐らくこの先も、その必要はないに違いない。





　そして──

　彼らは放浪を続ける。

「ノア。オマエはこれからどうしたい」

「……さっきの話の続きですか？」

「ああ」

「具体的にどうこう、というのはやっぱりないですよ。行き先は今まで通りホレーショーさんにお任せします。……でも、今日のことでわかったように思います」

「何がだ」

「僕にとっての“〝全力”〟が、です」

「わたし？　わたし？　わたし、でしょ？」

「ああもう、君はそうやってすぐに茶々を入れる！　ああ、そうだよ！」

「わたしも、ノアが、ぜんりょく」

「はいはい、どういたしまして！」

　じゃれ合うふたりを、ホレーショーは彼らのすぐそばから眺める。

　眩まぶしいものを見つめるように。

　そういえば、とノアが思い出したように訊たずねてきた。

「ホレーショーさんはどうして僕たちをこの放浪に誘ってくれたんですか？」

「さあな」

　己にとっての“〝全力”〟。

　実のところホレーショーはもう、それを見つけていた。

















番外編３　聖剣の刀鍛冶

　　　　　Extra Story - part.3



　　　　　０



　いつか、リサは弟子のひとりとこんな会話をしたことがある。

「師匠せんせいって今まで結婚の話とかなかったんですか？」

「ありませんよ。そもそもお相手がいませんでしたし」

「それはまったく恋人がいなかったってことですか？」

「ハイ。いませんでしたね」

「でも誰だれかに恋をしたことはありますよね？」

「ありません」

「……本当に？　一度も？」

「ええ」

「師匠の親方だった人でも？」

「あの……ルークはあなたの御先祖様ですよ」

「知ってますけど、少しくらいそういう気持ちになったことはないのかなぁって」

「ありませんって」

　リサにとってルーク・エインズワースという人は自分を拾ってくれた命の恩人であり、刀鍛冶ブラツクスミスの技術を厳しくも優しく教えてくれた親方であり、それでいて世話のかかる子どものようであり──かけがえのない家族だった。彼に対して親愛や尊敬の念はあれども、異性として想おもいを寄せることはなかったように思う。

　ルークに限らず、自分は誰かに恋をしたことがない。

　でもそれがどういったものなのかは知っている。

　──あのふたりを見てたら、嫌でもわかっちゃいます。

　セシリーとルークの関係を間近で見ていたから、恋を知らないリサでも恋というものを知ることができた。だからはっきりと断言できる。半生を振り返ってみても、あのふたりみたいにがむしゃらに誰かを愛するという経験を、自分は一度たりともしていない。

　正体が人間でなく悪魔だから、というのはきっといいわけにならない。

　だって同じ悪魔である魔剣『アリア』は、確かに恋をしていた。

　──たぶん、私はそれどころじゃなかった。

　どうしても果たさなければいけないことがあったから。

　脇わき目めも振らず、ただ前を向いて進まなければいけなかったから。

　恋なんて考える暇もなかった。

　……そう。

　たとえ三〇〇年という長い時間があったとしても。
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　セシリーが初めて子どもを出産した日のことを、リサはよく覚えている。

　あれは『三国一都市会議』改め『二大陸会議』により此方こなたと彼方かなたの大陸間国交が正式に決定し、最初の海賊対策として大陸中の海港で防衛設備が造られ始めていた時期だった。

　実によく晴れた日中。

　いよいよセシリーが産気付いたという報しらせを受け、彼女の友人や同僚、上司など縁のある人々は独立交易都市三番街に新築されたキャンベル家の屋敷に続々と押しかけた。

　三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサー、副団長のレジナルド・ドラモンド、その妻でありセシリーの同僚であるパティ・ドラモンド、セシリーの後輩に当たる自衛騎士団団員のヒルダ・キャヴェンディッシュとヘイゼル・キンバリー、市長のヒューゴー・ハウスマン、軍国出身の学者ユーイン・ベンジャミン。

　各々の仕事を放り出して駆けつけた彼らは、応接間でぎゅうぎゅう詰めになりながらそのときを待ち構え──

「いだだだだだだだだだだだ!!」

　奥の部屋から轟とどろいてくる絶叫に恐れ戦おののいていた。

「ヴァルバニルと戦ったときの怪け我がよりいだだだだだだだッ!!」

　やけに具体性を帯びた悲鳴が人々の不安をあおる。

　このときリサは出産の手伝いをしていたので後で聞いた話だが、男性陣は軒並み顔面を蒼そう白はくにして押し黙り、片や女性陣はまだ歳とし若いヘイゼルが不安を爆発させて泣き出したのを慰めたり、こちらも出産を間近に控えているパティが眩め暈まいを起こして倒れたのを介抱したりと大変な状況だったらしい。

　ただ──出産現場の壮絶さといったらそれらの比ではなかった。

　妊婦の両脇からそれぞれ手を握り、果敢に励まし続ける夫ルークと母ルーシー。

　しかしそんなふたりの声をかき消すほどの絶叫をあげる妻セシリー。

　産婆役を務め、絶叫に負けじと妊婦に恫どう喝かつじみた活を入れる義母ミルドレッド。

　もはや一種の戦場にも相当する現場の中で、リサは泣いていた。キャンベル家専属の家政婦フィオとともにミルドレッドの助手として働きながら、終始ぐすぐすと泣いていた。

　自分の知る誰だれよりも勇猛なセシリーがこれほどの苦痛を訴えている、という事実に圧倒されてしまったのもそうだけれど、涙が止まらない一番の原因は“〝熱量に中あてられた”〟からだった。

　それは飛び交う声や言葉の激しさだったり、妊婦が流す血の熱さだったり、妊婦が発する燃えるような体温だったり、妊婦を全力で支えようとする皆の心強い温ぬくもりだったり、これらと接して際限なく何ど処こまでも火照っていく自分の身体からだだったり──

　人がひとり生まれるために必要とする“〝熱量”〟。

　渦巻く熱気の凄すさまじさに中てられ、リサは泣くことを止められない。

　無論、だからといって。

「リサ！　しんどいんだったら無理しなくていいんだよ！」

「いいえ、全然しんどくありません！　最後までお手伝いさせてくださいッ！」

　ミルドレッドに叫び返す。逃げ帰るつもりは毛頭なかった。

　この瞬間に立ち会えること、この熱量の中にいられることを誇らしく思うから。

　リサは何と言われようともセシリーのそばを離れなかった。

「頑張って。セシリーさん、頑張って!!」

　結局──

　日中から始まった陣痛は日暮れまで続き、あれだけ屋敷中に轟とどろいていたセシリーの声もとうとう嗄かれ果ててきたとき──母親のそれに代わるように赤ん坊の泣き声が響き渡った。

　膨れ上がるように起こった歓声の中、リサは気を失った。





　次に目覚めたときには、辺りはもうすっかり夜を迎えていた。

「…………」

　寝台の上で上体を起こし、リサは月明かりが射さし込こむ窓辺をぼうっと眺める。自分が気絶したことはおぼろげながらも覚えていた。ということはここはキャンベル家の寝室だろうか。

　部屋をそっと抜け出す。屋敷はしんと静まり返っている。

　疲労の濃い身体を引きずって応接間のほうに行くと、そこには先客がいた。引っ詰めにした茶髪に簡素なエプロンドレス──家政婦のフィオだ。ひとりでお酒を引っかけていたらしい彼女は、こちらに気付き、お、と声をあげた。

「もう起きても大丈夫なのか？」

「ハイ、ご迷惑をおかけしたみたいで……皆さんはもう帰られたんですよね？」

「ああ。本当はここで祝杯を上げたかったようだけど、さすがに赤ん坊の近くで馬鹿騒ぎをするわけにもいかないからな。あたいとルーシーさん以外はみんな大通りのほうに繰り出していったよ。ルークもミルドレッドの姐ねえさんに強引に連れて行かれた」

「ルーシーさんとフィオさんは？」

「赤ん坊に何かあったときのために、一応残ったんだ。ルーシーさんはもうお休みになったみたいだけど」

「え、じゃあ……フィオさんはあれからずっと起きてるんですか？　おひとりで？」

　リサは驚いて確認してしまった。あれだけ長丁場の出産だったのだ。現場にいた全員が疲れ切っていたはずだし、祝杯を上げに行ったミルドレッドたちのように集団でいるならともかく、たったひとりでこのような夜遅くまで起きているなんて。

「眠れなくてさ」

　フィオは苦笑した。

「まだ頭が興奮してるんだ。リサがこんな中途半端な時間に目が覚めたのも、ひょっとしてそのせいなんじゃないか？」

「……そうですね」

　彼女の言う通り、リサは後頭部に軽い頭痛を覚えていた。それは疲弊した身体からだに「呑のん気きに寝ている場合じゃない」と訴えるようにじんじんと熱を持ってうずいている。

　不思議と心ここ地ち好よくもある頭痛。

　酒をぐいっとあおり、フィオは深々とため息をついた。

「すごいな。子どもを産むって」

「ハイ……本当にすごかった、です」

「なんかよくわかんないけど、あたい、産まれる前からずっと感動しっぱなしだったよ」

「……ああ、なるほど。あれって感動だったんですね」

「リサはずっと泣いてたもんな。右目、腫はれてるぜ」

「やっぱりですか？　恥ずかしいです」

「いいじゃん。名誉の負傷みたいなもんだ」

　そんなふうにぽつりぽつり言葉を交わしていたとき、何ど処こからか甲高い泣き声が聞こえてきた。リサとフィオは顔を見合わせ、一緒にそちらへと向かう。

「セシリー、入るぞ」

　目的の部屋の前までたどり着くと、フィオが一言断ってから扉を開けた。

「…………ぁ」

　彼女の脇わきから部屋の中を覗のぞき込んだリサは、不覚にも息を呑のむ。

　月明かりが射さし込こむ寝台の上で、セシリーがぐずる赤ん坊を胸に抱いて「よしよし」とあやしていた。

　その横顔は出産の消耗もあって少しやつれていたけれど、我が子を見つめる眼まな差ざしは慈しみに溢あふれていて、口くち許もとにたたえた微笑ほほえみは月明かりによる陰影で薄暗い中でも妙にくっきりと浮かび上がり、ただただ幸せの形を強調するみたいに映えていて。

　──きれい。

　なんだか一枚の絵画を見ているような光景に、リサは自然と涙ぐんでしまう。

「大丈夫か？」

「うん。眠いのに起きちゃって、ぐずっているだけみたいだ。……リサ？」

　呼ばれ、慌てて涙を拭った。

　心持ち足音を忍ばせながらセシリーと赤ん坊のそばに近付く。

　するとセシリーはこちらに赤ん坊を差し出してきた。

「え？」

「抱いてあげてくれないか」

「い、いいんですか？」

「誰だれより君に抱いてほしいんだ」

　清潔な白い布に包まれた赤ん坊を、リサは恐々と受け取る。

　ふわりと軽いようでずしりと重い、確かな生命。絶対に落とさぬようにと腕の中に深く抱いた。すると今までぐずっていた赤ん坊が徐々に大人しくなっていき、あれよあれよという間に寝息を立て始める。

















「わ、わ……ね、寝ちゃいました」

「む。私のときは機嫌が直らなかったのに」

　嫉妬か、と横でフィオが笑った。

「いやいや嬉うれしいさ。私の息子はリサを家族と認めたわけだ」

　──セシリーさんはすぐにそういうことを言う。

　すぐにそうやって自分の涙腺を刺激する。

「……男の子、なんですね」

「ああ」

「でも髪がちょっと赤みがかっていて、鼻も……セシリーさん似ですね」

「リサもそう思うか。うーん、私似だとちょっと将来が心配だな」

「そうですね。きっといろいろ無む茶ちやしますよ」

　すやすやと眠る赤ん坊の上で、ぼそぼそと囁ささやきを交わす。

　それだけのことで不思議に満ち足りる。

　──なんて幸せなんだろう。

　幸せすぎて怖いくらい。ああ、とリサは震える息を吐いた。

　ありがとう、とセシリーが礼を述べる。

「今日はみっともないところを見せてしまった。リサもフィオも、最後まで付き合ってくれてありがとう」

　こちらこそありがとうを言いたい気分だ。

　フィオがからかうように口にする。

「さすがに『ヴァルバニルと戦ったときの怪け我がより痛い』は笑ったな」

「いや、笑いごとじゃなかったぞ……次はパティの番か。ちょっと心配だよ」

「そうだな。セシリーの絶叫を聞いて卒倒していたし」

「本当か？　なんだか悪いことをした……」

「ま、個人差あるしな。不安なら経験者のセシリーが支えてやればいいさ」

「うん。それはもちろん」

「ついでにあたいのときも頼むぜ」

「ああ、もちろ──」

　セシリーがはたと言葉を切る。

　赤ん坊の寝顔を見つめて悦に入っていたリサも「……え？」と顔を上げた。

「フィオ？　それは一体どういう意味……」

「おいおい、察しが悪くて困るな。アトキンズ家は代々キャンベル家に仕えてきた家系だぜ。その仕える先の当主様が子どもを産んだということは、だ」

　フィオは己の腹の上に手を当て、にっと笑った。

「あたいにも跡取りが必要ってことだろう？」
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　第一子となる息子は『コーネリアス・キャンベル』と名付けられた。

　セシリーとルークは以前より、自分たちの子に限らずこれから何代も続くであろう子孫たちに『キャンベル』と『エインズワース』、どちらの姓を継がせていくべきか話し合っていたらしい。結果的にふたりが決めたのは前者だった。

　リサが理由を訊きくと、ルークが教えてくれた。

「エインズワース家と刀鍛冶ブラツクスミスの技術は切っても切れないものだ。エインズワースの姓を名乗るということは刀鍛冶として生きるということでもある。……俺おれは選んでほしいんだ」

「選ぶ……」

「“〝アリアを救う”〟なんて使命は、言ってしまえば俺やセシリーのわがままに過ぎない。そんなことをしなくてもヴァルバニルの封印は保たれるし、第一、俺たちの子孫にとってアリアは赤の他人も同然だ。思い入れのない相手を救えと言われても寝耳に水だろう。もちろんできることなら使命を継いでほしいが、いずれにせよ無む理り強じいでは駄目なんだ。大した覚悟もなしに、強制されて聖剣が打てるとは思えない。だからこそ自分の意志で選んでほしい。そして俺たちの子孫の誰だれかが先祖のわがままに応えてくれるというのなら……使命を背負ってくれるというのなら、エインズワースの姓はそいつに継がせたい」

「姓名をキャンベルのほうにしたのは、そのためなんですね」

「ああ。キャンベル家にはエインズワース家のようなしがらみがない。騎士を目指すのも刀鍛冶を目指すのも、それら以外の何かを目指すのも本人の自由だ」

　ひょっとしたら──

「だからリサ。いつかお前に弟子入りしたいという奴やつが現れたら」

　ルークはこのときすでに、予感していたのかもしれない。

「そのときは徹底的にしごいてやってくれ。頼んだぞ」

　己の寿命が目前にまで迫っていたことを。





　コーネリアスを出産した翌年、セシリーはふたり目の子どもを授かった。

　こちらも前回と同じく大変な難産だったが、無事に生まれてくれた。今度はルークの面影がある女の子。彼女には『ロレッタ・キャンベル』という名前が与えられた。

　また同時期、海賊組織との対立は後手に回っていた。

　新大陸から海賊の対策指南や航海に関する技術提供などを受けてはいたものの、こちらの大陸の海戦経験はまだ浅い。大海原に打って出て海賊と戦うだけの力は育っておらず、むしろ相手から奇襲を受ける例がほとんどだった。海賊による被害は大陸中で絶えず報告され、各国家はとにもかくにも自国の海港を防衛することに専念せざるを得なかった。

　一方、独立交易都市は近隣国家の海港に自衛騎士団を派遣し、防衛に協力。セシリーも妊娠期や出産の直後などを除き、積極的に派遣に参加するようにしていた。

　そして──

　この頃すでに、ルークの身体からだは限界を迎えていた。





　その日はよく青空が見渡せた。

　時節は春の最中。空気は暖かく、青々とした芝が爽やかに風に揺れる。

　工房アトリエ『リーザ』である。

　屋外に並べられた卓と椅子。リサはルークやセシリーとともにその卓を囲んでいた。

　彼ら夫婦の腕の中には、一歳を過ぎたコーネリアスと先日生まれたばかりのロレッタがいる。コーネリアスはルークの右腕に支えられながら、彼の膝ひざの上に腰かけて灰はい被かぶりの森のほうを不思議そうに見つめていた。妹のロレッタはぽかぽかとした春の陽気に、セシリーの腕に抱きかかえられながらすっかり寝入っている。

　ロレッタの小さな身体を左右にゆっくりと揺らしつつ、セシリーが呟つぶやく。

「ここに来るのは久しぶりかもしれない」

「アレ、そうでしたっけ？」

「うん。今はルークもリサも同じ屋根の下で暮らしているからな。気が付けば工房まで足を延ばすことも少なくなっていた」

　もう二、三年も前からのことになるが──“〝新婚旅行と慰安旅行を兼ねた隕いん鉄てつ探し”〟に区切りをつけて都市に戻って以来、リサとルークは、キャンベル家の人々の勧めによって彼らの屋敷に移り住んでいた。リサは鍛か冶じ仕事のために工房に通う傍かたわら、居候先であるキャンベル家の家事全般を手伝うようになり、セシリーとフィオが出産をしてからは子どもたちの乳母役を買って出ることもあった。

　肝心の隕鉄については、少女王ゼノビアが『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』の名を使って大陸の各地に呼びかけてくれた。そのおかげもあって様々な地方から行商人が定期的に隕鉄を届けてくれるようになっている。

　ただし当初は比較的安価で買い取ることができた隕鉄は、いつからかその特殊性と希少性が人々の間に伝え広まり、最近値が上がりつつあるのが悩みどころである。

「どうせならミルドレッドさんもお誘いしたかったですね」

「お義か母あ様さまはロレッタの出産を見届けたらすぐにまた旅立ってしまったからな。本当はとても忙しいのに、私の出産が近付くと必ず駆けつけてくれるから頭が上がらないよ」

　リサたちと同様、ミルドレッドにも同居の話は持ちかけられていた。

　しかしあいにくと彼女は多忙の身だ。ここ数年はずっと新大陸側の人々に付き添い、大陸の各海港を巡って海賊対策の指導を行っている。

　それでも都市の近辺を通りかかる際は顔を出してくれるし、セシリーが臨月に入るときには欠かさず現れて皆を仕切ってくれた。

「本当に立派なお母さんですね、ルーク」

「その分、実の息子のほうは放ほったらかしだがな」

「おや。寂しいのですか」

「馬鹿を言うな」

　ルークは顔をしかめて悪態をつく──けれど。

　はたと何かを思い出したように膝ひざの上の息子に視線を落とし、言い直した。

「いや……確かに寂しいのかもしれない」

　苦笑いを浮かべて。

「最期に一度、会っておきたかった」

　リサは何も言わなかった。言えなかった。

　だってその兆候はとうとう目に見える形で出てしまっている。痩せこけた頬ほお、白み始めた頭髪、筋肉が落ちて細くなった右腕、皺しわの増えた顔──ルークの容姿はこの一年のうちに急激に老け込み、周囲の人間に彼の寿命が近いことを知らせていた。

　でも本人の口からそのことを告げられるのは、今日が初めてのことだった。

「悪いな──セシリー、リサ」

　実のところ、こうして皆で散歩に繰り出したのもルークが誘ったからで。

　だからリサは、彼が次に述べるであろう言葉をおおよそわかっていた。

「俺おれはもうすぐ死ぬ」

「嫌だ」

　真っ先に反発したのはセシリーだ。

　夫の目を見つめ、きっぱりとそれを伝える。

「死んだら赦ゆるさない」

「そう言われてもな。こればっかりはどうにもならない」

　セシリーはけれど「嫌だ」と駄だ々だっ子こみたいに繰り返した。

「あなたは『生き長らえてやる』と言った」

「これでももったほうだろう？」

「足りない。……全然、足りないよ」

　声が力を失い、湿り気を帯びる。そのとき顔を伏せる母親に気付いて、コーネリアスがそちらへ這はおうとした。ルークは膝ひざの上から滑り落ちそうになる息子を慌てて押さえる。

「……もう。何をやっているんだ」

　思わずといったように小さく笑ったセシリーは、ロレッタの身体からだを片腕に抱え直し、空いた半身をルークのほうに差し出した。ルークは促されるまま、そこにコーネリアスの身体を預ける。

「まー」

「ありがとうコーネリアス。お母さんは大丈夫だよ」

　セシリーは微笑ほほえみ、息子が精一杯腕を伸ばして頬ほおに触れてくるのに任せた。そんな母子を前に、ルークは空っぽになった手で決まりが悪そうに後頭部をかいている。

　そこへ斬り込むように、リサは口を開いた。

「私も嫌です」

　お前もか、とルークがうめく。

「ルークには教えてほしいことがまだまだたくさんあります」

「ない。鍛か冶じの技術については俺おれの知り得るすべてを教えたつもりだ。研けん鑽さんを積み続ければ、お前は遠からず俺を超える」

「ではそれを見届けてください」

　──ああ、ダメ。

　視界がにじむのを、止められない。

「これからも共に失い続けてください」

　すぐ目の前にいるはずのルークの輪郭が歪ゆがむ。このまま彼を見失ってしまうような気がしてたまらなくなり、リサは右目からこぼれる涙を手の甲でごしごしと拭った。

「……前から訊きいておきたかったことがある」

「え？」

　目の上から手を避よけると、そこには元の輪郭を取り戻したルークがいる。

「俺はお前に背負わせてしまってはいないか」

　訊かれた意味がわからず、リサは首を傾かしげた。

　彼は構わず続ける。

「自分で“〝アリアを救う”〟なんて大層な使命を掲げたくせに、俺は自分自身の手でそれを果たすことができない。かといってコーネリアスやロレッタが、俺の子孫たちが代わりに果たしてくれるとも限らない。俺は何もかもお前に押しつけて手前勝手に逝くんだ。だからその前に訊いておきたかった。俺はお前に背負わせてしまってはいないか。俺がここに残していく工房アトリエ『リーザ』は、エインズワース家の名はお前にとって重荷になって──」

「…………呆あきれました」

　これ以上聞いていられなくて、リサはルークの言葉を遮った。

　コーネリアスやロレッタがいなければ卓を叩たたいて立ち上がっていたところだ。

「呆あきれ果はてました。私を見くびるにもほどがあります」

　こちらの剣けん幕まくに、ルークが気まずそうな表情で身体からだを引く。

「見くびったつもりは」

「いいえ見くびってます、馬鹿にしてます、虚こ仮けにしてます。いいですか？　全部、私の意志です。一番弟子としてルークの後を継ぐことも、聖剣を打ってアリアさんを救うことも、未来のいつかにルークとセシリーさんの血を引く子孫たちに刀鍛冶ブラツクスミスの技術を伝えていくことも、全部全部、私がやりたいことです。背負わせる？　重荷？　冗談も大概にしてください。これは私が私の意志で選んだ私の生き方です。今さらルークがやめろと言ってもやめません──そんなことくらい訊きかなくてもわかっていてくださいよ！」

　一気にまくし立てたせいで息が上がっていた。ロレッタを起こさずに済んだことが奇跡に思える。見れば、彼女は何事もなかったように眠り続けていた。

「す、すまん」

「謝ったって赦ゆるしません！」

「赦してくれ。お前には形見を遺のこすから」

　出し抜けに言われ、口を噤つぐむ。

　──形見？

　ルークは自分の左目を指差した。

　左眼球に擬態した『魔眼』を。

「俺おれが死んだら、こいつをお前に譲る」

「……ッ、え、縁起でもありません！」

「もらってほしい。俺の最初で最後の弟子に」

　──ひどい、ずるい、ひどい！

　そんなことを言われてしまったら、断れるわけがない。

　涙を我慢できるわけがない。

「まったく……思えばルークはリサを泣かせてばかりだな」

　不意にセシリーがリサの膝ひざの上にコーネリアスを載せてきた。

　コーネリアスは先ほど母親にしていたように、優しく頬ほおを撫なでて慰めてくれる。

　うつむいて涙を隠している間、ルークとセシリーの会話が聞こえた。

「もっともだが、いつも泣かせようとして泣かせているわけじゃない」

「だとしたらなおさら質たちが悪い。……ねえ、ルーク」

「ん」

「私は長生きするよ？」

「……ああ」

「だからあなたが先に死んでも、わたしがそこに行くまでは時間がかかる」

「そうなるな」

「それが嫌だったら一日でも長く生きること」

「嫌だったら？」

「嫌だったら」

「……困ったな。嫌だぞ」

「じゃあ決まりだ」

「無む茶ちやを言うな」

「無茶じゃないさ。あなたは私のことを愛しているんだろう？　もちろん私だけじゃない、コーネリアスやロレッタのことも。ならばできる」

　それに、と続く。

「私もあなたのことをずっと愛し続けるから」

　リサが顔を上げたのは、このとき。

　ルークを見つめるセシリーは満面の笑みを浮かべていた。

　己の言葉に揺るぎない自信を持ち、そのことを誇るように。

「だから私のわがままを聞いておくれ」

「……わかったよ。降参だ」

　嘆息交じりに言うルークに、ん、とセシリーは片手を差し伸べる。

　ふたりは契約を交わすみたいに手をつなぐ。

「約束する？」

「ああ。約束する」

「愛してる？」

「……ああ」

「ちゃんと言葉にして」

「愛してる」

　リサはぎゅっとコーネリアスの身体からだを抱き締めた。

　どうか、とすがるように祈る。何かに。

　──どうかルークに少しでも多くの時間をください。

　それくらいしか、今の自分にできることはなかったから。





　ルークが亡くなったのはこの半月後。

　寝台で眠るように息を引き取っていたのを、朝、横で寝ていたセシリーが見つけた。





　彼の訃ふ報ほうはすぐさま都市中に伝わった。

　本来であればしめやかに行われるはずの葬儀は、しかし何かの祭りのように大きな騒ぎとなった。市内の彼あ方ち此こ方ちから市民たちがキャンベル家の屋敷に詰めかけ、大陸を救ったひとりの男──『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』の死を悼んだためだ。

　無論、ルークと普段から親交のあった人々もそこに集まっていた。

　男泣きするハンニバル、天を仰ぐヒューゴー、うつむいて拳を握るユーイン、両手で顔を覆うパティとそれを胸に抱くレジナルド、茫ぼう然ぜんと立ちすくむヘイゼル、壁に背を預けたまま動かないヒルダ、きょとんとしているコーネリアスとロレッタのそばに跪ひざまずいて祈りを捧ささげ続けるルーシー、葬儀の手配をしながら何度もため息をつくフィオ、転がり込むように屋敷に現れ、眠る我が子にすがりつくミルドレッド──

　一方、セシリーは涙ひとつ見せずに葬儀の場を取り仕切った。

　リサもまた、彼女の隣でそれを助けた。





　ルークの遺体が六番街の共同墓地に埋葬され、葬儀がひと段落した後。

　リサはセシリーから、ルークが遺のこした形見を渡された。

　眼帯を外し、セシリーの目の前でその『魔眼』を空っぽの左眼がん窩かにはめる。

　それまでルークの眼球の形に擬態していた悪魔は眼窩内で暴れ狂い、新たな宿主に適合するよう形を整えていく。その激痛に涙しながら、リサはひっそりと理解した。

　自分がこれからたくさんの生命が生まれる瞬間に立ち会っていくように──

　自分はこれからたくさんの生命が死ぬ瞬間に立ち会っていくのだと。



　　　　　３



　あれから十四年が経たった。

「リサさん！　あたしもそろそろ刀を打ちたいです！」

「駄目です」

「即答！　つれない！」

　工房アトリエ『リーザ』、その鍛か冶じ場ば。

　リサが刀の手入れをする横で、黒目黒髪の少女が地べたに胡坐あぐらをかき、不ふ貞て腐くされたように頬ほおを膨らませている。少女の格好はリサと同じ作業着姿。

　ロレッタ・エインズワース、十五歳。

　近頃とみに目鼻立ちが父親に似てきた彼女は、何を隠そうリサの一番弟子である。

「あたしがリサさんのところに弟子入りしてから一年になるんですよ？」

「もう一年ですか。あっという間ですねぇ」

「何を呑のん気きなことを！　とんでもなく長かったです！」

　ロレッタはばんばんと床を叩たたいて悲鳴のように叫ぶ。

「この一年、基礎練習と雑用ばかりやらされてきました！　特に朝から晩まで向むこう鎚づちの素振りをやらされたときは死ぬかと思いました！　でもやりきりました！　そろそろ刀鍛冶ブラツクスミスの本職というヤツを──刀の鍛錬をやらせてくれてもいいんじゃないでしょうか!?」

　そうは言いますが、とリサは嘆息した。

「私はルークに刀を打たせてもらうまで三年かかりましたよ」

「我が父親のことながら末恐ろしい事実です！」

「ルークからは『弟子ができたら徹底的にしごいてやってくれ』と仰せつかっています」

「我が父親のことながら末恐ろしい遺言です！」

　父と娘。容姿は似ていても性格はまったくの正反対。

　リサは今でこそ慣れたものの、ルークと似た顔で、しかし彼とは違って姦かしましく迫ってくるロレッタに最初の頃は戸惑うことが多かった。

「とにかく今はひたすらに修練あるのみ。私が刀の鍛錬を教えるのは、少なくともあなたが向鎚を上手に扱えるようになってからです」

「もう向鎚はイヤー！」

「……ロレッタ。またリサさんを困らせているのか」

　呆あきれたような声。ロレッタとともに振り返ると、鍛か冶じ場ばの入り口に少年が立っていた。

　赤みがかった黒髪に薄紅の瞳。装いは自衛騎士団の制服。

　コーネリアス・キャンベル、十六歳。

　近頃とみに目鼻立ちが母親に似てきた彼は、独立交易都市の自衛騎士団に所属する団員のひとりだ。腰には片手用の直剣──団員に支給される得物を帯びている。

　所属はセシリーと同じ三番街。幼い頃から母親の戦う背中を見てきた故ゆえか、コーネリアスは誰だれに勧められたわけでもなく当然のように自衛騎士団への入団を決めた。

　妹は兄に向かって感情的に訴えかける。

「兄貴、そりゃ文句のひとつやふたつも出るさ。刀鍛冶の弟子なのに、肝心の刀をいつまで経たっても打たせてもらえないんだよ？　毎日向鎚の素振りばかりで、なんだかあたし、刀鍛冶を目指してるんだか筋肉を鍛えてるんだかわかんなくなってきたよ！」

「得てして基礎とはそういうものだ」

　兄は理性的に妹を諭し始める。

「何もお前だけに限った話じゃない。僕も自衛騎士団に入ってからは一年以上になるが、先輩のヘイゼルさんからは未いまだに新人扱いだ。模擬訓練では立てなくなるまで徹底的に痛めつけられるし、重要な任務にもなかなか就かせてもらえない。でもそれはすべて僕が未熟であるためだ。一人前と認めてもらうにはもっと腕を磨く必要がある。ロレッタ、基礎を怠るな。修練を積め。大義とは日々の積み重ねがあって初めて成る」

「……兄貴に愚痴ったのが間違いだった」

「？　何な故ぜ」

「兄貴は真面目まじめすぎるの！」

「この性格は母上譲りだとよく言われるぞ」

「マザコン！　どうせ今のもお母さんの受け売りでしょ!?」

「そ、そんなことはない！」

　またですか、とリサは疲れを覚えた。

　この兄妹きようだいは日頃から喧けん嘩かが絶えない。顔を突き合わせる度に言い争いを始める始末。やはり血筋なのか、その喧けん嘩かっ早ぱやさは出会ったばかりのルークとセシリーを彷ほう彿ふつとさせる。

　──喧嘩の内容は全然違いますけどね。

「ちょっとふたりともいい加減に……」

　リサは見かねて止めに入るが、コーネリアスとロレッタは耳を貸さない。

「大体そういうロレッタは不真面目すぎるんだ」

「兄貴の頭が固すぎなのよ」

「僕たちは誇り高きキャンベル家の人間なんだぞ。お前はその自覚が足りない」

「残念でしたー！　あたしは今やエインズワース家の人間です！」

「屁へ理り屈くつを──」

「セシリーさんに言いつけますよ？」

　ぴたりと口論が止まった。母が激怒したときの恐ろしさはコーネリアスもロレッタもよく知っている。彼らが咄とつ嗟さに口を噤つぐんだのも、反射的にそれを思い出したからだろう。

　しかしそれでもふたりは仏頂面で睨にらみ合いを続けている。

　リサは「前から何度も言っていますが」と辛抱強く述べた。

「セシリーさんは現在あちらの大陸に出張中です。長年続いてきた海賊組織との対立に区切りを着けるため、本格的な戦いが行われるそうです。こちらに戻ってくるのには少し時間がかかってしまうでしょう。その間、私はあなたたち兄妹の成長を見守るよう頼まれています。つまり私には責任があるというわけです」

　ロレッタ、と弟子を見やる。

「あなたは近道をしたがる癖があります。もっと肩かた肘ひじを張れ、なんて言うつもりはありませんが、せめてもうちょっとしっかり鍛か冶じというものに向き合ってください。真剣に向き合ったなら、今あなたがやっている基礎練習や雑用の大切さが見えてくるはずです」

「……ハイ」

　コーネリアス、と今度は兄のほうを見やる。

「確かにあなたは真面目まじめすぎるきらいがあります。真面目がいけない、というわけではないですよ。でもそれにこだわるあまり視野が狭まってしまうのは勿もつ体たいないと思うんです。時々はゆとりと優しさを意識すること。そうすればあなたの世界はもっと広がります」

「……はい」

　しゅん、と肩を落とす兄妹きようだい。

　──言った直後は反省してくれるのですが。

　リサは場の空気を切り替えるためにぱんぱんと手を叩たたいた。

「気分が落ち込んだときこそ身体からだを動かしましょう。反省も大事ですがそれにばかり囚とらわれてしまうのも不健康です。元気はあるに越したことありません。で、コーネリアス？」

「は、はい」

「何か用事があって鍛冶場ここに来たのではないですか？　というかあなたは群集列国に遠征中ではありませんでしたっけ。今日戻ってきたんですか？」

「……そうでした！」

　何か思い出したらしいコーネリアスは、慌てて鍛か冶じ場ばの外に声をかけた。

「いいよ。入っておいで」

　リサは首を傾かしげる。

「お客さんですか？」

「はい。実はリサさんに折り入ってご相談がありまして」

　そうしている間に──客らしき人物が鍛冶場の入り口に頭を覗のぞかせた。

　見たところ十歳にも満たない、女の子だ。

　くすんだ灰色の髪に色白の肌。小柄な身体に真新しいワンピースをまとい、怯おびえたように肩をすくめている。こちらの様子を窺うかがう眼まな差ざしには不安の色が濃く表れていた。

「兄貴、この子は？」

「遠征先で拾った孤児だ」

　目を丸くするロレッタを捨て置き、コーネリアスはこちらに振り返った。

「しばらくの間、彼女をキャンベル家の屋敷で保護したいと思っています」





　リディア。それが少女の名前だった。

「現在海賊組織の主な勢力はあちらの大陸に移動していますが、いくつかの小規模な組織については未いまだこちらの大陸で略奪を行っています。今回の遠征は群集列国のある港町からの応援要請で……あ、はい。海賊は問題なく追い返すことができました。遠征も無事に終わり、引き揚げようとしていたときに出会ったのがこの子だったんです」

　昔、群集列国には奴隷制度が横行する小国家──“〝奴隷国家”〟が少なくなかった。

　しかしヴァルバニルの再封印、新大陸国家との国交などを契機に、大陸全体に協調が求められる風向きが生まれた。奴隷国家は、ヴァルバニルを巡る騒動を起こした帝政列集国に積極的に与くみしていた経緯がある。故ゆえに大陸の協調を妨げるものとして批判を受け、徐々に衰退の一途をたどった。……ただしこれにより新たな問題が起きてしまった。

　奴隷制度の瓦解により自由を得た“〝元奴隷”〟たちが、難民化したのだ。

　自国を維持するための制度を失った小国家に、元奴隷たちの衣食住を保証するだけの余力があるはずがない。いくらか周辺国家が受け皿になったものの、それでも彼らのすべてを保護することは叶かなわなかった。

　この難民問題は今なお続いており、近年は群集列国のそこいら中で、元奴隷たちやその次世代となる者たちの姿がしばしば見られるようになっていた。

　リディアもそうした孤児のひとりだった。

「彼女は突然僕の手を掴つかんできました。最初は食べ物でも乞うているのかとも思ったんですが、そういうわけでもなさそうで……とにかく言葉もなく腕にしがみついてきて、何をどう諭しても離れてくれなかったんです」

　コーネリアスが困っていたところ、同じ遠征に参加していた先輩団員のヘイゼル・キンバリーに言われたらしい。せっかくだから連れて行ってあげたら？──と。

『孤児のひとりひとりをいちいち救っていたらキリがないけどさ。でもどうしてかその子はコーネリアスくんと離れたくないらしいじゃない？　これも何かの縁かもしれないよ。里親探すくらいだったら私がやるし、一いつ旦たん都市に連れていってあげたらどうかな』

　このときのヘイゼルの気持ちを、リサはなんとなく察することができた。

　前に本人の口から聞いたことがあったのだ。群集列国の孤児のことで胸を痛めていること、彼らをどうにかしてやりたいけどどうにもできなくて、もどかしく思っていること。

　ヘイゼルはたぶん、後輩の団員にすがりつく少女を放っておけなかったのだろう。

「あのときどうして、あんなにも必死で僕の腕にしがみついてきたのか、未いまだにリディアは理由を話してくれません。自分の名前や、親を少し前に亡くしていることは教えてくれたんですが……とにかくリディアを都市まで連れてきたのはそういうわけです。ヘイゼルさんが里親を探してくれるそうなので、それまで彼女はキャンベル家の屋敷で保護したいと思っています。で、リサさんにはその許可をもらいたくて」

「え？」

　リサはびっくりして目を瞬いた。

「ど、どうして私の許可がいるんですか？」

「あれ、母上から聞いてなかったんですか？　母上が留守の間、キャンベル家に係かかわる事柄の決定はすべてリサさんに託すように、と言われているんです」

「それこそどうしてですよ、セシリーさん……。大体そういうのは普通、コーネリアスが代行することなんじゃないですか？　キャンベル家の次代当主であるあなたが──」

　するとコーネリアスは暗い顔になった。思い出して落ち込んだように。

「僕にはまだ早い、と言われてしまいました」

「……そう、ですか」

　できることならここは、リディアと同じ群集列国の出身であるヒルダにも意見を求めたいところだったが──残念ながら彼女は現在、セシリーとともにあちらの大陸にいる。

　ともあれ、リサにリディアを拒む理由など一個もない。

「リディアさん」

　呼ぶと、コーネリアスの脚の後ろから少女が頭を覗のぞかせる。

　リサは彼女の視線の高さまで膝ひざを折り、にっこりと微笑ほほえみかけた。

「私はリサと言います。仲良くしてくださいね」





　事情を聞くと、キャンベル家の人々はふたつ返事で了承した。

　リディアを迎え入れる初日ということもあり、フィオは腕によりをかけて御ご馳ち走そうを作ってやった。フィオの娘であるメイ・アトキンズはリディアの汚れた身体からだを隅々まで洗ってあげ、ルーシーは彼女がよく眠れるようにと添い寝をした。

　恐らく孤児であるリディアにとっては何もかもが初めて体験することだっただろう。彼女はこの日、フィオの手料理を一口味わっただけでむせび泣き、メイにぴかぴかにしてもらった肌を宝物でも眺めるように何度も見返し、「一緒に寝ましょう？」とルーシーが差し出した手をためらいがちに取り──また涙をこぼした。

　始めのうちはやはり喜びよりも戸惑いが先立ち、おどおどしたり急に泣き出したりと情緒が安定しないようだった。

　それでもリディアは時間をかけてゆっくりとキャンベル家の空気に馴な染じんでいき、屋敷に来て数日が経過する頃には、時折でも笑顔を見せてくれるようになった。もっとも自分に与えられる好意にはまだまだ遠慮がちではあったけれど。

　警戒心が薄れてからのリディアは、堰せきを切ったみたいに言葉を発するようになった。

　これは何？　あれの名前は？

　それは何に使うの？　どうやって使うの？

　何をしてるの？　ここで見ててもいい？

　興味や疑問が湧わいた先から質問攻めにしてくる。正確な年齢は本人にもわからないらしいが、見た目通りならばリディアはまだ十歳にもなっていないはずで、要するに彼女は年相応に好奇心が旺おう盛せいな子どもなのだ。

　リサたちはリディアの問いにひとつひとつ丁寧に答えてやった。答えを知ることもそうだが、何より彼女は会話そのものを楽しんでいる節があったから。





　リディアは基本、コーネリアスにべったりである。

　コーネリアスが屋敷にいる間は常にその後ろをちょこちょことついていく。さりとて無邪気にまとわりついて彼のやることを邪魔するような真ま似ねは絶対にしない。彼が読書をしていれば大人しくその横に座って絵本を読むし、彼が誰だれかと話に夢中になっているときは何も言わずに姿を消す。

　無理に添い寝をせがむこともしない。その代わりに早朝、コーネリアスが自衛騎士団の仕事に出かけるときはどんなに眠くても必ず起き出して「いってらっしゃい」と見送る。ちょっぴり寂しそうな目をしながら。

　出会ったときの話といい、リディアにはコーネリアスに対して何かしら特別な想おもいがあるようだった。そのわけがわからないコーネリアスは困惑気味だったが、だからといってリディアのことを邪険に扱ったりはしない。暇さえあれば相手をしてあげていたし、新しい妹ができたみたいだと嬉うれしそうでもあった。





　そんなある日の朝。

　リサとロレッタが工房アトリエに出かける準備をしていたところ。

「え？　あたしたちについていきたいって？」

「じゃまじゃ、なかったら……」

　恐々と同行を申し出てきたリディアに、リサとロレッタは顔を見合わせる。

　──鍛か冶じを見学したい、ということでしょうか？

　リサはにっこりと笑って彼女に答えた。

「もちろん邪魔じゃないですよ。でも鍛冶場には鎚つちとか刃物とか、危ない物がたくさんあります。だからリディアは絶対絶対、勝手に触っちゃダメです。約束できますか？」

「うん。やくそくする」

「いい返事です。では一緒に行きましょう」

　しかし──

　工房に着いてからのリディアはどうにも様子が変だった。

　リサが前もって伝えていた通り、鍛冶場には鍛冶道具や鍛錬途中の刃物などが其そ処こ彼処かしこに溢あふれている。いつものリディアならばすぐにでも好奇心を発揮して質問攻めを始めるところであり、事実、鍛か冶じ場ばに足を踏み入れた瞬間から、彼女の瞳は宝の山を前にしたように著しく輝いていた──にもかかわらず、何も訊きいてこない。

　関心は明らかに鍛冶道具や玉たま鋼はがねなどに向いているのだが、それをぐっと我慢するように膝ひざの上で拳を作っている。そしてひどくそわそわと落ち着かない様子で、何やらロレッタのほうをちらちらと窺うかがっていた。

　どうしたのかな、とリサが首を捻ひねっていると、当のロレッタがその視線に気付いた。

「ん、リディア？　どうかしたの？」

「ぁ……えっと、きいてもいいのかな、って……」

「えぇ？　何を今さら遠慮してるのさ。じゃんじゃん訊いてよ。何でも答えるよ」

　何でも答えるよ。早くしないとその言葉の効果が切れてしまう、とでも言うように、リディアはせかせかとした口調でロレッタに訊たずねた。

「ロレッタおねえちゃんはコーネリアスおにいちゃんと仲がわるいの？」

「…………へ？」

　目を丸くするロレッタ。完全に意表を突かれたらしい。

「きのう、ケンカしてた」

「あ、あぁ……見られちゃってたのか。ごめんごめん、心配させちゃった？　昨日はたまたまね、ちょっと言い合っちゃっただけだから」

「おとといも、してた」

「うぐ……そ、そうなんだよ。あれはいつものことなの。食う、寝る、喧けん嘩かする、みたいな……ね？　全然大したことじゃないから」

「どうしていつもケンカするの？」

「い、いやー、兄貴とは相性が悪いというか何というか」

「私もそれ、気になりますね」

「リサさん!?」

　ロレッタはまるで後ろから刺されたみたいな、裏返った声をあげる。

「だってあなたたち、喧嘩しすぎなんです。単純に仲が悪い……というよりは、あなたのほうが一方的にコーネリアスに苛いら立だっているような、そんな感じが見受けられます」

「……」

「昔はもっと仲が良かったはずです。つい二、三年前までは」

　視線を逸そらすロレッタを逃すまいと、リサはじっと見据えた。

　リディアがおろおろと自分たちを見ている。彼女には悪いが、いい機会なので訊かせてもらうことにした。以前から薄々察しつつもあえて取とり沙ざ汰たしなかったことを。

「一年前です。コーネリアスが自衛騎士団に入り、ロレッタが私のところに弟子入りしてから──あなたたち兄妹きようだいの関係はこじれてきたように思います。ひょっとして原因はそこにあるのではないですか？」

「ご、ごめんなさい！」

　謝罪の声は、ロレッタのものではなかった。

　リディアが謝りながらリサの胸の中に飛び込んできたのだ。

「わたしがわるいの！　おねえちゃんをおこらないで──」

　自分が余計なことを言ったからリサが怒った、と彼女は取ってしまったのだろう。

　違いますよ、とリサは幼い少女の頭に手を載せる。

「あなたは何も悪いことをしていないし、私も怒っているわけじゃありません。ただ知りたいんですよ。自分の弟子の本音を。……ね、ロレッタ？」

「あーもうッ、わかりましたよ！　白状しますよ！」

　ロレッタはどっかりと地べたに腰を下ろして胡坐あぐらをかいた。

「いいんですね!?　言っちゃいますよ!?」

「ハイ。ぶっちゃけ刀鍛冶ブラツクスミスになりたいわけじゃなかった、と言われても平気です」

「言っちゃったよ！　あたしじゃなくてリサさんが！」

　自や棄け気ぎ味みに叫んでいた彼女は、しかし急激に語勢を落とした。

「…………気付いてたんですか」

「なんとなく、ですよ。あなたが鍛か冶じに対して本気でないのは見ていてわかったので、もしかしたらそうなのかなと」

　腕の中からリディアが不安そうな顔でこちらを見上げてくる。大丈夫なの？　と問うてくるように。リサは微笑ほほえみ、彼女の心配を取り除くようにその額を優しく撫なでてやった。

「どうしたらロレッタが本気になってくれるのか、ずっと考えていました。だから今までいろいろな説教をしてきましたけど……やっぱり根本的なところがわからなくて、あなたの本気を引き出すことができなかった。だから教えてください、ロレッタ。あなたが本当になりたかったものは何？」

　ロレッタはうつむけていた面を上げて答える。

「騎士」

　刹せつ那な──

　リサの瞳に、彼女と彼女の母親の顔が重なって映った。

「あたしは自衛騎士団に入って、この都市を守る人間になりたかった」

　ああ、とリサは他のふたりにも覚さとられぬようにこっそりと嘆息する。

「でも兄貴に先を越されて、あたしは刀鍛冶になるしかなくなった」

　すべてわかってしまったから、ため息をつかざるを得ない。

　とどのつまり──

「私を独りぼっちにさせないために、あなたは私の弟子になってくれたんですね？」

　ロレッタは声もなく、はらはらと涙をこぼしていた。

　リディアがリサの胸を飛び出してロレッタの肩に取りすがる。なかないでおねえちゃん、と頬ほおに伸ばされる小さな手。それを握り返したロレッタは、ようやく嗚お咽えつを漏らし始めた。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　首を横に振る。ロレッタが謝る必要なんてひとつもない。何な故ぜなら実際、リサは彼女のおかげで救われていたのだ。

　弟子がいなかったこの十数年、満足に鍛錬に打ち込むことができなかった。年に数回、定期的な技術交換と称して軍国の聖剣師に来てもらい、彼らとともに何本か刀を打つのが精々で、後は鉄てつ屑くずを材料に刃物や金物を造り、それらを売ることで生計を立てていた。

　玉たま鋼はがねや隕いん鉄てつの在庫だけがただただ増えていく。何も成すことのできない虚むなしさを象徴するように。

　けれどロレッタが弟子に来てくれたおかげで、止まっていた時間が動き出したように感じていた。たとえその弟子入りの真実が同情に端を発していたのだとしても──赤ん坊の頃から自分の世話を焼いてくれた乳リ母サへの恩義によるものだったとしても。

　リサは彼女と過ごしたこの一年、確かに救われていた。

　──都市を守る、か。

「“〝すべてを救う”〟。セシリーさんが口癖のように言っていましたね」

　涙を流しながらも、ロレッタは頷うなずく。

「兄貴だけじゃない。あたしも……お母さんのようになりたかった」

「では私から、ひとつだけ提案させてもらってもいいですか？」

　騎士になりたいのならば騎士になればいい。

　そう伝えることは、果たしてロレッタにとって最善のことなのだろうか。

　ロレッタは一度“〝刀鍛冶ブラツクスミス”〟という職を選んでしまった。その過去に折り合いをつけて新たに騎士として歩き出すことが、彼女にできるだろうか──できるのだろう。だって彼女には何より手本になる人物がついている。きっと立派な騎士になってくれるだろう。

　でもリサはあえて、騎士とは別の、もうひとつの道を彼女に提示したい。

　打算込みと言われようが構わない。だってロレッタ・キャンベルは。

　──私にとって初めての弟子なのですから。

「最強の刀鍛冶になる、というのはいかがでしょうか」

　へ？　とロレッタが気の抜けた声をあげた。

「……それは……刀鍛冶の道を極める、という……？」

「もちろんそういう意味も含んでいますが」

　リサはくすりと笑って、

「ここで言っているのは“〝とっても強い刀鍛冶”〟という意味です」

「とっても強い……？」

　まだ意図が伝わらないらしく、ロレッタは首を斜めに傾かしげる。その横ではリディアが彼女の仕し種ぐさを真ま似ねて同じ角度に首を倒していた。

「そうですね。具体的な例を見せたいところですが──」

「おはようございます」

　と、折よく鍛か冶じ場ばを訪れたのはコーネリアス。

「これ、リディアの分のお弁当です。こちらにリディアがついていったと聞いてメイさんが拵こしらえてくれました。僕がたまたま忘れ物をして屋敷に戻ったところに、メイさんからこれを届けるように頼まれまして──」

「コーネリアス。素晴らしいタイミングです」

「へ？」

　弁当の入った籠かごを手にきょとんとする彼に、リサはにっこりと微笑ほほえみかけた。

「ひとつ、私と手合わせをお願いします」





　工房アトリエ『リーザ』の屋外。

　ロレッタが呆あつ気けに取られているのが、離れていてもわかった。

「踏み込みが甘い。それでは有効な一撃を相手に与えられませんよ」

「足あし許もとへの注意が散漫です。でないと、ほら──このように簡単にすくわれます」

「視野が狭いということは死角が多いということでもあります。もっと“〝広く視みる”〟ということを意識しなさい」

「今の刺突はセシリーさんの真似ですか？　練度が足りませんね。付け焼刃の技術ならば安易に使うのはやめたほうがいいですよ。刺突とはこういうものを言います──」

　これで何度目になるだろうか。

　木剣で強烈に打撃されたコーネリアスが、芝生の上に転がった。

「……とまあ、こんな感じでしょうか」

　リサは呼吸を整え、木剣を片手に振り返る。

　リディアが仰あお向むけに倒れたまま動かないコーネリアスに「しなないでー！」と叫んでいるのを背中で聞きながら、硬直しているロレッタに告げた。

「ルークから聞いたことなのですが、エインズワース家には『鍛冶屋たる者、あらゆる武具の扱いに精通していなくてはならない』という教えがあるそうです。帝政列集国と対立していた時期はさすがにそれどころではなかったのですが、ヴァルバニルを再封印した後は少し余裕がありまして。ルークから様々な武器を用いた戦い方について指南してもらったんです。今回は模擬戦ということで木剣を使いましたけど、他にも槍やりや弓、そしてもちろん鎚つちなんかでも戦えます。あんまり重い物は無理ですけど」

「は、はぁ……で、でも、それにしたって」

　ロレッタが震える声で言う。少し怯おびえているように見えたのは、気のせいだろう。

「強すぎませんか!?」

「えへへ」

「こんなに末恐ろしい照れ笑いを見たのは初めてです！」

　──実を言うと『魔眼』も使っていたんですが。

　内緒にしておこう。リサは恐れ戦おののいているロレッタに続けた。

「ルークはもっともっと強かったですよ。それこそセシリーさんと肩を並べるほどに」

「お父さんが、お母さんと……？」

「ええ。おふたりが一緒にヴァルバニルと戦った話は、あなたもよく知ってますよね？」

　ロレッタは頷うなずく。

「よく、お母さんに寝物語に語ってもらいました。……寝る前に聞く話にしてはあまりに壮大すぎて、却かえって眠れなくなるくらい興奮しちゃってましたけど」

「あ。それ、セシリーさんからも聞いたことがあります。自分が添い寝をすると何な故ぜか子どもたちがまったく寝てくれない、と愚痴をこぼしてました」

　同時に小さく笑い、師弟は見つめ合う。

「これでわかってもらえましたか？　私が伝えたかったこと」

「……はい」

　騎士であろうが、刀鍛冶ブラツクスミスであろうが──“〝すべてを救う”〟ことはできる。

　これが、リサが弟子に提示するもうひとつの道。

「私は強制はしません。あなたが騎士になりたいと言うのなら絶対に止めないし、そのときは誰だれよりも応援します。だから私に気を遣うことなんてこれっぽっちも──」

　リサさんは、とロレッタがこちらの言葉を遮った。

「聖剣『アリア』さんを救うために、刀鍛冶を続けているんですよね？」

「ハイ」

「正直その話を聞いたときはぴんときませんでした。物語の一部を聞かされているみたいで、自分の両親やリサさんが係かかわっていたことなのに、全然実感が持てなかった。でも」

　リサはすでに気付いていた。

　ロレッタの目の色が、今までのそれとまったく別のものに変わっていることに。

「“〝最強の刀鍛冶”〟はすごくぴんときました」

　その瞳に炎を宿し、彼女は自分の覚悟を伝えてくれる。

「あたし、なります。だから改めてお願いします」

「ハイ何でしょう？」

「リサさん──いえ、リサ師匠せんせい！」

　背筋を伸ばし、ロレッタは勢いよく頭を下げた。

「あたしに刀鍛冶ブラツクスミスのすべてを教えてください!!」

　リサはもはや我慢できなかった。

　ロレッタの胸に飛び込み、全力で抱きつく。弟子に対する体裁とか師の威厳とか、そんな些さ末まつなことはどうでもいい。今はひたすらに彼女のことが愛いとおしくてたまらなかった。

「ありがとう。ありがとうロレッタ──」

　──ルーク、見てますか。

　私にこんなにも素敵な弟子ができましたよ。

　羨うらやましいでしょう？

「あたしの師匠は甘えん坊だなぁ」

　苦笑しつつも、ロレッタはそっとこちらの背中に手を回してくれた。

「……お前、もしかして騎士になりたかったのか？」

　声のしたほうを見やると、コーネリアスがリディアに支えられながら上半身を起こしていた。何度も叩たたき転がされたせいで全身が芝まみれになっている。リサは今さらながら申し訳ない気持ちになった。

　そうだよ、とリサの頭の上でロレッタが答える。

「さっきまでは、だけどね。あたしはこのカワイイ師匠と一緒に“〝とっても強い刀鍛冶”〟を目指すことに決めたからいいの。騎士のほうは兄貴に任せるよ」

「そうでなくては困る」

　コーネリアスは生き真面目まじめな表情で妹に言う。

「お前が打った刀でこの都市を守る。それが僕の夢なんだから」

　こちらの背中を抱く弟子の腕が、驚いて揺れたのがわかった。

「母上の“〝すべてを救う”〟という誓いを、そうやって僕たち兄妹きようだいで受け継いでいくんだ」

「か、勝手に決めないでよ！　兄貴に刀をあげるなんて一言も言った覚えは──」

　ロレッタは反射的に言い返すが、その声は明らかに動揺が隠しきれていない。

　しかし鈍感な兄はそれに気が付くはずもなく。

「何。じゃあどうしたら僕のために刀を打ってくれるんだ？」

「え？　ええと…………お金？」

「お前、兄に金銭を要求するのか!?」

「す、優れた物にはそれに見合ったものが必要でしょう!?」

　ああもう、この兄妹は。リサは頭痛を覚え、深々とため息をついた。素直でないところといい、彼らは正しくセシリーとルークから生まれた子どもたちだ。

「大体、何が『僕の夢なんだ』よ！　あたし、初めて聞いたよそんな夢！」

「あれ、言ってなかったか。いや確かに言ったと思うが」

「知らないッ！」

　リサはロレッタから離れ、リディアのほうに歩み寄る。

　相変わらずな兄妹きようだい喧げん嘩かを前におろおろしている彼女に、ありがとう、と伝えた。

「え……？」

「あなたのおかげで、私たちは前に進める」

　彼女がきっかけを作ってくれたから、自分たちは本音で語り合うことができた。

　本当の師弟になることができた。

　──ひょっとしたらこの子は、ルークが寄よ越こしてくれたのかもしれませんね。

　ありもしないことを考え、でも不思議と腑ふに落ちる。

　そんなこちらに、リディアはよくわからないという顔をしていたけれど。

「わたし、やくにたてた？」

「ええ。とても」

「……よかった」

　そう、嬉うれしそうに笑った。





　この数日後、リディアは里親に引き取られていった。

　といっても里親は独立交易都市の市内に住む老夫婦である。長い間子どもに恵まれずにいた彼らは、ヘイゼルから里子の話を聞いて一も二もなく快諾してくれたらしい。

　だからリディアとはこれからもいつでも会うことができる。

「また、あそびにいってもいい……？」

「もちろん。僕も仕事の休みには遊びに行くよ」

「やくそく」

「ああ、約束だ。……さあ、お行き」

　リディアは頷うなずき、老夫婦の許もとに駆けていった。

　それを満足そうに見送るコーネリアスに、リサは訊たずねてみる。

「コーネリアスって、どんな女性が好みなんですか」

「えっ。ど、どうしてそんなことを？」

「なんとなく。で、どうなんですか」

「僕はそういう話は、ちょっと不得手でして…………で、でも強しいて言えば」

「強いて言えば？」

「母上みたいな、毅き然ぜんとした女性が……」

「年下は？」

「へっ!?」

「年下は大丈夫なんですか？」

「一体何の話ですか!?」

　────コーネリアスは知らない。

　今後十年以上に及び、リディアから交際を申し込まれ続けることを。



『親もなく、食べ物もなく、ただ死を待つだけだった私は、あの日あなたのことを見つけました。そのときどうしてか強く想おもったんです。あの人がほしい、あの人と一緒にいたいって。気が付いたら私は空腹も忘れて、あなたにしがみついていました』

『薄汚れていた私を、けれどあなたは拒んだりしなかった』

『あなたは皆さんに私のことを“〝ヘイゼルさんに言われて連れてきた”〟と説明していましたよね？　でもそれは嘘うそですよね？　ヘイゼルさんが私のような孤児の存在を思いやってくれていたのは本当のことです。だけどあのときに限っては、あなたのほうからヘイゼルさんに頼み込んでいた。この子をなんとかしてあげたい、力を貸してほしいと仰おつしやっていたのを、私はこの目で見て、そして確かに記憶しています』

『あなたと出会ったあのときから、私はずっとずっと幸せなんです』

『もし許されるなら、私のこの幸福を少しでもあなたに返させてください』

『リディアは、コーネリアス・キャンベルのことをお慕い申し上げております──』



　そしてついには陥落することを、彼はまだ、知らない。



　　　　　４



　大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』を封印する、聖剣『アリア』。

　彼女がその役割から解放されるまでのおよそ三〇〇年。

　気が遠くなるような年月の間、リサは非常に多くのことを経験した。それこそ語り尽くせないほどに──個々の出来事を正確に思い出すのが困難になるほどに。

　けれど一方で、強烈に記憶に焼きついているものもいくつかあって。

　例えばリサにとって大きな転機となった、あのふたつの出来事。

　あれらは確かに転機だったと断言することができる。

　そのうちのひとつは、セシリーがまだあちらの大陸で戦いの日々を送っていた頃のこと──コーネリアスがその目覚ましい成長から三番街自衛騎士団の副団長に抜ばつ擢てきされ、片やロレッタも日を追うごとに刀鍛冶ブラツクスミスとしての才能を開花させていた時期。

　霧みたいな小雨が降っていたあの日。

　彼は前触れもなく、工房アトリエ『リーザ』の鍛か冶じ場ばに現れた。





　突然の訪問者はユーイン・ベンジャミンだった。

　彼は小雨の中を駆け抜けて来たらしい。外がい套とうを頭から被かぶっていたにもかかわらず、前髪や衣服の袖そでがたっぷりと濡ぬれ、足あし許もとの靴はズボンの裾すそごと泥にまみれてしまっている。

　ロレッタから手て拭ぬぐいを受け取りながら、ユーインは息も整わぬうちに切り出してきた。

「リサさんとふたりきりでお話がしたいのですが」

「え？　あ、じゃあ、お茶を──」

「いえ、すぐに終わるのでお構いなく。……よろしいでしょうか、リサさん」

　何ど処こか深刻な空気を孕はらみ、ユーインはこちらを振り返る。

　リサは戸惑うが、彼に頷うなずきを返した。

「ロレッタ。母屋のほうで待っていてもらえますか？」

「は、はい。……ええと、あたし、刀の手入れをしてますのでごゆっくり！」

　白しら鞘さやに収まった刀を腰に差し、ロレッタが鍛冶場を出ていく。その直後に雨に降られたようで、屋外から「うひゃー！」という悲鳴が聞こえてきた。

　ユーインは眼鏡を拭いてかけ直し、ロレッタが出ていった扉を見やる。

「今の刀は？」

「ロレッタが初めて自分の手で鍛えた物です。かなり思い入れがあるみたいで、何ど処こへ行くにも肌身離さず持ち歩いているんですよ」

　かわいい弟子だと思う。

「それで、お話とは？」

　返ってきたのは沈黙。ユーインは何な故ぜか瞳を泳がせている。

　リサは急せかすことなく返事を待った。自然、彼の横顔を見つめる形となる。

　──老けましたね、ユーインさん。

　数年前からたくわえ始めた髭ひげはいいとして、記憶よりも小こ皺じわが増えたように感じる。正確な数字はわからないが、ユーインの年齢は四十前後になっているはずだ。出会った頃からすでに二十年弱が経たっているのだから、老けたように感じるのも当然の話だろう。

　印象の変化は久しぶりに会うせいもあったかもしれない。街中で偶然顔を合わせることは何度かあっても、彼が自分のところを訊たずねてくるのはとても珍しいことだった。

「……この話をあなたにすることに、僕はためらいがあります」

　ようやく、ユーインが口を開いた。

「ためらい、ですか？」

「本当に話してもいいものなのか、迷っているんです」

　ここまで来ておいてすみません、と詫わびてくる。何ど処こか悄しよう然ぜんとした様子だった。

　──なんだかよくわかりませんが。

「大丈夫ですよ」

「いや……しかしこれは」

「だってユーインさんですから」

　うなだれていたユーインが「え？」と顔を上げた。

　リサは確かな自信をもって彼に伝える。

「私たちが大変だったとき、ユーインさんはいつも驚くような閃ひらめきでそれを助けてくれました。だから私はユーインさんのことを信頼しています。……ためらっている理由はわかりませんが、それはきっと私のことを慮おもんぱかってくれているからですよね？　そしてそれでもなお、伝えなきゃいけないことなんですよね？　聞きます。聞かせてください」

　リサは促し、待った。彼の覚悟が整うのを。

「……わかりました」

　ユーインは一度大きく深呼吸をしてから、意を決したように口を開いた。

「聖剣を鍛錬するための材料は、主に三つでしたね」

「ハイ。『玉たま鋼はがね』と『隕いん鉄てつ』と」

「『魔剣』」

　リサは頷うなずきつつ、胸の中に焦燥が広がったのを自覚する。

　ルークが生前に提示していたのは“〝誰だれの犠牲も必要としない聖剣”〟。つまりリサが新しい聖剣を打つためには、材料のひとつだった『魔剣』──これの代わりになるものを見つけなければならない。

　しかし現状、その糸口すら掴つかめていない。これだけの年月を費やしても、だ。

　魔剣を用いずに聖剣を鍛錬する──そんなことが本当にできるのだろうか？

　さすがにリサは焦りを覚えずにはいられなかった。

「…………え」

　そこではたと思い当たる。ユーインが今日、自分の許もとを訪れた理由。

「まさか……わかったんですか？」

「はい」

　心臓が早鐘を打ち始める。リサは生唾を呑のみ込み、ユーインに乞うた。

「教えてください！　魔剣に代わる材料──」

「玉鋼と隕鉄です」

「え？」

　ユーインは何な故ぜか、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「玉鋼と隕鉄をひとつにかけ合わせた混合物を、長期間、霊体濃度の高い環境で鍛えるんです。鎚つちで霊体を練り込むように、何度も何度も鍛え続ける──これにより、その混合物の性質を『魔剣』のそれに近いものに加工することができます」

「『魔剣』に近いものに加工、ですか……」

「ええ。初代ハウスマンの生家に資料があったんです。それには人工的に『魔剣』の性質を再現する方法が記載されていた。今お話ししたのがそうです」

　初代ハウスマン。大陸史研究の第一人者。

　祈き祷とう契約を見み出いだし、独立交易都市の基礎を打ち立てた男。

　ただし彼が有していた知識の多くは表おもて沙ざ汰たにできない、非人道的な研究から得られたものだ。一般には大陸の復興に貢献した人物として人々から広く称たたえられているが、実情は褒められた人間ではない。祈祷契約も彼が行っていた悪魔契約の研究の一環で見出したものにすぎなかった。

　ユーインが見つけたのは、その初代が遺のこした資料の一部。

「しかしあくまでこの方法で造れるのは“〝近似した性質”〟のもの。『魔剣』が持っている“〝神ヴアルバニルへの憎悪”〟だけは人工的に再現することができない。唯一にして決定的な違いです」

　話は少し変わりますが、とユーイン。

「刀には“〝禍まが払はらい”〟の能力──ヴァルバニルが生み出す霊体を斬り裂くことのできる力があります。『聖剣』がヴァルバニルを封じることができるのは、この“〝禍払い”〟の能力が根源にあるからです。……疑問に思ったことはありませんか？　霊体を斬り裂く『聖剣』が、どうして霊体を豊富に含む『魔剣』を必要としているのか」

　両者の性質は矛盾している。

　だがそれについては過去、アリアの先代に当たる『聖剣』が言及していた。

「“〝神への憎悪”〟……」

「そうです。『魔剣』が持つ“〝神への憎悪”〟を芯しんにすることで『聖剣』は“〝禍払い”〟の力を増大させ、ヴァルバニルを御することができる。霊体を養分とする刃やいばで霊体を斬り裂くという、傍はた目めには矛盾とも映る特性を抱えつつも──」

　ここまでの話はリサも理解できる。しかし。

「だとすれば、先ほどの混合物では『魔剣』の代わりにはなり得ないのでは？」

　玉たま鋼はがねと隕いん鉄てつの混合物では“〝神への憎悪”〟を再現することができない、とは今しがたユーインが述べていたことだ。彼はこちらの言葉に首しゆ肯こうする。

「玉鋼、隕鉄、玉鋼と隕鉄の混合物──これら三つの材料を今までと同じやり方で鍛錬しても『聖剣』には足りません。“〝神への憎悪”〟という芯がなければ、“〝禍払い”〟の能力はヴァルバニルを封印するまでのものには至らず、それどころか鍛錬の最中に混合物に含まれる霊体を打ち消して刀そのものを自壊させてしまう。……ここからは僕の考えですが、そこで独立交易都市という環境が活いきるのです」

「環境？」

「先ほど混合物の造り方を説明しましたね？　長期間、鎚つちで霊体を練り込むように鍛え続ける……理屈はこれとほとんど同じです。混合物が含む霊体は、『聖剣』の刀身を鍛える過程で“〝禍まが払はらい”〟の能力によって打ち消されてしまう。ならば──失われる以上の霊体を鎚で叩き込んでいけばいい。それは特に霊体濃度が高い環境、つまりこの独立交易都市でなくてはできないことなんです」

「……」

「霊体の減少と補充を繰り返すことで、刀身は自壊を免れ、とうとう一個の形として定着します。そしてそのように長い時間をかけて練り込まれていった霊体は強固にして鋭利なものとなる──“〝神ヴアルバニルへの憎悪”〟にも相当した力を得るのです。……実践検証のない、机上の理論です。けれど僕はこの理論に自信があります」

　リサは眩め暈まいすら覚えて座り込みそうになるのを、ぐっとこらえていた。

　──できるんだ。

　アリアを救う。この誓いを、自分は果たすことができるのだ！

「ありがとうございます、ユーインさん！　玉たま鋼はがねと隕いん鉄てつなら在庫が山ほどありますし、それくらいのことなら私にもできる──」

「リサさんにしかできません」

　破顔したまま、リサは硬直した。

　目の前には青ざめた顔がある。

「私にしかできない……？」

「まず──『魔眼』が必要です」

　言われ、反射的に己の左目に手を添える。

　ルークが自分に遺のこしてくれた形見──左眼球の形に擬態した悪魔『魔眼』。

「『魔剣』に近い性質を持った混合物を造るには、その性質だったり霊体量だったりをつぶさに観察かつ計測していかなければいけません。混合物を材料にして『聖剣』を鍛錬する場合にも同様のことが言えます。初代ハウスマンはそれができる何らかの手段を見つけていたらしいのですが、残念ながらその情報に関しては遺されていませんでした」

「だから『魔眼』なんですね」

「はい。宿主に特殊な視力をもたらしてくれる『魔眼』を使えば、混合物や『聖剣』の刀身が有する性質を覗のぞき見ることができる。ある意味、人間であるルークさんよりも同じ悪魔であるリサさんのほうが『魔眼』を使いこなせるだろうと僕は考えています」

　リサは頷うなずいてユーインの予想を認める。その証拠のひとつとして、ルークは『魔眼』を使用する際に自らの魂を餌にしていたが、リサは魂ではなく霊体をその代替としていた。故ゆえに『魔眼』の使用によって生命が削られる心配はない。

　何ら問題はない。でもだからこそ懸念が生まれる。

　──どうして。

　どうしてユーインは、痛々しいものを見るような眼まな差ざしをしているのだろう？

　答えはすぐに明かされる。喉の奥から絞り出すように彼が言う。核心を。

「何より、この方法は時間がかかります」

「どれくらいですか？」

「恐らく──一〇〇年でも足りない」

　いっそ呆あつ気けに取られてしまった。

「具体的な計測手段こそわかりませんでしたが、初代ハウスマンが独自に編み出したと思われる計算式が資料の片隅に記載されていたんです。それを基に僕なりに見積もってみました。『魔剣』の性質と近似した混合物を造るまでにかかる時間、『聖剣』の刀身が自壊を免れて一個の形として定着し、ひいては“〝神ヴアルバニルへの憎悪”〟に相当する力を得るまでにかかる時間……何度計算しても、膨大な時間を要するのがわかってしまう。人間の寿命を軽く上回ってしまう時間を」

　だからこそ自分なのだ、とリサは理解した。

　ヴァルバニルの発する霊体さえあれば、悪魔は半永久的に生きられる。

　ユーインが言う“〝膨大な時間”〟に耐えることができる。

『……この話をあなたにすることに、僕はためらいがあります』

　道理でためらうはずだ。目の回るような時間をかけて、ただただひと振りの刀を鍛え続ける──彼の提案する方法は考えるまでもなく酷に過ぎた。察するに「一〇〇年でも足りない」というのはこれでも控え目な表現なのだろう。実際はもっとかかるに違いない。

　鍛か冶じ場ばに再び沈黙が下りた。

“〝任せてください”〟

　リサは喉が引きつり、その一言が言えない。

　先ほどのユーインのように、躊ちゆう躇ちよが胸を支配していた。一〇〇年、二〇〇年──それだけの時間を果たして背負えるのか。最後まで貫き通す、その覚悟が自分にあるのか。

　とても即答できるものではなかった。

「やっぱり忘れてください」

　声に、はっとする。

　ユーインはぎこちなく笑っていた。

「これだから研究者というのは駄目なんですよね。机の上で導き出した理論で頭がいっぱいになって、それが現実的かどうかの判断すらつけられない。リサさんと話してわかりましたよ。どう考えてもこの方法は非現実的だ」

　取り繕うようにまくし立てるユーインを見て、リサは遅ればせながら気付く。

　彼がためらっていた、もうひとつの理由に。

「……痩せましたよね、ユーインさん」

「え？　そ、そうですか？」

「御活躍、私の耳にも届いてますよ。いろんな国からの研究依頼をこなす傍かたわら、都市の子どもたちに勉強を教えたり、新しい祈き祷とう契約を開発したり……すごく忙しそうです」

　今まで自分たちが疎遠になっていたのも頷うなずける話で、ユーインはそのように多忙な中でもアリアを救うための手がかりを探し続けていた。そしてようやく見つけ出した。

　でもそれは──そのやり方では。

　ユーインは彼が生きているうちにアリアと再会することができない。

　にもかかわらず彼は、彼女を救う方法をリサに伝えてくれた。想おもい人に二度と会えないことを承知した上で、自分の願望よりも想い人が確かに救われることを優先した。

　──それに私、知ってます。

　現在ヴァルバニルは火山の中腹に再封印されており、故ゆえにその一画は立ち入りの規制がされている。火山の方々に仕事場を持つタタラ工房の職人たちですら、都市の認可を得ていなければ容易に接近することは許されない──一部の関係者を除いて。

　リサは『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』としてヴァルバニルのいる一画への出入りが認められており、散歩がてらそこの様子を見に行くことが度々あった。巨竜の額に突き立つ聖剣『アリア』の許もとを訪れることで、己の立ち位置、やるべきことを確かめるために。

　すると頻ひん繁ぱんに見つけるのだ。

　聖剣『アリア』のそばに色取り取りの花が添えられているのを。

　最初は誰だれがそれをしているのか、思い当たる人物が何人かいて絞りきれなかった。けれど同じことが二度、三度と続いたときに確信を持った。巨竜との戦いで逆転の一手を考え、その後も大陸随一の研究者として名を馳はせている彼ならば、都市の認可を得られるはず。

　本人に確認を取るまでもない。

　どんなに多忙であろうとも──ユーインはアリアのところに足あし繁しげく通っていたのだ。

　恐らくはリサと同じように自分がやるべきことを確かめるために。

　彼はずっとずっと、想い人のために戦い続けている。

　──私は自分が恥ずかしいです。

　二の足を踏んでしまったことが情けなくて仕方がない。今ならば容易に言える。

「任せてください」

　ユーインの瞳が見開かれる。

「リ、リサさん。でも」

「一〇〇年が何だって言うんですか。元より覚悟の上ですよ」

　覚悟したはずなのだ。ルークの後を継ぎ、アリアを救うと。

　今さらそれを投げ出すなんて選択肢はない。自分が選んだ道はそういうものなのだ。

「だからユーインさんは大船に乗った気で私に託しちゃってください」

　笑顔で告げるこちらを、ユーインは悲しげな目で見つめていた。

　僕は……と言いかけ、でも口を噤つぐんでしまう。

　やがて何かを振り切るように大きく頭を下げた。

「────お願いします」

　祈りにも似た声。

「どうかアリアさんのことを、よろしくお願いします」





　ユーイン・ベンジャミンは独身のまま、その生涯に幕を下ろす。

　いつか何かの機会に、リサは訊たずねたことがある。

　浮いた話のひとつやふたつ、なかったんですか？

「アリアさん一筋で一生やっていく、と本人に言ってしまいましたからね」

　約束は守らなくちゃ。彼ははにかみながらそう答えていた。
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　リサの置かれた状況とは関係なしに、時代は移り変わっていく。





　十年以上も前から続く海賊組織との争いに、大きな区切りがついた。二大陸の合同海軍が、裏で大小の海賊組織を取りまとめていた幹部陣を捕縛することに成功したのだ。これにより協調関係を結んでいた海賊たちは組織ごとに分散。そのすべてが大人しくなったわけではないが、海賊による略奪行為は以前ほど目立たなくなった。

　海域に平和が戻ったことで本格的な大陸間交易が進められるようになった。こちらの大陸から目立って輸出が多かったのは玉たま鋼はがねだろう。あちらの大陸には霊体が存在しないため祈き祷とう契約の触媒として用いることはできなかったが、金属製品の優れた材料として高値で取り引きされるようになり、この利益によって独立交易都市は順調に栄えていった。





　海賊組織との一連の戦いにおいて、セシリー・キャンベルは一騎当千の活躍をし、過去のヴァルバニル戦に引き続いて二大陸にその名を轟とどろかせた。

　……のだけど、本人は頑かたくなにそれを認めない。

「考えてもみてくれ。私たちは基本的に船上で戦っていたんだぞ。海戦を左右するのは船同士の連携、総合力だ。私個人の力でどうこうできるものではない。昔ヴァルバニルとの戦いがそうだったように、皆の働きが勝利を導いた。私の評判など話に尾ひれがついて伝わってしまったにすぎない」

　セシリーが海賊の船から船へと飛び渡り、単身でそれらを沈めていったという目撃証言を耳にしていたリサは、当然のことながらその弁解を信じていない。

　けれど彼女が次に続けた内容は、さすがに聞き流せなかった。

「それに今だからこそ言えるが……実を言うと、いつまでも終わりの見えない戦いに内心は挫くじけかけていたんだ。長らく都市に帰れずにいたことも大きかった。でもそんなときに私たちのところに自衛騎士団から増援が送られてきて──その中にいたのがコーネリアスだった。コーネリアスはしかも、ロレッタが打った刀を私に届けてくれた。あのときほど救われたように思ったことは久しくなかったよ。……うん。そういう意味で考えれば、他人が言う私の活躍とやらは全部あのふたりのおかげで成り立ったものだ。コーネリアスが私の背中を守り、ロレッタの打った刀が私から実力以上の力を引き出してくれたから、私は最後の最後まで戦いきることができた。……そしてリサ」

　温かな目がこちらに向けられる。

「母親の私が不在の間も、君が子どもらの成長を見届け、立派に育ってくれたからこそ、私はこうしてここに立っていられる。ありがとうリサ。君は出会った頃から今に至るまでずっと、自慢の友人であり、かけがえのない家族だ──」

　彼女はそうやってまた、泣かせることを言うのだった。





　同時期、ユーイン・ベンジャミンは私塾を開いて自身の研究知識を後進に伝え始める。

「初代ハウスマンは決して褒められた人間ではありませんでしたが、彼の培った研究が独立交易都市の基盤を造り、過去の大戦で疲弊していた大陸を救ったことは本当です。知識とは人間性に係かかわりなく、使い方如何いかんで多くの人々を救うことができる。僕は僕の人生で得てきたものを正しく使い、困っている人の助けになりたい──というのは建前でして」

　ユーインは冗談めかして言い、リサに向かって子どものように笑う。

「もしもアリアさんが目を覚ましたとき、僕の名前が何らかの形で世に残っていたら嬉うれしいじゃないですか？」

　ユーインに師事した塾生たちはやがて二大陸の各地を渡り歩き、彼から教わった知識を人々に広め、海賊組織との戦いで消耗していた土地土地の復興を助けることとなる。

　もちろんこの間も聖剣『アリア』のそばには花が添えられ続け──

　ユーインの亡き後はリサがその代わりを引き受けた。





　セシリーに負けず劣らず、先の海賊組織との戦いで華々しい戦果を収めていたハンニバル・クエイサーは、都市に帰還後、三番街自衛騎士団の団長職を部下に譲り、自衛騎士団から退団することを人々に告げた。

　根無し草に戻り、あちらの大陸で腕試しをする──

　止める団員たちにそう言い残し、ハンニバルはこの大陸の外に出ていった。

　……が、その出しゆつ立たつの前日。

　彼はリサの許もとを訪ね、事の真相を教えてくれていた。

「実はあちらの大陸でひとりの女性に一ひと目め惚ぼれをしてな」

「一目惚れ!?」

「恥ずかしながらワシは今まで異性と付き合った経験がない。いわゆる初恋だ」

「初恋!?」

「そんなわけで彼女に想おもいを告げに行くつもりだ。かつては“〝大陸最強”〟と呼ばれた男の一世一代の告白だ。裸一貫で挑むべきと思い、だから自衛騎士団を辞めた」

　大陸最強の初恋。青せい天てんの霹へき靂れきとはこのことを言うのかもしれない。意中の相手はどんな女性なのか非常に気になるところだが、リサにはそれより先に訊きくべきことがあった。

「もう、こちらには帰ってこないのですか？」

「ああ。……そんな顔をしないでくれ」

　ハンニバルは困ったように己の禿とく頭とうを撫なでた。

「後ろ髪を引かれないと言えば嘘うそになる。ここには気のいい奴やつが多すぎる。一ひと所ところに留とどまることを嫌っていたはずのワシが、何十年も根を下ろしてしまうほどに。……だがそろそろ新しい風景を見てみたくもある。どうか応援してはくれないか？」

「します。するに決まっています」

「……やはり後ろ髪を引かれるな」

　ハンニバルは目を細める。その遠くを見るような眼まな差ざしに、リサは気付いた。

　彼は今、こちらを通して別の人間を見ている。

　ルークの幼おさな馴な染じみであり、彼が育ての親を務めた、リサと瓜うり二ふたつの少女を。

「……きっとリーザさんも私と同じ気持ちです」

　だと嬉うれしいな、とハンニバルは笑う。

「まあ、もしもワシが何かの折りにひょっこりと帰ってくるようなことがあったら、無様にフラれたのだと思ってくれ。もっとも簡単には諦めないつもりだがな。がはははは！」

　そうしてあちらの大陸へと旅立った彼は、ついに帰ってくることはなかった。

　便りらしい便りもなかったが、その事実が何よりの果報だった。





　海賊組織との戦いから都市へと戻ってきたヒルダ・キャヴェンディッシュは、まもなくハンニバルの後を追うように自衛騎士団を退団。群集列国に移り住み、小国家間の衝突や元奴隷の難民化などの問題解決に取り組むとのことだった。

　前々からそうするつもりだったんだ、とヒルダは言う。

「あんなどうしようもない国でも、故郷は故郷だからな。このまま放っておくのも寝覚めが悪い。立て直すのに何年かかるかわからないが、できる限りのことはやってみせるさ」

「私と一緒にね」

　と彼女の肩に手を載せたのは、ヘイゼル・キンバリー。

　ヘイゼルもまた自衛騎士団を退団していた。無論、目的はヒルダと同じである。

　ヒルダは深々と嘆息する。

「何ど処こまでワタシにつきまとうつもりだ、オマエは」

「あれ、そんなこと言っちゃう？　せっかくヒルダが海賊と戦っている間に、いくつかの小国家とパイプをつないでおいてあげたのに。……私だって群集列国の難民問題はなんとかしたいと思ってたんだ。ヒルダが嫌がったってついていくよ」

「わかったわかった。好きにしろ」

　お気をつけて、とリサが言うと、彼女たちは一様に頷うなずいた。

「オマエも元気でな。アリアのこと、どうか頼む」

「いつでも遊びに来ていいからね！」

　ヒルダとヘイゼルはこの後、群集列国における異文化間の問題に第三者として介入する組織を設立。たったふたりから始まったこの非公認の組織は、長い時間をかけて実績を重ね、少しずつ賛同者を得て規模を拡大する──

　やがては群集列国公認の組織として、彼女たちが亡き後も存続していく。





　軍国の総席であるゼノビア・Ｑ・ランチェスターは、こちらの大陸の代表として晩年まで二大陸間の橋渡しに尽力した。また帝国や群集列国において何か暴動や内紛の類たぐいが起これば、自身の懐刀であるシャーロット・フィーロビッシャー、ドリス、マーゴット、ペネロペたちを送り、その鎮静化に努めさせた。

　ところで都市で開催された二大陸会議で久方振りに会ったとき、ゼノビアが愚痴をこぼしていた。

「吾われの歳としもとうの昔に三十を超えた。にもかかわらず未いまだに国民から『少女王』と呼ばれるのは何な故ぜだ？」

「え、えーと……きっと皆さんに愛されている証拠ですよ」

「リサ、どうして目を逸そらす。吾われの目を見てはっきりと述べよ！」

　その御姿に目立った成長が見られないからです、とはとても言えなかった。

「その御姿に目立った成長が見られないからです。はい」

「軍師さんが言っちゃった！」

「アーヴィィイイイ!!」

　ゼノビアの怒りの罵倒が飛ぶ。軍国の軍師アーヴィー・アーヴィングは、それもまた己の職務であるとでも言うように甘んじて受けた。

　忠義な彼はゼノビアが『総席』を退くまで彼女に仕え続ける。ランチェスター家の子孫はゼノビアが逝去した後も『総席』の座を継いで軍国を治めていくが、ゼノビアほど国民や家臣たちから愛された王はいなかっただろう。





　独立交易都市の市長は三年周期で市民の投票によって選ばれるが、ヒューゴー・ハウスマンは人々からの支持が厚く、長年に亘わたって市長職を務める。しかし海賊組織の一件が落ち着いた数年後に引退を表明。新しい市長の助言役として余生を過ごした。

　レジナルド・ドラモンドはハンニバルの後を引き継ぎ、一時期まで三番街自衛騎士団の団長として後輩団員の指導に努めていたが、ヒューゴーの引退を機に市長選に立候補。新たな市長として選抜され、同時にハウスマンの姓を襲名した。妻であるパティとの間には多くの子に恵まれ、後年、彼らの子孫たちはそれぞれ都市の行政業務に従事する。

　ある日、このヒューゴーとレジナルドがリサを訪ね、約束してくれた。

「独立交易都市は全面的に『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』を支援する」

「支援……ですか？」

　レジナルドは力強く頷うなずきを返す。

「鍛か冶じを行う上で必要な道具、材料、環境など要望があれば都市が可能な限り応える。君の存在は都市にとって何物にも代えがたい、財産とも言うべき貴重なものだ。君が今後も遺憾なく刀鍛冶としての技術を発揮できるよう、全力で支援すべきだと都市は判断した」

「本来はもっと早くに申し出て然しかるべきことでした」

　とヒューゴーが詫わびるように頭こうべを垂れた。

「近年まで海賊組織の対策に時間を割かれていたとはいえ、まず守るべき者、支えるべき技術を疎おろそかにしていました。私の裁量ミスです。どうか赦ゆるしてください」

「そ、そんな！　私はこの通り全然平気で──」

　恐縮するこちらの手を、ヒューゴーが取る。

「リサさん。私たちがあなたにできることはたったこれだけです」

「……」

「けれどどうか、心を強く保ってください。私はあなたの息災をお祈りしております」

　彼が言外に何を伝えようとしているのかわかったから、リサは微笑ほほえんだ。

「お心遣い、ありがとうございます」

　リサはもちろん知っている。彼らだけでなく、他の皆が自分のところにわざわざ足を運び、己の近況やこれからのことを打ち明けてくれたわけ。

　後に残るリサを気遣い、心配してくれたからだ。

　──私は幸せです。

　こんなにもたくさんの人々に想おもってもらえているのだから。

「でも安心してください」

　ヒューゴーの手を握り返し、未来に向かって宣言するようにそれを口にする。

「私、負けませんから」





　時代はこうして移り変わっていく。

　この間もずっと、リサは玉たま鋼はがねと隕いん鉄てつの混合物を鍛え続けていて──

　そのうちリサの許もとには、友人たちの訃ふ報ほうがひとつ、またひとつと届くようになった。
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　リサは徐々に時間の感覚というものを失い始める。

　もちろん、個々の思い出についてはしっかりと胸に刻まれている。

　昔の友人たちと疎遠になり、もしくは死に別れていく一方で、リサは多くの生命の誕生に立ち会い、ともに歩んでいった。セシリーとルークの子孫の中には騎士や刀鍛冶ブラツクスミス以外の職業に就く者もいた。祖先のふたりに顔立ちが瓜うり二ふたつの者もいれば、全然似ていない者もいた。そしてありがたくも自分の弟子になってくれる者たちもたくさんいた。

　リサは彼らを分け隔てなく愛し、彼らもまたリサのことを慕い、愛してくれた。

　同様に、多くの生命の死にも立ち会ってきた。胸を引き裂かれるような別れを何度も経験し、それでもそのすべてを記憶している。忘れることなんてできるわけがない。

　しかし──

　これらの生と死に触れた“〝時期”〟だけが、リサにはわからなくなっていた。

　誰だれがいつ生まれ、誰がいつ死んだのか。

　彼が生きていた頃、彼女のほうはまだ生きていたのか。

　彼女が死んだとき、彼のほうもすでに死んでいたのか。

　記憶の境目がひどく曖昧で、思い出が混ぜこぜになっている。それぞれを正確に思い出そうとすれば途端に頭痛を覚え、考えることをやめざるを得ない。

　────そう。

　ただただ同じ作業を続けるということは──あとどれくらいの年月を費やせば終えられるのかもわからぬまま同じ行為を繰り返すということは、リサの感覚を狂わせるには十分なものだった。

　それの苦しさを、リサは自分以外の誰だれとも共有することができない。だって人間は悪魔よりも先に死ぬ。リサよりも後に生まれ、リサよりも先に死ぬ彼らには、それが如い何かに途方もない作業であるのか、真の意味で実感することができない。たとえ大勢の弟子たちに囲まれようとも、節目節目に言いようのない寂しさに苛さいなまれることは避けられなかった。

　気が付けば過去とのつながりも希薄になっている。昔の友人たちの子どもの中には両親から話を聞き、リサのところを訪ねてくれる者もあったが、孫、曾ひ孫まごと世代が交代していくにつれてそういうことも少なくなっていった。

　いつしか振り返ることはやめていた。今と昔を比較するとどうしてか孤独感が際立ち、心が折れそうになってしまうから。

　ひたすらに前を向き続けるしかなかった。

　脇わき目めも振らず、あたかも睨にらみつけるように、とにかく前を。





　玉たま鋼はがねと隕いん鉄てつの混合物が鍛え終わったのはいつだったか。いよいよ『聖剣』の鍛錬工程に入った頃、リサは作業に専念するため、工房アトリエ『リーザ』の母屋に住まいを戻した。

　そのせいもあってか、次第にキャンベル家の屋敷から足が遠ざかり、ルークとセシリーの子孫たちとはエインズワースの名を継ぐ弟子としかほとんど係かかわりを持たなくなった。再び海賊組織が大陸間の海域を荒らし始め、自衛騎士団に所属するキャンベル姓の子孫たちが慌ただしく都市を発たったことも、遠い出来事のように聞いた。

　通り過ぎた過去を振り返ることをやめたように、リサは現在の時間を確かめることもやめていた。もうそんなに経たってしまったのかと自覚することはひどく疲れる。これからまたさらに長い年月を費やさなければいけないのかと未来を想像することも。

　だから彼女たちに出会った正確な時期を、リサは知らない。

　知らないが、断言できる。

　ふたつ目の転機はあれだったと。





　ユーインが突然訪れたあの日のように、鍛か冶じ場ばの外は小雨が降っていて──彼女たちは何の前触れもなくリサの前に現れた。恐らく弟子たちが留守のタイミングを見計らって。

「……こんなことってあるんですね」

　リサは驚きを隠せなかった。

「まさかあの戦いで生き残った魔剣が、今になって私のところにやって来るなんて」

　訪問者のひとりが、くつくつと笑う。

「気まぐれさ。最後に『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』様の御尊顔を拝しておこうと思って」

　髪を左右で束ね、雨あま避よけの外がい套とうの下に白いミニドレスを着た女。彼女は炭箱の上に腰かけてふんぞり返り、何ど処こか鍛か冶じ場ばの主よりも偉ぶった態度でそこに居座っていた。

「あなたの名前は確か……イライザ・イヴァさんでしたか？」

「いいや、イライザだ。イヴァのほうは『聖剣』の力で消滅させられてね。私だけが奇跡的に生き残ったのさ。で、あっちだけど」

　と、イライザはもうひとりの同行者を見やる。

　何な故ぜか自分たちから距離を置き、少女が鍛冶場の隅っこで膝ひざを抱えていた。ひどく寡黙で、こちらと視線を合わせようとすらしない。それにつけても異様だったのは彼女の頭髪──薄茶がかったそれは地面を引きずるほどに長い。

「あいつはヴェネッサ。お前、ヴェロニカっていう魔剣は知ってるか？」

「銘めいだけは聞いたことがあるような……」

















「黒くろ獅じ子しの魔剣と言えばわかるだろ。あいつはそのヴェロニカが生んだ子どもさ」

「……えっ!?」

　リサは驚きつつも思い出す。そういえば昔、ユーインから聞いたことがあった。

　人型を兼ねた魔剣は人間との間に子を生なすことができるということ。ただし母体を犠牲にした上で、人間の赤子ではなく新たな魔剣を生むのだということも。神ヴアルバニルへの憎悪があまりに濃く、それ故ゆえに存在の一片まで凶刃と成すための“〝機能”〟──魔剣の人型が女性に限られているのもこのためらしい。

「大陸をぶらぶら放浪してたら、偶然こいつとこいつの父親に会ってね。そのしばらく後に父親のほうが寿命でくたばって、それからはふたりで旅してる。すんごい無口で一緒にいてもつまんない奴やつだけど、出会ったのも何かの縁と思ってさ」

「人間の男性と結婚された……ということですか？」

「結婚なんて上等なものはなかったと思うけど、まあ同じようなものなんじゃない？」

　悪魔と人間が契りを結び、子を生すということ。

　それはアリアとユーインが果たせなかった夢──

「……ヴェロニカさんとその人間の方は、愛し合っていたんですよね？」

　ちゃんと、という言葉は胸のうちに留とどめる。実の子どもの前ではあったが、アリアたちのことを思うとリサは訊きかずにはいられなかった。

「さあね。その辺どうなの、ヴェネッサ」

「わたしも、しらない」

　イライザに促された少女は彼方かなたを見ながら素っ気なく答えるも、たどたどしく続ける。

「でも、ノアは、わたしを、あいした──わたしも、ノアを、あいした」

　たしかな、しんじつ。

　ヴェネッサはそう結び、また押し黙った。

「……だってさ。人間と悪魔でもそれなりに上う手まくやっていけるらしいよ」

「そのよう、ですね……」

　驚きは冷めない。リサは半ば放心しながら相あい槌づちを打つ。

　──それにしても。

　今に至っても、彼女たちが何な故ぜ自分の許もとを訪れたのかわからない。けれどこれはちょうどいい機会にも思えた。ずっと昔から抱えていた疑問に答えが出せるかもしれないのだ。

「教えてほしいことがあるのですが」

「ん？　何さ」

「あなたたちは──いえ、シーグフリードは何が目的だったんですか？」

　ヴァルバニルが再封印され、帝政列集国が元の帝国と群集列国に分裂した後もそれだけが謎のままだった。当時、帝国騎士団総団長を務めていたオーガスタス・アーサーは、かの巨竜を操作することによって大陸を掌握するつもりだったらしいが──では彼を唆したとされる男、シーグフリード・ハウスマンもそのつもりだったのか？

　リサにはとてもそうだったとは思えない。

　あの男が放っていた狂気は、支配欲とはまた別種のものだった。

「彼はヴァルバニルを復活させて何をしようとしていたんですか？」

「大したことじゃない」

　イライザは肩をすくめる。

「どうやらシーグフリード様はただ、初代ハウスマンの遺志を継いでいただけらしい」

「初代の遺志？」

「そう。“〝ヴァルバニルを自分のものにしたい”〟っていう餓鬼みたいな遺志をさ」

　リサはぽかんと口を開けた。

　イライザは笑う。くつくつと。

「それだけ？　と思うだろ。ああ、それだけなのさ。知識欲の塊だったらしい初代はあのヴァルバニルを研究の対象にしたくて、そのための下準備をしていた。けれど志半ばで事故に遭って死亡。計画は頓とん挫ざした……はずだったのを、涙ぐましくも初代の血を引くシーグフリード様が引き継いだ。つまるところあの戦いの真相はこういうわけだったのさ」

　猛烈な──

　猛烈な徒労感に、リサは膝ひざから崩れそうになった。

　言わずにはおれない。

「馬鹿馬鹿しい……」

「ああ、馬鹿馬鹿しいな。でも真相なんてそんなもんさ」

　鼻で笑い、イライザは続けた。

「そろそろ本題に入ってもいいかい」

「え……あ、はい」

　そうだ。彼女とて今のような話をしに、わざわざここまで足を運んだわけではあるまい。

「あの戦いからどれくらい時間が経たっているか、把握してるか？」

「……いいえ」

「今年で───年になるそうだ」

　聞き取れなかった。耳が、頭が認識することを拒んだのだ。

　けれどリサは「もうそんなにもなるんですね」と話を合わせた。

「ああ。もうそんなにも、だ」

「それがどうかしたんですか」

「お前も私もそこの根暗な魔剣も、死が近付いてきているということさ」

　……。

「聞いたことがないか？　ヴァルバニルが弱体化してるって話」

　…………。

「あの戦いのときにはすでに兆候があったらしい。いかに大陸史上最悪の人外といえど、寿命には勝てないわけだ。人間みたいに」

　………………。

「あれから───年経たってるんだ。いつそのときを迎えたっておかしくはない。わかるよな？　ヴァルバニルが死ねば、奴やつが体内から発していた霊体も失われる。今まで私たち悪魔を生かしてくれた糧がなくなるんだ」

　……………………。

「お互いここまで生き残ったよしみだし、知らなかったら可哀かわい想そうだと思ってさ。……うんうん、いい顔をするじゃないか。期待通りだ。やっぱり悪魔も死ぬのは怖いよな？」

　くつくつ、くつくつ。

「そろそろこの辺りでお暇いとまするかな。邪魔したね。せいぜい死ぬときまで怯おびえながら過ごしてくれ。……ん？　私たちか？　そうだなぁ……ヴェネッサはどうするかわからないけど、せっかくだから私も出産してみようかな。そこら辺の男をテキトーに捕まえてさ」

　…………………………。

「じゃあね、『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』さん。ほら行くぞ、ヴェネッサ」

　………………………………。





　ひとりきりになった鍛か冶じ場ばで。

「ああああああああ────」

　リサは暴れ出した。

　タガが外れたように。

「あああああああああああ!!」

　言葉にならない叫び。足あし許もとにあった手て鎚づちを掴つかむや滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回し、壁に立てかけられていた刀たちを薙なぎ倒し、イライザが腰かけていた炭箱をひっくり返し、そこいらに転がっていた玉たま鋼はがねや隕いん鉄てつを拾うそばから壁に投げつけ──とにもかくにも暴れ倒した。

　そのとき不意に視界に飛び込んできたのは、一本の刀身。まるで自分の命を注ぐように永い時間鍛え続けてきた、アリアを救うためになくてはならないもの。

　リサは引ひっ手た繰くるようにそれを取り、感情のまま叩たたきつけようとして。

　寸前で思い止とどまった。

「はあ、はあ、はあ……」

　振り上げた腕を下ろし、鍛冶場の床に仰あお向むけに寝転がる。

　わずかな自制心で刀身を脇わきに置き、両手で顔面を覆う。

「う、うう……ううう」

　うめくが、どうしてか涙は出ない。それでもリサはうめき続ける。

「うううう──」

　──私のしてきたことは無駄だったんですか？

　ヴァルバニルが死ねば、自分は死ぬ。

　そして同じく、聖剣『アリア』も死んでしまう──つまり無駄になる。

　今まで積み上げてきたものが、すべて。

　──全部全部、無意味になっちゃうんですか？

「うううううあああああああああああああああああああ！」

　リサはうめき、叫ぶ。喉が嗄かれようとも。

　叫び疲れて気を失うまで、ただただ声をあげ続けた。





　そのまま落ちるように。

　夢を見た。



　　　　　７



　開け放された鎧よろい戸ど。緩やかにそよぐ風。眩まぶしいほどに光が満ちた寝室。

　目の前の寝台の上に横たわっているのは、ひとりの老女。

　燃えるように赤かった髪は色いろ褪あせ、戦場を誰だれよりも力強く駆け抜けていた四肢は痩せ細り、本人の生命力を物語るように張りがあった容よう貌ぼうは皺しわくちゃに萎しぼんでいて。

　淀よどんだ赤い瞳で、彼女はぼんやりとこちらを見上げていた。

　──ああ。

　リサは理解する。これは夢だ。

　セシリー・キャンベルの臨終に立ち会ったときの出来事を、夢で見ているのだ。

「リサ……か？」

「ハイ。リサです」

　リサはセシリーがのろのろと持ち上げた手を取った。自分のそれよりも小さく縮んでしまった手。離さぬよう、しかと握る──現実の世界でそうしたように。

　すまない、とセシリーは詫わびてくる。

「もうあまり目が見えないんだ」

「仕方ないですよ。だってセシリーさん、歳としが歳ですもん」

「長生きする、とルークに宣言していたからな。そう簡単に死んでやるものかと思っていたらここまで生き長らえてしまった。……ロレッタたちは？」

「外に。セシリーさんが私にお話があるとおっしゃったので」

　うん、と呟つぶやき、セシリーはゆっくりと切り出した。

「ルークが亡くなった日のことだが」

「……ハイ」

「実は息を引き取る直前まで、ルークと会話をしていた」

　え、とリサは驚く。

　彼は朝方、セシリーの隣で眠るように死んでいたとしか聞かされていなかったからだ。

「このことを話すのはリサが初めてだ」

「どうして今まで黙っていたんですか？」

「宝物のような会話だったから。独り占めにしたかったのさ」

　セシリーは皺しわを寄せて悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「でもあのときはそのまま息を引き取ってしまうなんて思いもしなかったんだ。それだけ穏やかな顔をしていて、優しく私の手を握ってくれていて──気が付いたら息をしていなかった。本当に申し訳ない。彼の死に目に会わせてやれなくて」

「いいえ、謝らないでください。ルークはセシリーさんのものなんですから」

　──そしてセシリーさんはルークのものだから。

　きっとルークは幸せな最期だったに違いないと、リサは素直に思った。

「ルークとはどんな話をしたんですか」

「ルークは最期まで皆のことを気にかけていてね。コーネリアスのこと、ロレッタのこと、お義か母あ様さまのこと、そしてリサのこと……ひとりひとりの将来を心配して、皆が困ったときは助けてやってくれと私に伝えていた」

「セシリーさんのことは？」

「ふふ、秘密だ。こればかりは言えない」

　死が目前にまで迫っているというのに、セシリーはなんだか幸せそうだった。

「じゃあ……私のことはなんて……？」

「うん。それを君に話したかった」

　セシリーは浅く胸を上下させて呼吸を整える。

「これから伝える内容はルークの遺言であり、私の遺言でもあると思ってほしい」

「ハ、ハイ」

「どうか怒らないで聞いてくれ」

「それは……たぶん約束できません」

　喉の奥で笑い、彼女はそっと息を継いでから告げた。

「君は、やめてもいいんだからな」

　予想していた言葉だったから、過去のリサは反射的に応えた。

「やめませんよ」

「怒ったか」

「当然です」

「怒られたって私は言うよ。君は“〝やめる”〟ことを選べる」

「嫌です。やめません──」

「そしてそれと同じように“〝続ける”〟ことも選べる」

　リサは言葉を呑のみ込む。

　こちらが虚を突かれたのが気配でわかったのだろう。セシリーは続けた。

「辛つらければやめればいい。頑張りたければ続ければいい。好きなほうを選べ」

「……」

「君が君の意志で選ぶんだ。そのためなら過去のつながりなんて棄すててしまっても構わない。エインズワース家のこともキャンベル家のことも何もかも放り投げてしまって、純粋に自分が進みたいと思う道を選んでいいんだ」

「……そんなこと、できるわけがありません」

　──あれ？

　リサは己が発した言葉に驚いた。

　──私、こんなこと言いましたか？

　いや、違う。このときの自分はむきになって言い返したはずだ。

　絶対に諦めない、アリアさんを救ってみせると息巻いたことを確かに覚えている。昔、ルークに「私を見くびるにもほどがあります」と怒ったときのように。このときはまだセシリーが生きていたから──心は強く保たれていたから、そう言い返すことができた。

　じゃあ今の言葉は何？　考えるまでもない。

　──私の“〝現い在ま”〟だ。

　過去よりもずいぶんと弱り、摩耗してしまった“〝現在”〟の心。

　覚悟の揺らぎが、過去の自分の口を借りて漏れ出いでた。

　リサはそれを止められない。

「何もかも放り棄てるなんて、できるわけがありませんよ……」

　セシリーの言いたいことはわかる。

　けれど“〝好きに選ぶ”〟なんて、どうしたって無理な話としか思えなかった。だって自分はセシリーが、ルークが、アリアが、キャンベル家の人々が、弟子たちが、みんなが大好きで、みんなみんな愛している。ユーインにだって託された。そんな彼らへの想おもいを断ち切り、裏切り、手前勝手な道を選ぶ？　無理だ。自分にはできる気がしない。

　結局のところ選択肢はないも同然で、自分がやるべきことはもう決まっている。

　アリアを救うため、機械のように『聖剣』を鍛え続けるしかない。

　どんなに苦しくて辛つらくたって諦めてそれをするしかない。

　挫折も放棄も逃亡も許されない。

　だからこれ以外のことを“〝選ぶ”〟だなんて──

「私には、できません」

「できる」

　そのときぼんやりと淀よどんでいたはずのセシリーの瞳に、力が宿った。

　老齢のそれとは思えぬほど鋭い眼まな差ざしに射抜かれ、リサは思わず怯ひるむ。

「できるんだ。君は」

「……なんで言い切れるんですか」

「自由だからさ」

　皺しわくちゃの手がリサの手を握り返す。

「君が悪さでもしない限り、何なに人びとにも君の選択を妨げることはできない。君は君の望むことをやっていいし、反対に望まぬことは一切する必要はない。もしもあれこれ勝手に指図してくる他人がいれば──君のやることを邪魔立てするモノがあれば、そのときは問答無用で蹴け散ちらしてしまえばいい。君にはそれをする自由がある。この事実は曲がらない」

　リサは、我が目を疑った。

　何な故ぜならすぐ目の前の老女があっという間に若返っていったからだ。

　手品でも見ているように、若かりし頃のセシリーが忽こつ然ぜんとそこに現れる。こちらが今まで握っていた皺くちゃの手も、いつの間にかしなやかで逞たくましいそれにすり替わっていた。

「だから“〝諦めて”〟選んだものなんて棄すててしまえ。それは君を追いつめるだけだ」

「棄てて……いいんですか？」

「ああ」

「そのせいでアリアさんを救えなくなっても？」

「“〝アリアを救う”〟ことが君の障害になっているのであれば、仕方ない」

　──ああ、そうか。これは夢だったっけ。

　夢ならば何が起こっても不思議ではない。……そうだ。これは過去の記憶と自分の願望が入り混じった、ただの幻。いわば自ら作り出した妄想と会話をしているようなもの。

　たかが夢なんだ。

　──でも、じゃあ、どうして？

　どうして夢の中の自分は、涙を流しているのか。

「私とルークがリサに伝えたいことは、本当に単純なことなんだ」

　リサははたと気付く。

「選んでくれ。好きに、自由に、君が一番に望むことを」

　知らぬ間に、セシリーの手がこちらの手に何かを握らせていた。





「────君が幸せであるために」





　視界を埋めるのは薄暗い天井。

　夢から覚めたのだと気付くのには、少し時間がかかった。むくりと起き上がって鍛か冶じ場ばを見回す。嵐でも起こったみたいに、そこはぐちゃぐちゃに荒らされていた。

「暴れたなぁ、私」

　声を出した途端、喉に痛みが走る。ちょっと我を忘れて叫びすぎたらしい。嗄かれた喉を上から押さえようとして、自分の手が何かを握っていることに気付いた。

　手の中には細い鎖に通された指輪があった。表面は古ぼけて艶つやがなく、傷も多い。

「……これ」

　ルークが魔剣『アリア』の破片で作り、結婚式のときにセシリーに送った指輪だ。

　セシリーは生前、これを形見として自分に託してくれていた。以来リサはこの指輪に鎖を通し、普段は首から下げて衣服の胸むな許もとに入れていた。よくよく見れば鎖が千切れていたので、気を失ったときに無意識に引き千切って握り込んでいたらしい。

「セシリーさん……」

　抱き締めるように再び指輪を握り、空いている手で頬ほおに触れた。涙の跡。泣いたのはいつぶりだろう？　最近は知り合いが死んですら泣けなくなっていたのに。

　ぱん、ぱん！　リサは湿った頬を自分で叩たたき、努めて声を張った。

「さあ！　しっかり考えなくちゃ！」

　びっくりするくらいに頭の中がすっきりしている。だから考えよう。

　──これから私はどうする？

　どうすべき、ではなく。

　どうしたい？

『だから“〝諦めて”〟選んだものなんて棄すててしまえ。それは君を追いつめるだけだ』

『棄てて……いいんですか？』

『ああ』

　玉たま鋼はがねと隕いん鉄てつの混合物を──一本の刀身をひたすらに鍛え続けてきたこと。

　それは本当に辛つらくて、苦しくて、しんどかった。

　じゃあ……やめたい？　すべて放り出して逃げてしまいたい？

『そのせいでアリアさんを救えなくても？』

『“〝アリアを救う”〟ことが君の障害になっているのであれば、仕方ない』

　──とんでもありません。

　逃げたくない。辛つらくて苦しくてしんどくてやめたいけど──逃げたくない。

　リサはアリアを救いたい。

『私とルークがリサに伝えたいことは、本当に単純なことなんだ』

　ああ、どうして忘れていたんだろう。

　それはかつて自分がルークに言ったことじゃないか。

　全部全部、私がやりたいことです──と。

『選んでくれ。好きに、自由に、君が一番に望むことを』

　ならば今こそ選ぼう。

『────君が幸せであるために』

　──私が幸せになるために、私はアリアさんを救う。

　ヴァルバニルの寿命は近いらしい。愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていれば彼女も自分も死んでしまう。

　ではどうする。答えは実に簡単だ。

「間に合わせればいいんです」

　かの巨竜が寿命を迎えるよりも早く、『聖剣』を完成させればいい。

　間に合わない？

　バカ。意地でも間に合わせてやるんです。

「負けるもんですか」

　リサは呟つぶやき、笑った。

　──これが私の選択ですよ、セシリーさん。

　もう迷わない。そうと決まれば早速行動だ。まずは鍛か冶じ場ばの後片付けから。弟子の皆にも手伝ってもらおう。鍛冶場の惨状を見たら、きっとびっくりするに違いない。

　リサは指輪を握った拳を突き上げる。

「よーし！　やるぞー！」

　外の雨は、とうにあがっていた。
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　そして時は流れ──

「師匠せんせいって今まで結婚の話とかなかったんですか？」

「ありませんよ。そもそもお相手がいませんでしたし」

「それはまったく恋人がいなかったってことですか？」

「ハイ。いませんでしたね」

「でも誰だれかに恋をしたことはありますよね？」

「ありません」

「……本当に？　一度も？」

「ええ」

「師匠せんせいの親方だった人でも？」

「あの……ルークはあなたの御先祖様ですよ」

「知ってますけど、少しくらいそういう気持ちになったことはないのかなぁって」

「ありませんって」

　なるほどなるほど、と赤目赤髪の少女は思おも惑わくありげに呟つぶやく。

「もう、一体何の話ですか。それよりちゃんと準備はできてるんでしょうね？」

「はい師匠」

「デュークは？」

「……さあ？　寝坊ですかね」

「もう！　今日はとっても大事な日なのに！」

「────遅くなりました！」

　鍛か冶じ場ばに転がり込んできたのは黒目黒髪の少年。

　彼は息を乱しながら少女を睨にらみつける。

「アリス！　なんで起こしてくれなかったんだ!?」

「あんたがいたらできない話を師匠とするためよ」

「えっ？　何だそれ」

「しーらない。さ、リサ師匠。みんな揃そろったことだし行きましょう」

「ま、待てよ。師匠と何を話したんだよ!?」

　リサは彼らを見ながら思わずにはいられない。

　──どうしてこの家系の兄妹きようだいや姉弟はいつも仲が悪いのでしょう。

　赤目赤髪の少女はアリス・エインズワース。

　黒目黒髪の少年はデューク・エインズワース。

　どちらも十四歳になったばかりの、双子の姉弟だ。

　セシリーとルークの子孫には、先祖の生き写しのような子どもが生まれてくることが少なくない。実の息子、娘であるコーネリアスやロレッタもかなり似ていたが──この双子はリサが今まで見てきた中でも取り分けセシリーとルークに瓜うり二ふたつだった。成長すればもっと似てくるだろう。……そのくせ、出来のいい弟子たちとは言いがたかったけれど。

「ふたりとも喧けん嘩かは後にしてください。準備ができたら出発しますよ」

「準備が必要なのは師匠のほうだろ。アレ、持ったのか」

「ええ。こちらに」

　リサは腰に帯びた直刀を叩たたき、そしてアリスとデュークの顔をそれぞれ見比べる。

「あなたたちもいいですね？」

　威勢よく返事を返すふたりに、リサは頷うなずいた。

「では行きましょう。アリアさんを救いに」





　工房アトリエ『リーザ』の鍛か冶じ場ばを出たリサたちは、灰はい被かぶりの森に入る。

　リサのおぼろげな記憶でもはっきりとわかるほど、そこは昔よりも枯れ衰えていた。

　全体を火山灰に覆われながらも、灰が含む霊体の力によって生かされてきた森。生命力の代わりを果たしていた霊体はしかし、ヴァルバニルの弱体化によって減少しつつある。今や『霊体酔い』防止の玉たま鋼はがねを用いる必要がないくらいに濃度が下がっており、これに伴って灰被りの森もかつての鬱うつ蒼そうとした容姿を失った。ヴァルバニルのいる火山側はまだ草葉が生い茂っているものの、都市側の木々はその多くが裸の枝をさらしていた。

　これまで灰被りの森は火山灰を吸着する役割も担っていた。その森が枯れ始めたことで灰が市街地にまで届いてしまうのではないかと懸念されたが、それは杞き憂ゆうだった。何な故ぜなら弱体化するヴァルバニルの後を追うように、火山もまた死に行く傾向にあったからだ。

　かの霊体は灰被りの森だけでなくブレア火山にも生命力を与えていたらしい。霊体の減少とともに、火山は徐々に活動を縮小させ、遠からず休火山化するだろう。この結果は初代ハウスマンやユーイン・ベンジャミンですら予見していなかったことだ。

　かの巨竜も灰被りの森もブレア火山も、滅びを間近にしている。

　反対に──独立交易都市は著しい発展を遂げた。

　七つの区画で構成されていた街並みは、現在二十三にまで増えている。祈き祷とう契約がなくとも市民は十分に豊かな生活を送ることができ、人々の憧れの都として移住を希望する者は後を絶たず、二大陸の商人たちはこぞって商売をしに様々な品を持ち込んでくる。都市は今なお規模を広げつつある──

　世界は三〇〇年を経てずいぶんと様変わりした。

　これから目を覚ます彼女は、一体どんな反応を示すだろうか。

　──ある意味、私はそれが見たくて今まで頑張ってきたのかもしれません。

　リサは想像し、緩みそうになった口くち許もとを慌てて引き締める。

　新しい『聖剣』の研ぎを終えたのはつい先日のこと。

　当初は立派な拵こしらえを作るつもりだったけれど──無理だった。せっかく刀身が完成したというのに、ちまちまと装飾に時間をかけていられるほどリサは我慢強くなかった。たとえ三〇〇年を生きていても、だ。結局、拵えには朴ほおの木を削って簡素な白しら鞘さやを作った。

　銘めいは“〝Lisa”〟と刻んだ。ずいぶん前からそうすると決めていた。この刀はいわば生涯をともにした半身だ。自うぬ惚ぼれを抜きにしても、これ以外に相応ふさわしい銘は思いつかなかった。

　前夜は『聖剣』を抱いて寝た。無論、ろくろく眠れやしなかった。

　当日を迎えた今も気持ちが逸はやって仕方がない。すぐにでも駆け出してしまいたくなる衝動を抑え、意識してゆっくりと歩く。弟子たちは何も言わずに後ろをついてきてくれた。

　リサは胸中で自分に言い聞かせる。

　焦るな私、と。

　──まだそのときじゃないんです。

　新しい『聖剣』の完成を喜ぶのも、今までを振り返って総括するのも──まだ早い。

　何もかもすべて、結果が出てからなのだ。

　長い年月をかけて積み上げてきたものをしっかりと見届けてようやく、リサは胸を張って己が刻んできた軌跡に思いを馳はせることができる。それをせずに無邪気に過去を振り返ろうものなら、その膨大な時間の量に心は引きつり、足はすくむだろう。

　だから今は何も考えない。ただただ無心で歩みを進める。

　灰はい被かぶりの森を抜けるとそこはブレア火山の麓ふもと。

　死にかけているとはいえ、火山は最期の命を燃やすように火山灰を噴き出し、辺りは灰の霧に覆われていた。それでもやはり昔ほどの濃さはないが。

「…………」

　無言で勾こう配ばいを上る。目的のものはすでに視界に入っていた。あまりに巨大なため、灰の霧越しでも輪郭が透けて見える。リサたちはほどなくしてそれの許もとにたどり着いた。

　火山の岩肌に沈み込むようにその巨体を横たえた巨竜──ヴァルバニル。

　外観は蜥と蜴かげと蛇を混ぜこぜにしたような、爬は虫ちゆう類るいを思わせる生物だ。鋭角に尖とがる頭部の顎あごを勾配の上に載せ、太く長い胴体は山頂に向かって延々と伸びている。封印の証あかしとして全体が鉄のように硬化しており、ヴァルバニルは三〇〇年前のあの決戦の日からこうして不動を保っている。

　当時からこの一画は人々の立ち入りが禁じられている。普段ならば守衛たちが周囲を見張っているのだが、今日に至っては事前に話を通し、彼らには退いてもらっていた。

　リサたちは小山の如ごとき頭部を見上げる。

　頭頂部に、日の光を受けて鈍く輝く何かが見えた。

　──アリアさん。お待たせしました。

　リサはヴァルバニルの頭に歩み寄り、よじ登るために手を伸ばそうとして──やめた。

　気付いてしまったのだ。自分の手が小刻みに震えていることに。

「……アリス、デューク」

　弟子たちを笑顔で振り返る。内心の動揺を隠して。

「私、昔から木登りが苦手でして。上までたどり着くのに時間がかかると思うので、ふたりは先にアリアさんのところに行ってもらえますか？」

「わかりました」

　頷うなずくアリスの横から、デュークがこちらに手を差し伸べた。

「じゃあ『聖剣』は俺おれが持っていく。登るのに邪魔になるだろうから」

「……お願いします」

　弟子たちが存外に素直に応じたことに違和感を覚えないでもなかったが、こちらから提案したことだ。リサはデュークに『聖剣』を渡す。

　リサ師匠せんせい、とアリスが不意に訊たずねてきた。

「確認しますけど、この『聖剣』はヴァルバニルを確実に封印できるんですよね？」

「え？　え、ええ」

　目を瞬きつつも認める。

「できます。絶対の自信を持って保証しますよ」

　この『聖剣』は自分が知り得る中でも最強の業物だ。恐らくアリアをすら超える。実に三〇〇年に及び、鍛か冶じ師しとしての経験を積んできたリサだからこそ断言できる。

　よしんば再々封印に失敗し、ヴァルバニルを覚醒させてしまったとしても、その際の下準備は抜かりなく済ませてある。リサは『聖剣』を完成させた時点で独立交易都市の現市長にその報告をし、不測の事態に備えるよう頼んでおいたのだ。

　独立交易都市は全面的に『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』を支援する──

　遠い昔にレジナルドがそう約束してくれたように、市長は『聖剣の刀鍛冶』の願いを聞き届けてくれた。報告をしたその日からすぐ、市民に対して避難誘導が行われた。そうして人々のいなくなった市街地は今、キャンベル家の人間を始めとする自衛騎士団の団員たちが守りを固めている。彼らは皆、希代の研究者ユーイン・ベンジャミンが後世に遺のこした資料により巨竜との戦い方も心得ている。

　不安要素はひとつもない。

「信じなさい。あなたたちの師を」

　アリスとデュークは頷き、こちらに背を向けた。

　巨竜の頭に飛びついて器用に登っていき、あれよあれよという間に天てつ辺ぺんまで達する。

「…………信じて、いいんです」

　ふたりの姿が見えなくなったことを確認すると、リサはくずおれるように足あし許もとにうずくまった。震えが身体からだ中じゆうに広がり、それを耐え忍ぶように膝ひざを抱えて背中を丸める。

「信じていいのに…………どうして」

　──どうしてこんなにも怖いの？

　自分が打った刀は間違いなく最高の業物だ。必ずや巨竜の再々封印を果たすだろう。

　確信している。

　確信しているのに──怖い。

　怖くて怖くてたまらない。

　────だって三〇〇年は。

「ダメ……考えちゃダメ……」

　うわごとのように呟つぶやくが、無駄だった。

　今日まで押し留とどめていた思考が膨れ上がるのを止められない。

　溢あふれる。

　────だって三〇〇年は、長かったんです。

　あっという間だった、などとは口が裂けても言えなかった。

　何度も心が折れそうになった。何度も孤独感に押し潰つぶされそうになった。それらの記憶が脳裏をよぎり、全身から力を奪う。理屈なんて関係がない。どんなに絶対の自信を持とうとも、そんなのは三〇〇年という期間の重みを前にしたら容た易やすく吹き飛んでしまう。

　この三〇〇年に意味はあったのか、なかったのか。

　もうすぐ決する。決してしまう。

　そう思うと、どうしようもなく足がすくむのだ。

「……師匠せんせい！　もう、何やってんですか！　早く来てくださいよ！」

　頭上から降ってきた声に、はっとする。

　言葉こそ荒いが、聞き慣れた声はわずかながらこちらの正気を取り戻してくれた。

　──ああ、デュークの言う通りです。私は何をやっているんですか。

　忘れないで。自分は知っているはずだ。

　三〇〇年の間、何度心が折れそうになっても──何度孤独感に押し潰されそうになっても、その都度それらを乗り越えてきたのは誰だれだったのかを。

　──私なんだ。

　いつだって自分を救うのは自分だった。時には他人に手を借りることはあっても、最終的に自分を立ち上がらせ、前に進ませたのはこの二本の脚だった。

　自分で選び、自分で決めてきた。ならば信じろ。

　今までそうしてきたように──立て。

　──ちゃんと、見届けるの。

「ご、ごめんなさい。高いところに登るのって得意じゃないんです」

　発した声は情けないほどに震えていた。心はまだ、揺らいでいる。しかしリサはよろめきつつも己の脚で立ち上がった。首から下げ、胸むな許もとに潜ませた指輪に服の上から触れて呼吸を落ち着かせる。ついに意を決して巨竜の頭を登り始めた。

　鱗うろこに手をかけ、身体からだを上へ上へと持ち上げる度、これまで出会い、別れてきた人々の顔が目まぐるしく頭の中を駆け巡る。皆の顔は笑っていた。こちらを応援するように──祝福するように。するとリサも自然と口くち許もとを綻ほころばせる。震えはもう、ない。

　登り始めてしまえば天てつ辺ぺんはあっという間で。

　そこにはアリスとデュークの他に、三〇〇年ぶりに再会する仲間が立っていた。

「おかえりなさい、アリアさん」

「否定する。私は何ど処こかに行っていたわけではない」

「もう、違いますよ。この場合は“〝ただいま”〟って答えるんです」

「……ただいま」

　リサは確かに思う。

　自分はこの瞬間のために、ここまでやって来たのだと。

「────おかえりなさい!!」









　それにしても、とリサは内心で愚痴らずにはいられない。

　──普通、師匠せんせいを差し置いてアリアさんを救っちゃいますかね？

　まさかこの土壇場で弟子たちから裏切られるとは夢にも思わなかった。

　あろうことかアリスとデュークは、リサがひとり葛かつ藤とうしている間に新旧の『聖剣』を刺し換え、拍子抜けするくらいにあっさりとアリアを目覚めさせてしまったのだ。

　どうして師匠を待てなかったのか──『聖剣』を完成させたのは自分なのに！

「どうかしたのか、リサ。何とも言いがたい面相になっているぞ」

「えっ、あ、いえ。えへ、えへへ」

　リサは慌ててアリアに手を振り、誤ご魔ま化かすように笑った。

　巨竜の頭から下りた四人は、比較的灰の霧が薄く、森の方角をよく見渡せる丘の上まで移動していた。それは「景色を少しばかり眺めたい」というアリアの要望だった。

　そのアリアは丘を通る風に心地よさそうに目を細め、遠い灰はい被かぶりの森をじっと望んでいる。彼女の容姿は三〇〇年前とまったく変わっていない。すらりと高い背丈、均整の取れた肢体、色素の薄い茶がかった長髪、神秘的な光沢を帯びた双そう眸ぼう。超然とした佇たたずまいは、いつまでも眺めていられるくらいに美しかった。

　アリスとデュークは気を遣ってか、自分たちから離れた場所で待ってくれている。

「苦労をかけた」

　視線は森の方角に据えたまま、アリアが言った。

「ありがとう。私にはこれしか言えないが」

「いいえ、十分ですよ」

　──本当に十分なんです。

　三〇〇年は長かった。でも自分はやり遂げた──こうして彼女と肩を並べ、同じ景色を望むことができた。それだけで十分に幸せだと、リサは胸を張って言える。

「ルークさんもセシリーさんも、ヘイゼルさんもヒルダさんも。きっと喜んでいます」

「……ユーイン・ベンジャミンも？」

「もちろん」

　アリアの面がこちらに向けられた。

「最初は変わっていないように感じたが、よくよく観察するとあなたは変わった」

「え？　ど、どういう意味ですか？」

「容姿は変わっていない。だが顔つきは変わったように感じる」

「悪魔は成長しませんよ？」

「肉体に関しては肯定する。しかし精神に関しては否定する」

　アリアは薄く笑みをたたえ、その手でこちらの頬ほおに触れる。

「精神の成長が表情に出ている。あなたが積み重ねた三〇〇年が、恐らくここにある」

　不意打ちにあったみたいに、リサは泣きそうになった。

　成長しないと思っていた悪魔に成長を見み出いだしてもらったから？

　自分が長らく積み重ねてきたものを汲くみ取とってもらえたから？

　どちらでもいい。今はとにかく頬に触れる手が気持ち良くて、幸せが止まらない。

　──ああ、私はもう満足です。

　何も悔いはない。

　アリアさん、とリサは呼びかけた。

「私はあなたに話さなければいけないことがあります。ヴァルバニルの寿命について」

「それならば把握している。私はあの巨竜とつながっていたから」

「……ごめんなさい。私がもっと早く『聖剣』を完成させていたら……」

「あなたは私を救ってくれた。これ以上に何を望む」

　アリアはふと何かに気付いたように、アリスたちのほうを見やった。

「あの者たちは巨竜の寿命について把握しているのか」

「ハイ、ちゃんと知ってます。いきなり師匠せんせいがいなくなったら、あの子たちも困るでしょうから」

「数もか」

　え、と目を瞬く。

「数……？」

「言っただろう。私はあの巨竜とつながっていたと」

　そこまで説明され、やっと意味を理解した。

「わ、わかるんですか!?　ヴァルバニルがあとどれくらいで滅びるのか──」

「もって数年。恐らく十には届かない」

　アリアはいっそ淡白なほどにそれを口にする。

「一年かもしれないし、五年かもしれない。とにかくそれが私たちの寿命だ」

　数年。

　その期間を頭の中で想像してみたが──リサは苦々しく笑うしかなかった。

「困りました。長いのか短いのか、私にはもうわかりません」

「肯定する。私もだ」

　ふっ、と互いに小さく噴き出す。

　と、そのとき。

「師匠せんせー！」

　アリスが遠くからこちらを呼んだ。

「もうそろそろいいですかー？」

　手を振って応えると、ふたりは小走りで駆け寄ってくる。

「すみません。せっかく旧交を温め合っていたときに」

「いえいえ、お構いなく……って」

　リサは急激に思い出して眉まゆ尻じりを上げる。

「アリス！　デューク！」

「「ハイ!?」」

　反射的に背筋を伸ばす双子に、不満をぶつけた。

「どうして師匠せんせいの私を差し置いて、先にアリアさんを救っちゃったんですかッ？　ちょっとくらい待ってくれるのが人情というものではないのですか!?」

　アリスとデュークは何やら目め配くばせして頷うなずき合ってから、こちらに視線を戻す。

「リサ師匠に満足されたら」

「困るからだ」

「……へ？」

　ほら、とアリスがデュークの背中を押す。

　わかってるよ、と姉に吐き捨て、デュークはリサの前に立った。

「デューク？　何ですか？」

「あー……困るんだよ、師匠」

「困るって何が」

「勝手に満足されて、勝手に人生終わった気になられるのが、すごく困る」

　図星を指され、リサは唇を引き結んだ。

　──見抜かれてたんだ。

「師匠せんせいにはまだまだ死なれるわけにはいかない」

「だ、大丈夫ですよ？」

　早口で取り繕う。

「アリアさんの話だとあと数年くらいはもつそうです。数年じゃ心こころ許もとないかもしれませんが、最低でも刀鍛冶ブラツクスミスの技術はすべてあなたたちに教えてから死ぬつもりです。だから心配なんてしなくても──」

「違う。そういうことじゃない」

　──じゃあどういうこと？

　首を傾かしげた瞬間、不意にデュークがこちらの両肩を掴つかんできた。

「え？　え？」

「好きだ、師匠」

　真っ白になるこちらに、彼は追い討ちをかけてくる。



「────俺と結婚してくれ」



　遠のく意識。「ヒュー、ヒュー」とはやし立てるアリスの声が聞こえた。

「…………なんて？」

「結婚してくれ」

「っで、でも私、悪魔……」

「知るか。人間も同然だ」

「十四歳と三〇四歳……」

「そこまで離れていたら歳としの差なんて関係ないだろう」

「わ、私、もうすぐ死んじゃう……」

「俺おれたちの御先祖様はそれでも結婚したと聞いたけど」

　──わけがわからない。

　わけがわからなすぎて、後頭部の辺りがなんだか痺しびれている。

　その痺れとともに、いつか何ど処こかで聞いた言葉が脳裏をよぎった。

『でも、ノアは、わたしを、あいした──わたしも、ノアを、あいした』

『……だってさ。人間と悪魔でもそれなりに上う手まくやっていけるらしいよ』

　胸がどんどん熱くなる。

　まるで胸許の結婚指輪が熱を持ったみたいに。

「覚悟しろよ、師匠」

　デュークはこちらの瞳を真っ直ぐに見つめ、力強く宣言した。

「絶対に幸せにしてやる」





















































あとがき





　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #16.Lisa』ということで本編の後日談を綴つづった、番外編にして物語の最後を飾るシリーズ第16巻です。正真正銘の最終巻であります。



「あれ？　前巻で終わったんじゃなかったの？」

　と、そう思われた方も少なくないと思います。

　なので少し弁解をさせてください。



　最初に書きましたが、今巻は本編終了後のお話をまとめた“〝番外編”〟です。

　これまでも折に触れて「本編は15巻で終わり」と繰り返し、こっそりひっそり「本編の後に番外編があるよ」的な空気を匂わせてきました（匂っていたはず……）。

　どうしてはっきりと明言せず、そのように回りくどい書き方をしていたのかというと、後日談を書くべきか書かざるべきか、ぎりぎりまで迷っていたからです。下へ手たなものを書けば蛇足になってしまうかもしれないという不安があって、でも書いてみたいという気持ちもずっとあって、悩んだ末、空気を匂わせる程度に表現を留とどめていました。

　しかし15巻を最後まで書き上げた後、確信しました。

　全然足りない。これは後日談が絶対に必要だと。



　そんなわけで書きました。

　番外編、後日談、ボーナストラックです。

　だから巻数も『#16』でなく『ＥＸ．おまけ』と銘めい打うって…………ないですね？



　そうなんです。

　冒頭から何度も繰り返している通り、当初この巻は本編のおまけ的な意味合いで出すつもりでした。でも本文を書いている途中、はたと気付いてしまったのです。

「あれ？　これ、ガンガンに本編じゃないか？」



　いざ書き上げた原稿を読み返してみると、本編と言っても差支えのない内容になっていました。番外編にもかかわらずいつも通りナンバリングされているのはそのためです。

　いわば“〝後日談という名の本編”〟です。

　いわば“〝一冊丸々エピローグ”〟です。

　いわば“〝前巻で本編終わってなかった詐欺”〟です。

　正直に申し上げます。番外編という体裁を取っていますが、今巻もド本編です。

　前巻のあとがきに「そんなこんなで五年以上続いた本編もこれで終わりです」なんて書いてありますが、とんだ嘘うそつきです。終わってなかった……終わってなかったんだ！

　すみませんでしたッ!!



　ただ、きっと蛇足にはならなかったと思います。

　楽しんでもらえたら嬉うれしいです。



　話は変わりまして。というか先の話に関係しまして。

　表紙や副題からもわかる通り、今巻はほとんどリサのために書きました。

　振り返ればリサの活躍に、セシリーたちだけでなく作者である自分自身がいつも助けられていたように思います。もちろん今まで登場してきたキャラクターたちの誰だれかひとりでも欠ければ『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』という物語は成立しませんでしたが、その中でも特に「こいつがいなければ完結までたどりつけなかった」と思うのは、やはりリサなんです。それほどに彼女はこちらの想像を超えて頑張ってくれました。

　おかげでアニメ版の放映時は、豊とよ崎さき愛あ生きさんの演じるリサがあまりにも可愛かわいらしく動いて喋しやべって歌うものだから、「俺おれはこんないたいけな少女に大変なことを……」と罪悪感が半端なかったです。

　今巻にはそんなリサへの「お疲れ様」の気持ちを込めました。

　読者の皆さんからもリサに「お疲れ様」を言ってもらえたら、ありがたいです。



　ところで本書の刊行と同じ月に、山やま田だ孝こう太た郎ろう先生による漫画版の８巻が発売されます。原作11巻までの内容が収録されています。……そう、つまりアレが、あのシーンが漫画で見られるわけです。自分は原作者のくせにニヤニヤしながら読みました。キモイですね。

　ここまで原作に付き合ってくださった皆さんにこそ読んでほしいと思います。

　どうかご一読ください。



　また、今年の３月にアニメ版のＢＤ─ＢＯＸが発売されました。当時見逃してしまった、もしくはもう一度観たい、という方はこちらも是非どうぞです。

　ちなみに自分はそれの特典として短編をひとつ書き下ろしました。内容は本編とまったく係かかわりのないものです。セシリーとルークの立場を入れ替えた──つまりルークが騎士でセシリーが刀鍛冶というＩｆモノです。存外に形になったので、アニメのおまけ程度にでも楽しんでもらえたら嬉しいです。



　さて。

　……今巻の発売が延期したこと、大変申し訳ありませんでした。

　最後の最後でこの体たらくですが、それでもなんとか最終巻まで刊行することができました。しかしそれは「刊行することができた」と言うよりも「刊行させていただいた」と表現するほうが正しいです。屡る那なさんや担当さんを始めとして、他にも表に名前が出てこない、たくさんの方々に支えられてここまでたどり着くことができました。

　屡那さんがいなければ『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』に奥行きは生まれませんでした。

　担当さんがいなければ『聖剣の刀鍛冶』を書ききることはできませんでした。

　関係者の方々がいなければ『聖剣の刀鍛冶』を世に送り出すことはできませんでした。

　本当に、本当にありがとうございました。



　そして読者の方々へ。

　僕は今まで何度も立ち止まってしまうことがありました。それでもここまで付き合っていただけたこと、とても感謝しています。皆さんが答えてくださったアンケートだったり皆さんからいただくお手紙だったりがいろんな場面で僕の力になってくれました。

　この物語を読んで楽しむことはできましたか？

　そうだとしたらこんなにも嬉うれしいことはありません。

　本当に、本当にありがとうございました。



　最後になりましたが……次は新しいシリーズでお会いできたら、と思います。

　そのときはどうぞよろしくお願いいたします。



　それではまた！





平成二十五年七月　三み浦うら勇いさ雄お










　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。現在は地元・北海道札幌市に在住。
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